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　◆




「うぁ……」

　曖昧で混濁した記憶から目覚めた。

　薄暗い天井が見え……そして、ぬっと、僕の眼前にドクロがあらわれた。

　虚ろな眼に青い鬼火を宿した骸骨が、かたかたと顎の骨を鳴らしながらゆっくりと僕に手を伸ばしてくる。

「……っ!?」

　僕は悲鳴をあげた。思わずあげた悲鳴は、妙に甲高いものだった。

　まるで幼い子供のような、と思ったところで、僕ははっと違和感に気づく。

　とっさに振り回した手が、異様に小さく、短い。ふっくらとして短く、小さな手……赤ん坊、幼の手だ。

　って、いやそれよりもドクロだ。そしてここはどこだ。何が起こったんだ。

　パニック気味の思考があちこちに跳ねまわって落ち着かない。

　とにかくいったん、冷静になろうとしてみる。冷静に、落ち着いて、状況を観察――

「■■■■……」

　ドクロが僕のことを、骨ばかりの指でつるりと撫でた。

「うぁああぁぁ……っ!?」

　こんな状況で冷静になれるかっ!!　と僕は内心で悪態をつきつつ更にじたばたした。

　動くガイコツである。お化けである。怪異である。超常現象だ。

　突然こんなものに遭遇したら、誰だって恐怖する。僕だってそうだ。

　しかも僕はなぜだか小さく、幼くなっているようなのだ。曖昧だけれど記憶の中の僕は、上背はそこそこあって、ひょろりとした痩せ型だったように思う。

　けれど記憶と、今の体の感覚がまったく嚙み合わない。

　成人してから、子供の頃の三輪車に跨ったような感覚を、更にひどくしたような。

「■■■■……」

　ガイコツは困ったように、片腕で僕を抱きよせ、リズムよく揺さぶりだした。

　僕がどんなに腕の中でもがいても、延々と根気強く、揺さぶる。

「ぁ……」

　それでやっと、気づいた。

　ガイコツが僕を揺さぶる動作は、不器用だけれど、とてもやさしい。

　どうにも不慣れで荒っぽいし、腕も骨ばっていて心地よくはないけれど……僕をどう取って食おうか思案をしているのでは、ない、ようだ。多分。もちろんドクロを眺めてその顔色が読めるほどの洞察力はないので、断言はできないし完全には気を許せないけれど。

　でも、このガイコツの動作は、やっぱり、やさしい気がするのだ。

　眼窩で揺れる青い鬼火も、なんだかよく見ていれば愛があるようにも見える。

「…………」

　それで、少しだけ、落ち着いた。

　……何が起こっているんだろう。

　そう思って、いったんガイコツから意識を外し、周囲に意識をやる。

　首もうまく動かせないけれど、何本もの太く壮麗な柱と、幾つものアーチが見える。天井の真ん中に採光用の円形の開口部があり、そこから薄く光が差し込んでいる。どこかの屋内であるのは間違いないけれど、やけに古めかしく、荘厳だ。いつだったか写真で見た、古代ローマ帝国の万神殿を思い出した。

　ただ、それ以上は分からない。

　なんだか死体が動いていること。僕は小さく、幼くなってしまったらしいこと。

　それを脳裏で確認し、更に手がかりを求めようとするが、思考がぼやけはじめる。

　動いたら、眠くなったらしい。

「ぁー……」

　ガイコツはまだ、僕のことを、不器用にあやそうとしている。

　僕の体は、穏やかな波に揺られるように、ゆっくりと揺さぶられている。

　その波に身を委ねるように……僕は、再び眠りに落ちていった。




　◆




　そして目が覚めると、僕の眼前に偏屈そうな鷲の爺さんがいた。

　青白く、半透明に透き通っている。どう見ても、幽霊だ。

「――っ!?」

　悲鳴を吞み込む。すると抱き上げられた。

　見上げればそこには、かさかさに乾いた骨と皮ばかりの女がいた。枯骸だ。

「～～～っっ!?」

　僕は必死に悲鳴をこらえた。

　するとぬっと覗き込んできたものがある。寝る前にも遭遇したガイコツだ。

「うぁああああぁぁっっ!?」

　僕は、ついに悲鳴をあげた。ギャンギャン泣きわめいて暴れる。

「う……」

　けれど体のせいか、だんだん疲れてお腹が空いてきた。暴れる元気がしおれてゆく。

「■■■■……？」

　と、幽霊爺さんが僕の顔を覗き込み、それから女ミイラに何か言った。すると女ミイラが、どこからか白い粥のような物が入った椀を取り出し、中身を匙で掬って口の前に差し出してくる。

　……思わず躊した。というか、躊躇しない理由がなかった。

　からからのミイラに、得体のしれない食べ物を「あーん」されたい人などいない。

　ミイラと言って伝わらなければ、歴史の教科書の即身仏だ。枯れ木のように乾いた、人体の成れの果て。あれに、「あーん」をされたい人。……流石にいないはずだ。いたとしても、少なくとも僕はそんな人と友情を育みたくはない。

　とはいえ、どうしようもなく空腹だ。そして現状ほかに食事の手段などない。

　おまけに今は体が幼くなっている影響か、食欲と睡眠欲が抗いがたいほど強い。

　ええい、ままよ！　と、ぱくりと口に入れると、

「……！」

　かなり美しかった。

　幼児向けの食事というのはかなり薄味だったような記憶があるけれど、舌の方も年齢相応なのだろう。

　ガイコツが、よしよし、とばかりに頭を撫でてきた。
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「うぁ……？」

　同時に、意外な事に気づいた。

　口の中にものを入れて、はじめて気づいた。自分の口の中に、歯が生えていないのだ。

　どうりで喋るときになんだか妙な具合になるはずだ。

　……そうか、幼子というのは歯が生えていないのか。はじめて知った。

　もし僕に育児経験などあったなら、今、これを手がかりに、自分がどのくらいの発育段階なのか分かったのかもしれない。

　ははぁ、歯が生えていないが母乳ではない、生後何ヶ月くらいなんだな、という具合だ。

　けれど僕の記憶の中に、育児経験などという温かで家庭的なものはない。ある程度の大人なら、およそ分かっていそうなことが分かっていない。

　……薄っぺらだ、と思った。

　僕は、薄っぺらな知識を積み上げて、歳だけ重ねて死んだ――

「あ」

　――そうだ。

　死んだのだ。僕は。あの時、確かに死んだ。

　朧で混濁した記憶の中で、それでも死の苦痛は、強く僕に刻み込まれていた。

「…………」

　動く死体に囲まれた、何が何だか分からないここは、あの世なのだろうか。

　もし神さまがいるのだとしたら。……これは僕への罰なのだろうか？




　◆




　半年くらいが経過した。

　くらいというのは、眠ったり起きたりを繰り返していて一日一日の経過がはっきりしないためだ。

　赤ん坊というのは本当によく眠っては、空腹でよく起きる。

　不思議と夢やまぼろしの中にいるようで、ずっと横たわる退屈さに精神をやられずに済んだ。

　そしてその間に得られた情報といえば、この状況が夢まぼろしではないという確信くらいだ。

　もしこれが何かの夢まぼろしだとすれば、あまりに生々しいし、現実的すぎる。動く死体におむつの世話をされる夢まぼろしなど、何がどうして発生するというのだ。

　……というわけで、移動も這う程度が限度の幼子の僕は、ひたすら三体の死人たちに世話される日々を送っていた。

　そうしていると、自然、死人たちの言葉も分かってくる。

　赤ん坊の頭というのは完全にまっさらではなく、体系的な言語を構築する機能を生まれつき備えていて、それに基づいて与えられた音声から言語を獲得していくというのは、どこの言語学者さんの理論だったっけ。どうも記憶は曖昧だけれど、知識のほうはそれなりに覚えているみたいだ。

「だぁ、だぁ……」

　まだうまく使いこなせない喉と舌を使って、なんとか単語を発語しようとするけれど、どうにもうまくいかない。

　一度死ぬ前の体の感覚が残っていて、齟が生じている感があった。発話なんていう、かつては意識しないでもやっていたことが、今は満足にできない。同様に、まだうまく歩けない。

　――このまま満足に動けず、喋れないままだったら。そんな恐怖が付きまとう。

「よしよし。だっこですか？」

　僕の恐怖を察知したのか、女ミイラが、安心させようとするかのように微笑んだ。

　古代の神官のような、古い、擦り切れたローブを身につけた彼女は、周りの二人からはマリーと呼ばれている。

　女性の、しかもミイラの美醜を評するのはどうかとも思うのだけれど、たぶん生前は美しい女性だったのだろう。ほっそりとした体つきに、つねに目を伏せた淑やかな佇まい。枯木の樹皮のような肌には目立った損傷はないし、そこから生前の整った顔立ちがうかがえる。ウェーブのかかった金色の髪は、時間の経過にくすんでこそいるけれど、豊かで美しい。

「今日は、すこしお外を歩きましょうか」

　……！　連れて行ってくれるの!?

「ふふ、嬉しそうですね」

　表情に出ていたようだ。……僕も、この神殿？　の外は気になっていた。

　けれどこの体で見にゆくわけにもいかず、連れ出してもらえる機会を待っていたのだ。

「ほら」

　抱き上げられた。ふわりと何かの香りがする。不快な匂いではない。

　香木か何かだろうか。優しいおばあちゃんから、お線香の匂いがするような感じだ。

「……だぁ」

　その香りに、少し安心して身を委ねる。

　薄暗い神殿内を、マリーが一歩一歩、僕を抱いて歩いてゆく。

　色違いの四角い石が、交互に組まれた床。半球形のひどく高く大きな天井と、その頂点に開いた、目のような天窓から薄く差し込む光。

　壁には壁があり、社めいたその装飾のなかには、おそらくこの神殿で祀っていると思われる神々の彫刻がある。

　歩くごとに、次々とそれが目に映っては去ってゆく。

　いかずちを象った剣を右手で掲げ、天を手にした壮年の、荘厳で威厳のある男性。

　稲穂と赤子を腕におさめて、慈愛の笑みを浮かべるふくよかな女性。

　燃え盛る火炎を背に、槌とやっとこを手にした、背が低くがっしりした立派な髭の男性。

　吹きゆく風の象形とともに、愛嬌の良い笑みを浮かべて、酒杯と金貨を手にした躍動感のある性別不詳の若者。

　清流に腰まで浸かり、弓を片手に、もう片手を妖精か何かに差し伸べる、薄布を身にまとった美しく若い女性。

　何かの文字の彫り込まれた背景に、杖と開いた書物を手にした、賢そうな隻眼の老。

　恐らく多神教なのだな、と僕は思った。なんとなく、像を見ているだけで、どういった信仰をされている神々なのかが分かる気がする。

　けれど、次に見えた彫刻は分からなかった。

　背景は何もない。闇の表現だろうか。ローブを目深に身にまとったそれは陰気な雰囲気を漂わせていて、男か女かも分からない。

　特徴といえばただ一つ、長い柄のついた、カンテラのような灯を手にしていることだ。一見して、死神のような印象さえ受ける。







[image: ]







　……その彫刻が手にした灯火が、妙に気になった。

　けれど、マリーは当然、腕の中の僕の思いなど知らぬままに歩いてゆく。目で追うものの、彫刻は目の前からすぐに去っていった。

　……いずれまた詳しく見るときも来る。そう思って妙な名残惜しさを振り切った。

　そしてそのまま、どんどん天井の目のような天窓から離れると、あたりはずいぶん暗くなってきた。足音ばかりが響く。

　その奥。蔓の彫り込まれたアーチの下、重々しい鉄扉に、マリーが手を伸ばす。

　軋みをあげる鉄扉の隙間から光が差し込んできて、ゆっくりと広がってゆく。

　そしてそれが十分に広がった時、マリーが踏み出した。

「ぁ…………」

　視界が一気に開けた。

　爽やかな風が吹き抜ける。

　朝にわずかに霞む、夜明けの丘の麓。広大な湖に沿って石造りの都市が広がっていた。古代か中世か、といったふうだ。高い塔や、美しいアーチの連なる水道橋らしきものも見える。

　……そのすべては古び、廃となっていた。

　建物の屋根はところどころ崩れているし、壁の漆は無残に剝がれ落ちている。街路の石畳の隙間からは草が伸び、緑の蔓や苔があちらこちらで建物に絡みつき、張り付いていた。かつて人の営みがあったであろう街並みが、まどろむように緑とともに朽ちてゆく。

　そのすべてを、昇る朝日がやさしく照らしていた。

　僕は目を見開いた。

　それは、魂を揺さぶられるほど、美しい光景だった。

　風が、足の先から頭の天まで吹き抜けたような気がした。頭のなかが、不思議なほどすーっと冴えていく。全身が、体のすべての細胞が、世界を感じている。

　……どこかで忘れてしまっていた、とても大切なものを思い出した。そんな気がした。

　なぜだか、じわりと涙が滲んだ。こらえようとして、唇を引き結ぶけれど、それでも涙はぽろぽろとこぼれてきた。

　どうしようもなく曖昧で、混濁した生を送り。その靄のなかで、そのまま死んだ。

　だからこの世界で目覚めたのは、神さまの罰なんじゃないかと思った。

　でも、これは、罰なんかじゃない。

　ここがどこだか分からない。何が起こってるのかも分からない。

　でも、きっと、これは恩だ。驚くほど素晴らしい、恩寵なのだ。

　僕が無駄に捨ててしまったものを、そうせずともよいのに、誰かが再び与えてくれた。

　そんな温かで、幸福な贈り物なのだと。わけもなく、そう確信した。

「綺ですね、ウィル。……かわいい坊や」

　マリーの声がする。

　ウィリアム。縮めてウィル。僕の名前だ。

　三人がつけた、僕の名前だ。

　死ぬ前の名前は、曖昧と混濁のなかに吞まれてしまった。だから、この名前こそが、今の僕の名前なのだ。この小さな体こそが、僕の体なのだ。

　どこか他人のもののように聞いていたその名の響きが、他人のもののように感じていた体が、かちりと嚙みあうように馴んだ気がした。

「ぁ……あ……」

　何か言おうとして、涙まじりの声が出た。それでもいいと、未熟な声帯で声をあげる。

　……やるんだ。

　僕は、今度こそ、ちゃんとやるんだ。

　マリーが僕をあやすように揺らすなか、そう決意した。

　今はまだ何もかもわけが分からない。ここがどういう世界なのか、どうしてここに生まれたのか。けれど、そんなものはこれから分かっていけばいい。

　薄っぺらい知識ばかりで何もできなくても、これからできるようになっていけばいい。

　淀んでいるのも、諦めてうずくまるのも、もうたくさんだ。失敗してもいい。無様でもいい。泥にまみれてもいい。

　僕は、今度こそ。今度こそ、生きるんだ。この世界で、生きるんだ！

　産声のような叫びとともに、僕はそう誓った。
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　目の前に天使がいた。

　少し癖のある薄い栗の髪の毛をして、深い碧色の瞳をした、血色の良い幼児。

「……これが僕、なんだよなぁ」

　神殿の片隅の道具棚で、古びた手鏡を見つけたのだ。よいしょと両手で手に取り、これ幸いと自分の姿を確認してみたけれど、思った以上に可愛らしかった。

　まぁ、もちろん今が子供だから可愛さが何割か増しになってるのはあるはずだ。誰だってみんな、子供時代は可愛さ十割増しである。いかついヒゲ面の男だって、アルバムをめくれば子供時代は愛くるしいものだし。

「……うん」

　手鏡をそっと元の場所に戻した。それから手を握って、開く。もう一度握って、開く。

　小さく、ふっくらと柔らかな手。僕の手だ。

　……あの日から、一年と数ヶ月が経った。

　驚いたことに、あの日、今の名前と体を自分自身として受け入れて以降、身体操作の感覚の齟は急速に解消されていった。

　一度死ぬ前の身体操作の感覚は薄れ、今はこの小さな手足が僕の手足だ。意識と肉体がしっかりと嚙み合う。すぐによたよたと歩くことを覚え、たどたどしくも言葉を発せられるようになった。

　ここ一年は、歩行の練習を繰り返し、マリーたちと会話して言葉とその発音を覚えることに専念してきた。

　それでも時々すっ転ぶのは、まだ体が小さく、頭が大きい時期だからだろう。

　視野や平衡感覚、筋肉などが未熟なせいもあるのかもしれない。ついでに言うと、まだ痛みに対する耐性も弱くて、転んだら当然のようにわんわん泣いてしまう。

　でも、少しずつ進歩している。幼児として当然の進歩かもしれないけれど、それでも進歩は進歩だ。這ったり泣いたりばかりから、幼稚園や保育園に通えるくらいにはなった。

　だから、そろそろ、次の課題にあたってみよう。

　僕はこの世界で、生きると決めた。ちゃんとした体を作って、一つ一つ、学んで、覚えていくのだ。だから、さしあたっては――




　◆




「ふむ、文字を習いたいと……？」

　神殿の奥にいくつかある、小部屋の一つ。石組みの壁に、木製の小さな椅子やちょっとした書き物机があり、壁面を窪ませたアルコーブには寝心地の良さそうなベッドもある。

　そして僕の目の前では、目つきの悪い偏屈そうな鷲のお爺さんが、腕組みしながら顎をさすっている。

　ゆったりしたローブを羽織ったその体は、半透明に透けていて、気体めいたその体には手触りがない。霊体、とでも言うのだろうか。つまりいわゆる幽霊。ゴーストだ。

「うん。お願いだよ、ガス」

　彼の名はガス。正しくはオーガスタスというらしいけれど、長いせいかマリーたち含め、みな略称で呼んでいる。

　僕は今、彼に文字を教えてほしいと頼んでいる。

　もちろん正直に言えば、文字よりも何よりも、この世界のことや自分のなかのこの記憶のことなど、聞きたいことは色々とある。けれど、まだ幼い子供が未熟な語彙で聞いても、どうしたってそれ相応の対応を取られるのだ。

　たとえば幼児に「どうして太陽は光っているの？」と聞かれたとして、天文や物理、核融合の理論について突っ込んで話し始める人はいるだろうか。

　普通そんなことはしない。「みんなを暖かく照らすために、太陽さんは頑張ってるんだよ」といった調子で答えるだろう。

　実際に、軽く世界についての質問を試してもみたのだけれど、みなそんな調子で流されてしまった。

　だから、その質問はまだ早い。そういう話は、僕がちゃんとある程度の学識を積んで、それ相応の会話の成り立つ相手だと認識してもらった上で聞かなければならないのだ。

「ふーむ、文字。文字か……ワシゃ、カネにもならんことをする気はないぞ。それにお前さんの歳じゃあまだ早い」

「でも、気になるんだよ」

「まだ早い」

　しっしっ、と面倒臭げに手を振られる。

　何かと面倒見の良いミイラのマリーや、なんだかんだ構ってくれるスケルトンのブラッドとは違い、このゴーストのガスは僕に対して淡白だ。割と平気で僕を邪険にするし、なにか頼んでも鬱陶しげに断ったりすることもある。

　性格も傲慢で偏屈なところがあり、普段から少し距離があるけれど……それでも三人の中で誰が賢いかと言えば、間違いなく彼であると思う。言葉遣いや、その言い回しの端々から、かなりの学識がうかがえるのだ。

「でも、気になるんだよ」

「うるさいわい」

「ねー！　気になるんだったらー！　おーねーがーいー!!」

　だから、子供らしくゴネて、駄々をこねてみる。

　……こんな風に子供っぽく、保護者に甘えるというのはいつぶりだろう。

　なんだか懐かしくて、ちょっと楽しくなってきた。

「ねぇ！　ねぇねぇねぇ！　ガス、おねがいっ！　おーねーがーいー!!」

　本当に我ながら子供みたいだ。精神が肉体に引っ張られている向きもあるのだろう。

　というか脳だって子供なのだし……でも、だとするとこの成熟した意識や感覚ってなんなんだろう。深く考えだすと脳と精神と魂に関わる迷路に嵌り込んでしまいそうだ。

　あんまり深くは踏み込まないで駄々こねよう。

「…………あー、まったく！　分かった、分かったわい」

　子供にゃ敵わん、とブツブツぼやきながら、ため息をついてガスが僕を見る。

「やれやれ。文字を習いたいんじゃったな」

「うん」

　この世界の文字は、よく分からないのだ。

「うーむ……それでは、まずは」

　ガスが壁際の本棚に手を伸ばすと、本が一冊、ふわりと浮き上がって寄ってくる。

　念動力とでもいうのだろうか。幽霊がいるのだから、これくらいはそりゃあるだろうなと、最近では超常現象にも驚かなくなった。

「個別の読み方からじゃな」

　開いたページには、アルファベットめいた文字の一覧があった。けれど、

「ううん？　それは大丈夫」

「大丈夫じゃと？　何が大丈夫なんじゃ」

「それ、もう、読めるよ」

　そこはもう分かっているのだ。一年以上、あちこちのレリーフに絵や文字の彫り込まれた神殿で過ごし、三人の会話を聞いてきた。

　発話における各種の音の使用頻度と、文章中の文字の使用頻度などを照らしあわせたりして、なんとなく把握している。「Ｅ」の発音が一番頻出して、その後に「Ａ」「Ｔ」あたりが続いていたので、そこからあたりをつけたらあとは早かった。

　だから、もう読める。

「…………は？」

　ガスが目の前でぽかんとしている。

「だって、もう、読めるもん」

「…………この文章、読んでみい」

「『香り高い花が、風に吹かれて色鮮やかに散ってゆく。この世界も移り変わる、私の生と同じように』……でしょ？」

　なんてことはない。

「……ブラッドか、マリーに教わったのか？」

「ちがうよ。皆の話を聞いて、文字を見て、自分で考えたんだ」

　神殿での暮らしは刺激も少なく、まだまだ未熟なこの体で動くにも限度がある。

　考える時間ばかりあったので、退屈しのぎのパズル感覚で延々これをやっていたのだ。

「…………ウィル」

　ガスはしばらく考えこんでいる様子だったが、やがて真面目な調子で尋ねてきた。

「それでは、おぬし、何が気になるんじゃ」

「神さまのところとかにある、きれいで複雑なやつ」

　神殿の各所に彫り込まれた文章を解読するに、この世界の文字はどうもアルファベット的な表音文字が基本であるのは間違いない。けれど、神々のレリーフなどに、いきなり複雑な象形文字めいたものが紛れ込んだりしているのだ。

　それが、よく分からない。どういうもので何と読むのか、それとも飾りのようなものなのか……

「《創造のことば》、上古の魔法文字か」

「そうぞう、まほう」

　……創造に魔法ときたか。

「うむ。何から説明したものか……」

「最初から」

　とにかく最初から話してもらおう。

　幸いまだ記憶力はいいほうだし、覚えられなかったら何度でも聞けばいい。

「んでは、長い話になるがな。昔、昔の、そのまた昔、世界の初めのことじゃ。世界はまだ大いなるマナが形を保たずに熱を持って渦をまく、煮えた釜のようなどろどろの混じゃった」

　……いきなり天地創造の話になるとは思っていなかった。

「そ、そこから始まるの？」

「うむ、そこから始まるのじゃ」

　ガスは大真面目だった。

「混沌のなかに、いずくかより最初の神が現れた。

　神は『大地あれ』と言われた。すると神の足元にマナが凝り、大地となった。神の頭上からはマナが薄れ、天空となった。こうして天と地が分かたれた。

　この神の名は伝わってはおらず、ただ創造神とか始祖神と呼ばれておる」

　……聖書神話とか、ギリシャ神話の天地創造に似ている印象だ。

「それから創造神は《ことば》を発し、《しるし》を刻み、太陽と月をつくって昼と夜を分け、水を集めて海と大地を分けられた。

　火が生まれ、風が生まれ、木々が生まれた。また神々が生まれ、人や動物が生まれた。

　かくして創造神は世界を創り給うと、その美しさに満足し、われ知らず『良し』と呟かれた。じゃが、『良し』なるものを作ることは『悪し』なるものを作ることでもある。地が固まれば天ができるようにのう。

　そうして悪意が生まれ、悪なる神々も生まれた。創造神はその言葉を差し戻そうとするが、既に発せられた言葉を口の中に戻すことなど神々にもできぬ。

　生まれ落ちた悪なる神々に創造神は害され、生と死が生まれた。そして、多くの神々による神話の時代が始まっていくのじゃが……」

　ここでガスは言葉を切って、一息ついた。

「この天地創造に使われた言葉としるしこそが、《創造のことば》じゃ」

　なるほど、そう繫がるのか。

「つまり、世界をつくった言葉？」

「うむ、その通りよ。この《ことば》と、《しるし》……つまり文字じゃな。言葉と文字には力がある」

　力。……力、か。

「何ができるの？」

「ふむ、そうじゃあな……」

　ガスがつい、と宙に指を躍らせた。指先に不思議な燐が宿り、燐光が指の動きに沿って軌跡を残すと、空中に流麗で複雑な象形文字が二文字描かれる。

　つ、と指が動いて、文字に最後の点が打たれた。

「わっ！」

　その瞬間、僕はのけぞった。宙に描かれた文字が、急にめらめらと輝く赤い炎になったのだ。炎は空中で、赤々と燃えている。空気を介して、熱が伝わってくる。本物の炎だ。

「もうよいな？」

　そう言うとガスは何か口の中で、旋律めいた音楽的なことばを一節、二節と呟いた。するとまるですべてがまぼろしだったかのように、燃えていたはずの火がかき消えた。

　僕はそれを、魅入られたように見つめていた。

　……魔法だ。トリックとかではない、本物の魔法だ。この世界には、魔法があるのだ。

　凄い。なんというか、思わず感動してしまう。凄い。

　幽霊や、動く骸骨やミイラがいる時点で今さらかもしれないけれど、ホラーや超常現象と魔法は違うと主張したい。

「理解できたかのう。《火炎》の象形文字を描けば、炎がそこにあると定義され、燃え上がる。炎をかき消すための《消去のことば》を口にすれば、炎は消える。

　これが《創造のことば》、もっとも一般的に《魔法》と呼ばれるそれじゃ」

　その時、僕が連想したのは、コンピューターゲームの《魔法》ではなくて、ちょっと古めかしいファンタジー小説などで見る《魔法》だった。ポイントを消費して手軽に放つスキルの一種ではなく、気軽な気持ちで扱ってはならない、世界に潜む古い神秘。

　石造りの薄暗い部屋で不思議なちからについて得々と語る、鷲の老人の幽霊というのは、そんな連想を呼ぶ雰囲気があった。

「じゃが、この《創造のことば》というのは不便なものでな。力がありすぎて、筆記や会話もままならん。創造神すら自らの命を断つ悪神たちを、《ことば》によって生み出してしまった」

　ああ、それは確かにそうだ。炎と書いたら即座に燃えるとか、迂にメモもできない。

　不便極まるし、どう考えたって文明の発達や、それ以前に日常生活を阻害する。

「そこで隻眼の知識神エンライトは思慮し、二十の子音と五の母音を選び出した。

　《創造のことば》があえて力を発さぬよう、文字や発音を崩し、乱した、《俗用言語》を生み出したのじゃな」

　なるほど。

　日本語で言えば、《創造のことば》は漢字だ。この漢字を迂闊に書くと炎が出たり爆発したりして危ない。だから賢い神さまが字を崩して、かな文字を作ったというわけだ。

　……まぁ、《俗用言語》は音節文字じゃなくて音素文字なので、かな文字というよりはアルファベットにより近い性質なのだけれど。

　ともあれ、つまりあれってまったく別系統の言語が象徴的な意味で混ざってるとかじゃなく、漢字かな交じりの日本語みたいなもので、同根の言語だったのだ。

「おぬしが読んでおったのは《俗用言語》で、読めなかったのが《創造のことば》、上古の偉大なる魔法の文字、神々の《しるし》じゃ。神殿に刻まれておるのは、打ち消し線を入れたり、一部をあえて誤ったり、極端に意匠化して効果を発動しないようにしたものじゃな」

　そうか。文字を崩せば効果が発動できないようになるなら、そうやって元の文字を判別できる程度に崩して刻むこともできるのか。

　そこまでして、あえて《創造のことば》を刻む理由は……話を聞いていれば、なんとなく分かる。

「《創造のことば》は、《俗用言語》よりも神に近いからのう。神を敬い、神に捧げるための神殿に《ことば》を刻む、というのは道理じゃ。分かるかのう？」

「うん、分かる」

　こくこくと頷く。実に納得のゆく話だった。

「ふむ、ではウィル。そもそも、なぜ《ことば》がこんな力をもつか、分かるかのう？」

　ガスがにやりと笑って問いかけてきた。

　えっと、この場合、つまりガスの問題にしたいところは。

「……たぶん、僕らがどうして椅子を椅子と思うか、ってことだよね」

「む……」

　何かで読みかじった覚えがあるけれど、元の世界でも認識だとか表象だとか観念だとか、そういうものを扱う世界で言われていたことだ。

　たとえば僕たちは『木製の四本脚の丸椅子』を見たら、それがどんな色をしていても、どんな木でできていても、一つとして同じものではないはずなのに「これは椅子だ」と思う。つまり頭のなかで、『椅子』という言葉のラベルを貼り付けて分類する。

　たとえば『四つの棒』と『一枚の丸板』とは普通は認識しないし、同じ四本の脚に板でも『机』とも思わない。また丸椅子に座っている人を見ても『木材と人間の合わさったもの』ではなく『椅子』と『人間』であると認識する。

　もちろんあえて違う見方をしようと思えば、『四つの棒』『一つの丸板』としても見られるだろうし、『たくさんの木材繊維の集合体』としても見られるだろう。あるいは『この椅子』と『あの椅子』というように、それぞれ同じカテゴリの『椅子』同士を区別もできる。

　だけれどいずれにせよ、僕たちは言葉というラベルを貼り付けて、混沌とした世界をカテゴライズし、観念化して認識しやすく区切っている。それなくしては生きられない。

　まさに先ほどの創世神話のように、言語こそは世界を曖昧な混沌から区切る、力あるものなのだ。だから、長い思考になったけれど……




「それはつまり、《ことば》こそが、世界の在り方を分かち、定めるものだから」




　そう答えると、よほど驚いたらしい。ガスが目を見開いて、口をぱくぱくさせていた。

「……う」

　そのガスの驚きように対して、僕は誇るより先に、なんだか申し訳ない気持ちになった。

　一回生きて死んだ記憶があるために、僕には浅薄ではあるけれど、幼児にはありえないあれこれの知識がついてきているのだ。なんだか、ずるをしたような気持ちになる。

　生まれつきの資質を才能と呼ぶなら、この記憶も才能のうちかもしれないけれど……

「こ、こここ、この子はワシ並みの天才やもしれんぞ！」

　と、部屋を飛び出て、というか壁を突き抜けて広間に向かい、マリーやブラッドに語っているガスを見ると……

　どうにも居心地が悪いというか、いたたまれないというか。

「あらまぁ。ガスお爺さん、どうなさいました？」

「おうマリー、それがな……！」

　と、ガスはマリーに対して先ほどのことを興奮気味に語っている。

　理論を立てる力が年齢に不相応なほどあって、洞察力もある、本質を摑む力は魔法の才能だとか、青白い幽体の腕を振り回して力説している。

「まぁ……」

　ミイラのマリーは、それをおっとりとした調子で聞いていた。

　骸骨のブラッドのほうはといえば、壁に背を預けて興味なさげなそぶりだ。

「これは今のうちから色々と仕込んでおけば何ぞの役に立つやもしれんのう！　なんじゃ、正直言って余計な拾い物かと思っておったが、意外に使え」

　え……




「おい、爺さん」




　それは、鞭のような一声だった。思わぬガスの言葉に僕が硬直した一瞬、何か思考が走るより先にぴしりとその声は放たれた。

　見れば、壁際のブラッドからだ。虚ろな眼に、青白い鬼火がごうごうと燃えていた。

「何を余計なことをペラペラくっちゃべってんだ。

　……まだ二歳か三歳かそこらのガキだぞ。『余計な拾い物』はねぇだろ」

　ガスを睨み据えている、と分かった。

「……拾い物は拾い物じゃろう。もともとワシは関わりあいになどなりとうなかった」

「そういう問題じゃねぇ」

「才があると分かったんじゃ、仕込んでやるだけでも」

「そういう問題でもねぇ」

　ブラッドが一歩踏み出した。

　その全身から、見えないオーラのようなものが立ち上っている気がする。今までさほど意識したことはなかったけれど、ブラッドはとても大柄だ。骨格も太い。

「おい……」

　こうして凄むと、横から見ているだけでも物い迫力がびりびりと伝わってくる。

「ガス爺さんよ。アンタがそういう気質なのは知ってるよ。俺だって今さらそれをどうこうしようとは思わねぇし、アンタらしいとも思ってる。

　それでもな。ガキの前で、そいつを『余計な拾い物』呼ばわりはねぇだろ。……アンタだって、聞いたほうがどう感じるかくらい想像つくだろ」

　ブラッドは僕のほうをちらりと見て、それからガスに視線を戻す。

　僕は驚いていた。

「…………む、ぅ」

　あの傲岸不遜で偏屈なガスが、気されている。普段はむしろブラッドのほうが、大でいい加減な態度でガスやマリーに小言を食らっているというのに、だ。

「ウィルを育てるのに一切関わらねぇってんなら、聞こえねぇとこで何言っててもいいさ。だけど、教えるってんならそういう態度はやめてやれ」

　それが筋ってもんだろう？　とブラッドは言った。

「………………」

　ガスは、しばらく沈黙していた。それからゆっくりとかぶりを振り、息をついた。

「確かに迂闊な発言じゃった。今後はもう少し気を遣おう。……すまなんだな、ウィル」

「あ、いや……」

　ガスが己の非を認めて、引き下がった。

　こんな風景を見るのは、彼らに出会ってから初めてのことだ。

　僕は驚きながらも、とにかく場を収める言葉を発した。僕が許さねば決着がつかない。

「その、いいよ、ガス。僕、気にしてない」

　だから、とにかく、そう言った。

　するとブラッドもするりと怒気をおさめて、ガスに対して軽く頭を下げた。

「……俺もいきなり凄んで無作法だったな。悪ぃ。勘弁してくれ、爺さん」

「うむ。……おぬしの不調法はいつものことじゃ、気にするな」

　ガスがそれに応じて、頷く。

「おうマリー、ちょいとウィルを借りてくぞ」

「ええ、どうぞ。……ガスお爺さん、よければ、もう少し私とお話をしましょう？」

　マリーは目を伏せたいつもの穏やかな表情で、二人のやりとりを見守っていた。

「ウィル、ちょっと外に行こうや」

「う、うん」

　とっさのことに、僕は起こったことの意味を摑みかねていた。

　ただ、一つだけ確かなことがある。

　ブラッドは、怒ったのだ。……僕のために、怒ったのだ。




　◆




　都市の廃は今日も美しかった。

　午前の陽の光が、湖に反射してきらきらときらめいている。

「あー……なんだな、ウィル」

　……そして、それを丘に座って見つめる骸骨。凄まじくミスマッチな光景だった。

「お前は物心ついた時から今の状況だから、何も分かってねぇかもしれねぇんだが……」

　ブラッドはなんと説明したものか迷うように、頭蓋骨をかりかりと搔いた。

　眼窩の青白い炎が、ゆらゆらと揺れる。

「まぁ、でも、分かんだろ？　俺とかマリーとかガス爺さんと、お前は違うってこと」

「えっと、うん。分かる。ぼくだけ、あったかくて、息をしてる」

「まぁ、そういうことだな。色々あんだよ。色々あんだけどよ……」

　僕の来歴について、何かしら事情があることは、流石に察していた。

　廃墟の都市。不死者たち。その中に、生きた人間の幼児がひとり。不自然な状況だ。

　ガスは『余計な拾い物』といったから、捨て子か何かなのかもしれない。マリーあたりは母性的だから、彼女が拾ってきて、ガスはそんなものはいらんと思ってた、とか……

　あれこれ推測はできるけれど、結局、説明されなければ真実は分からない。そして、

「まだ、説明できねぇ」

「うん」

　そりゃあ、そうなる。

　いくら年齢不相応に知恵が回る様子でも、まっとうな大人なら幼児を相手に、お前は拾われた子なんだとか、その背景に絡む事情なんて言わないだろう。普通伏せる。

　ブラッドは、そっと肩をすくめる。

　……ブラッドがガスに怒ったのは、子供に対して無思慮な発言をしたからでもあるけど、その辺の事情をぽろっと零しかけたからでもあるのかと、今さら気づいた。

「あー、ガス爺さんのこともな、怒らないでやってくれ。アイツあれなんだよ、興奮すると思ったことをそのまんま口に出す悪いクセがあってな。

　それに言葉選ぶとか配慮するとか、そういうの普段から全然しねぇ奴だから」

「うん。別に、怒ってないよ。ちょっとびっくりしただけ」

　そして、物凄い勢いで怒ったのは、僕の気を逸らすためでもあったのかもしれない。

　『余計な拾い物』と言われた僕が、その意味を理解して、ガスに何らかの負の感情を抱かないうちに、大騒ぎして思考を逸らしたのだ。

「ん。そうか、お前は心がでっかいな、ウィル。でっかいってのは、いいことだぜ。

　……そうだな。お前の体が心に見合うくらいでっかくなって、色々と受け止められるようになったら……その時は、今は言えない話もみんな話してやるからな」

「うん」

　ぜんぶ、僕のためだ。分かってみれば、ブラッドは僕に対して、驚くほど気を回してくれていたのだ。

　ブラッドは、すごいやつだ。……一度死ぬ前、僕はそんなことを、誰かに対して、してきただろうか。できただろうか。

　曖昧な記憶だけれど、できなかったように思う。多分ほとんど……いや、まったく。

　それを思うと、なんだか少し胸が詰まった。

「ねぇ、ブラッド」

「ん、なんだ」

「えっと、ありがとう。……いろいろ」

　だから、上く言えなくて。結局そんなお礼しかできなかった。

「…………ははっ、気にすんな」

　眼窩の鬼火がゆらめく。ドクロの表情なんて分からないけれど、今、ブラッドはにかりと笑ったように思えた。

　僕の髪をわしゃわしゃとかき回してくる。

「そんじゃ、あらためてガス爺さんに文字やら魔法やら習ってくるといいや。なんだかんだ爺さん、すっげぇ優秀な魔法使いなんだぜ。……それ以上に銭ゲバのケがあるが」

　つっても、銭なんて何のことかまだ分からねぇか、とブラッドはかたかたと顎の骨を鳴らして笑った。

「それとな、爺さんが教えんなら、いずれは俺も色々教えてやっから！　楽しみにな！」

「うんっ。……ブラッドは何を教えてくれるの？」

　なんだろうか。ブラッドには、あんまり学問という印象はないけれど……

「ん、暴力」

　えっ。

「暴力。暴れまわり方。あと筋肉の鍛え方？」

「えっ」

「便利なんだぞ？」




　……えっ？







　◆




「ブラッドは生前から……」

　神殿広間の長椅子の上で、僕と並んで座りながら、マリーはそう話し始めた。

「……えっと、生前？　ってことは、やっぱり……」

「ええ。私たちも、元からこうだったわけではありませんよ。ええと……色々。そう、色々あってこうなったのです」

　そう言って、マリーは少し寂しそうに笑った。

　何があったのかは、聞けなかった。聞いても、はぐらかされてしまうだろうけれど。

　でも、覚えておこう。彼らは別に、元から骸骨やミイラや幽霊の姿をした、そういう存在ではないのだ。

　生前の記憶で言えば、こういうのは無念や執着を抱えた死者が情念に引きずられて、というのが定番だけれど。そういう定番通りなのか、それともそうでないのか。

　幼子の僕が得られる情報は、まだまだ少なく、なにも断定できない。……変なバイアスがかからないように、あまり予断を入れるのはよしておこう。

「生前から、彼は戦士でした」

「戦士」

「戦士。武器を手に戦う人のことです、男の子の憧れですよね」

　そういう職業がある程度には、古い社会体制なのか。あの都市の廃墟を見ていても、そのくらいだろうなぁ、とは思っていたけれど……やっぱり人間同士の争いもあるようだ。

　これはこの世界で生きるなら、戦うすべを覚えたほうが良いのかもしれない。

「ブラッドは本当に強かったのですよ？　幅広い経験と高い技量をもっていました。

　人間同士の戦いをはじめ、野獣、魔獣、妖魔、不死者、巨人、亜竜、悪魔、何でも構わねぇ、来い、といった調子で」

「へぇ……」

　と、相を打ちかけて、僕は硬直した。

「…………あの、マリー？」

「はい？」

「今なんて？」

「人間同士の戦いをはじめ、野獣、魔獣、妖魔、不死者、巨人、亜竜、悪魔……」

　………………い、いやいやいや。落ち着こう。

　別に僕がこの記憶で知ってるような怪物とは限らない、はずだ。

「人間同士は分かるけど……他、なに？」

「あら。……あらまぁ、ごめんなさい」

　と、マリーは笑った。

　そうよね、教えてないのに分かるわけがないですよねと、おっとりとした調子で言うと、そうねぇ、と考え。

「ええと、たしかガスお爺さんの部屋に図鑑があったはず……」

　と、マリーは僕の手を引いて神殿内、ガスの居室である石造りの小部屋に向かった。

　ガスは不在だったけれど、勝手知ったる、といった調子でマリーは図鑑を借りる。

「野獣というのは、これですね。餓とか獅とか、大蛇とか……」

　細密画の中に、見知った動物たちがいた。

　見知ったと言っても、死ぬ前の知識で、しかもテレビ番組の特集とかで、だ。

　……ワ、ワー、ナツカシイナー。

「魔獣というのは、なかでも極端に攻撃性の高い、特殊で凶猛な獣です」

「へ、へぇ……」

「他にも……ガスお爺さんから神話の成り立ちはならったのでしたよね？

　始祖なる創造神は様々な存在をお創りになられましたが、悪の素因をも生み出し、自らも悪神によって命を絶たれました。

　そして悪神たちはその性質に従い、様々な眷を生み出しました」

　マリーはゆっくりとページをめくる。

「専制と暴虐の神イルトリートの眷属、妖魔……時に妖鬼とも言いますね」

　めくったページに居たのは……鬼、が近いだろうか。

　いかにも小く残虐そうな矮の子鬼や、大柄で筋骨隆々でやはり残虐そうな鬼。

「次元神ディアリグマの眷属、奈落よりきたる悪魔、デーモンたち……」

　続いて居たのは、悪魔とか、悪夢の落とし子というのが近いか。

　鳥の頭をした人間や、幾つもの腕を脚のように生やした蜘といった、人間や種々の動物の部位をぐちゃぐちゃに混ぜあわせた不気味な存在。

「そして不死神スタグネイトの眷属、不死者……」

　いわゆるゾンビや、三人のようなスケルトン、ゴースト、ミイラ。

　けれど図鑑の絵面の不死者たちからは、三人のような知性は感じられない。

「…………私たちは、不死神と契約を交わしたんですよ」

　ぽつりと呟かれた言葉は、ひどく暗いものだった。

「死の間際の強い思いから、スタグネイトと契約を交わしてこの姿になりました。

　……善なる陣営の裏切り者、ですね」

　その言葉が、あまりに、悲しそうで。

「――何があったの？」

　僕は思わず聞いていた。踏み込んでも無益だと知りつつ、そうせずにいられなかった。

「ふふ……色々です。ごめんなさいね、小さな子に変な話をしちゃって」

　マリーは笑った。苦い笑みだった。

　それから、仕切りなおすようにして話を続ける。

「これら悪なる神々の眷属のほかにも、もちろん善なる神々の眷属もいます。

　エルフ、ドワーフ、ハーフリングをはじめ、様々な種族ですね」

「マリー……」

「また巨人や竜といった、中立ながら強い力を有する種族も。

　彼らの中には善なる神々の信奉者もいますが、また悪なる神々の信奉者もいます。

　世界は広大で種族は多様、この図鑑に載っているのもあくまで代表的なものですね」

　彼女が意図的に話題を逸らしているのは分かったが、戻す気はないようだった。

「…………」

　だから僕も、それに応じた。

　話さないなら、聞き出す手段はない。こればかりは、駄々をこねても無意味だろう。

「……つまり、この世界って……けっこう危ない？」

「ええ、危ないです。私が生きていた頃は比較的、平和が続いていましたが……今はどうなっているか分かりません。おそらく相当、悪化していると思います」

　そして続けざまに、凄い発言がぽろっと出た。

　どういう根拠で言っているかは分からないけれど、

「……ぼく、強くなったほうがいい？」

「そうなってくれると、私も安心ですねぇ……」

　その言葉はしみじみと実感が籠ったものだった。

　……だからとりあえず、僕は強くなるための努力を惜しまないことに決めた。どうやらこの世界、タフでなければ生きていけないようだから。

　同時に、三人が抱えているらしい色々な事情のヒントを、覚えておこうと思った。彼らは無力な僕を養い、今も生きるための力を与えてくれようとしている。

　記憶の中の僕は、同じことをしてくれた両親にろくな孝行もできなかったどころか、迷惑と心配ばかりかけてしまった。

　いつか十分に成長したら……今度は、ちゃんと三人に恩返しがしたいな、と思った。




　◆




　……そして五年が経過した。

　僕は七歳くらいになったけれど、どうもこの世界では誕生日を祝うという習慣はないらしい。聞いてみると数え年式で最初が一歳。新年を迎えるごとに一歳増えるのだそうだ。

　ちなみにゼロがスタートじゃないということは、ひょっとしてゼロという数字と位取り記数法の概念さえないんじゃないかと危惧したけれど、それはもうあった。どうやら明確な数字としてのゼロがなかった時代からの伝統で、赤ん坊は生まれた時から一歳であるようだ。

　確かに、そうそう人間の歳の数え方なんて変わらないよなあ、と納得した。

　つまり僕はこっちの世界式の数え年だと、七足す一で八歳になるわけだけれど……ではいつが新年なのかと聞いてみたら、なんと「分からない」という答えが返ってきた。

　いや、正確にはいつが新年の開始日なのかは皆、分かっていた。

　一年の間で昼が最も短く夜が最も長くなる日。太陽が最も力を失い、そしてその翌日から力を取り戻す日。

　一――つまり冬至だ！――が新年のスタートなのだそうだ。

　けれど、ここは人間社会とかけ離れた廃都市の、そのまた外れの神殿だ。三人とも暦にさほど興味がなかったうえに、不死者化して寒暖の感覚も鈍っていた。

　結果、「花が咲き始めたな」「日差し強い」「葉っぱが赤や黄色に」「ちらほら雪降ってきた」くらいの感覚で過ごしていたそうだ。

　確かに外部との交渉もないここの暮らしで、いちいち天体観測なんてする理由もない。三人がどのくらいの時間をここで過ごしているかは知らないけれど、うっかりするか、面倒くさがるかで経過日数や日付を忘れたらそれまでだ。

　……ともあれ、あれから質問や勉強で情報が集まってきたので、現状を整理しよう。

　まず、これまでちょっと言葉を濁し気味で、今でもまだ断定しかねるところがあるのだけれど、もうこう言ってしまおう。

　僕はどうやら、生まれ変わったようだ。

　生まれ変わり、転生、リ・バース、リーンカーネイション。言い方はなんでもいいけれど、つまりこの記憶は前世の記憶というやつで、僕は死んで、また生まれたわけだ。

　しかも違う世界にだ。少なくとも一回死ぬ前の記憶では、魔法なんてものは実在しないしスケルトンもゴーストもうろついていなかった。それらはすべて空想の産物だった。

　この世界と、前の世界は、ある種の共通点をもちつつ明らかに違う。だから生まれ変わり。しかも異なる世界への転生だ。

　と、この結論でおおよそ問題ないのだろうけれど……それでも断定しかねるのは、幾つか他にも可能性を考えられないことはないからだ。

　この世界には魔法のような不可思議な技術がある。あるいはそれらによって植え付けられた偽の記憶かもしれない。純粋に、何か僕が脳に異常を抱えていて変な妄想をしているだけかもしれない。ひょっとして生まれ変わったのではなく、幽霊もいるんだから憑とか、人格の乗っ取りのような現象なのかもしれない。あるいはここにいる僕というのは実はやっぱり幻覚で、前の記憶の僕の脳が、どこか実験室の水槽の中とかにぷかぷか浮かんでいる……

　かも、かも、かも。「かも」を挙げればきりがない。本当にきりがない。それこそこんな、「水槽の中の脳」のような定番の哲学命題にだって突入できる。

　こんな不毛な問題に悩み始めたら終わりだと思う。絶対に結論が出ない。

　だから僕は暫定で、「これは異世界への転生で、僕にはたまさか前世の記憶がある」という理解でゆくことに決めた。

　それが一番無難で、精神的に穏やかでいられるからだ。

　たとえば、僕の正体はいたいけな赤ん坊の精神を圧殺して乗っ取った悪霊だった、とかは勘弁して欲しい展開だ。自責の念に耐えられないとは言わないけれど、自分がそういう迷惑な存在だったとしたら気が重い。

　もっと嫌なパターンとして、いつかどこかで衝撃の事実が明かされて、僕は気づくと水槽の中の脳……とか、そういう日が来ないことを、割と本気で祈りたい。




　◆




　……さて、そんなわけで『生まれ変わった』数え八歳の僕、ウィルが現在いる世界は、これがまた危険な場所だ。

「《燃える》《火炎》……うわぁっ!?」

　爆発的な勢いで熱気が上がった。

　思わずのけぞって後退すると、ガスが《消去のことば》を鋭く唱えて目の前の火炎を消し飛ばした。

「ばかもんっ！　発音が正確すぎるわ！」

　発音が正確であるという理由で文句を言われるんだから酷い。
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「ウィル、おぬしは才能があるぶん、精度の調整に慣れんと自爆で死ぬぞ！」

　そう。たとえば、今習ってる魔法、《創造のことば》……これがまた危ない。

　何か起こっても良いよう、いつもの神殿のある丘の上で練習をしているのだけれど、

「ガス……結果のばらつき酷いよ。ホントにこれ、なんとかならないの？」

「ならん。《ことば》とは、そういうもんじゃ」

　再現性がそんなに高くない。昨日と今日で同じことをやろうとしても、同じ現象が二度起こせないのだ。

　どういうことかというと……

「おさらいじゃ。魔法を起こす手順を述べてみい」

「えっと、世界に満ちるマナを感知、自分のマナと共振し収束させて、《創造のことば》を発音または記述、の三段階だよね」

　万物の根源、世界始原の混、マナは世界に満ちている。これを感知、共振し収束する。

　そして《創造のことば》を発音または記述し、マナを何かの形、たとえば炎へと定義する。

　言ってしまえば、それだけではあるのだ。

　が、それだけに工夫の余地が極めて少なく、再現性が高まらない。

「おぬしの言うとおり、均質な成果を求める試みは昔からあった。

　多くの賢者が工夫を凝らしたが、それでも限度があるのじゃ……実際に練習してみて、分かるじゃろう？」

「うん……まず、マナが均質じゃない」

　ここ数年ほどガスに教わって感覚を研ぎ澄まし、幸い才能もあるらしく、その気配が分かるようにはなったのだけれど……魔法の素材、燃料たる、世界に満ちているマナというのは、そもそもどこでも均質ではない。

　水にインクを垂らして、ちょっとかき混ぜたような状況を想像して欲しい。濃い部分もあれば薄い部分もあって、しかも不規則に流動している。燃料からしてそんななのだ。

「うむ。均質なマナ環境を作る試みはいくつもあった。

　たとえば極めて年経た古樹、あるいは宝石や貴金属を収束具とする、などじゃな。じゃが……」

「コストが高い割には、効果が見合わなかったんだよね」

「うむ……そもそも人間の体内マナも流動的じゃからな。外部のマナのみを収束しても限度がある」

　外側のマナをある程度均質に保てても、それと共振させる、使う側の体内のマナがやっぱり不安定だ。

　同じように体内で、混ざりかけの水とインクのように濃淡を描いてうねっている。

　これがまた複雑で、尚いじくりまわし難いのだそうだ。

「とはいえ効果があるのは確かなので、古樹か、宝石か貴金属のついた杖といえば魔法使いの象徴ではあるがのう」

　この世界にも「杖をついた魔法使い」というのはいるようだ。

「……ガスはなんで杖を使わないの？」

　翠の嵌った、鳥の嘴めいた把の杖を持つ姿を、何度か見たことはあるけれど……

「大仰な杖は目立つ。戦闘時に、魔法使いと分かれば積極的に狙われる上、収束具を使うと魔法の始点を見切られやすくなるのじゃ」

　……ひどく物騒というか、実戦的な理由だった。

「おっと、話が逸れたのう。それで《ことば》の揺らぎの話じゃ。世界と体内に満ちるマナは流動的で均質ではない。均質に収束する試みにも限度があった。そして発話、記述にも人間的な揺らぎが存在する。人間、同じ言葉は厳密には二度と語れん」

　同じ人間が同じ言葉を口にしても、音波の波形は違うし、同じ文字を書いてもぴったり同じにはならない、ということだろう。

　機械が発話、記述しているんじゃなく、生身の人間が喋ったり書いたりしているのだから、当たり前といえば当たり前の話だ。

「以上の理由から、結局、勘で良い具合を見極めるしかないというのが大方の結論じゃ」

　魔法の均質な工業製品化は不可能で、その日のマナの機嫌に合わせて熟練の調整を行う魔法使いの職人芸バンザイという結論にならざるをえない、と。

「…………怖いなぁ」

「そう、魔法というのは怖いものじゃ」

　なんで創造神のわざが「魔の法」などと言われるのかと思っていたけれど、これだけリスキーならそりゃそうも言われる。

　……あの日のイメージは正しかった。

　ポイントを消費して均質な成果をポンポン放つ、コンピューターゲームの《魔法》とは違う。

　どちらかというと、古典ファンタジーの不安定で強力な《魔法》に近い。

「《ことば》をむやみに振り回してはならん。力の行使には相応の危険が伴うものじゃ」

　ガスは口癖のように、何度も僕にそう言い聞かせる。

　マリーやブラッド曰く、ガスは掛け値なしの大魔法使いであるらしい。普段は素振りも見せないが、いざ力を発揮すれば物いのだと、信頼を込めて語っていた。

　ただ、ガス自身はそういうことを自慢しない。

「まぁ、そういう話は何度もしたな」

　むしろ教訓めいた、戒めの話ばかり語る。

　地形を変動させようとして、大地震を誘発して地割れに吞まれた魔法使いの話。

　頻繁に天候を操作した結果、一帯に気候不順を招いて飢えに苦しんだ魔法使いの話。

　動物に変身したものの、そのまま思考まで動物と成り果ててしまった魔法使いの話。

　万物を解体する魔法を怨敵に向け、怒りと憎悪に舌がもつれて自爆した魔法使いの話。

　異次元へ繫がる穴を開け、その先の何かに食べられてしまった魔法使いの話もあった。

「とにかく小さい魔法を巧く、精度よく使うことを覚えるんじゃ。そしてできれば、それをも使わず事を済ませよ」

　火起こしや虫よけ、手品程度の目くらまし、物探しの術など、軽い魔法は効果が小さいぶんミスのリスクも小さい。

　どれだけ失敗をしても、せいぜい「痛い目を見た」程度で済むのだそうだ。

　なのでガス曰く、本当の魔法使いは魔法を使わないか、効果の小さな呪文で最大限の成果をあげることを理想とするらしい。一個人が莫な力を扱える上、常に偶発事故とヒューマンエラーの可能性が付きまとう以上、論理的に考えて妥当なスタイルだと思う。

　ただ――

「つまりはカネじゃ」

　それをこじらせて、ガスはどうも凄い結論に行き着いているフシがあるのだけれど。

「それは毎回どうかと思う……」

「何を言う、重要なことじゃぞ」

　ガスは相変わらずの偏屈ぶりで、大まじめに語る。

「何かしたけりゃ魔法なんぞ使わんでも、しかるべき道具を買うか人を雇えばええ。

　地形変動は大魔法じゃが、カネがありゃ魔法なんぞ使わんでも、職人と人足を雇って工事させりゃええ。カネを稼いで転がす能力は、魔法と同じくらい大切なんじゃぞ!!」

　身を乗り出して力説してくるガスに、僕は思わずのけぞる。

「ゴーストが拝金主義者ってどうなのさっ!?」

「ワシとて口しくてならんわっ！　なんでワシゃ金銀財宝をこの手で撫ぜることもできんのじゃ！」

「へ、変態だぁぁぁ!?」

「ええい黙れ、誰が変態じゃ！」

「ガスだよガス！」

「言いよったな！　よし予定は変更じゃ！　今日こそカネの素晴らしさを……」

「ええっ!?　今日から神話！　神話の話やる予定だったでしょ！」

「カネのほうが大事じゃろうが！」

「ガスにとってはそうかもしれないけど、それで予定変えちゃダメだよっ！」

「むう……それもそうか。カネの話は今度にするか……」

　時々、こんな感じでガスはおかしくなる。

　ホントに、実態のない、しかも魔法使いのゴーストがこれってどうなんだろう。

　けれど、それでもガスの話はやっぱり確かで、聞いていて面白い話が多い。

「悪神が生まれ、始祖なる創造神が害されるところまではむかし話したな？」

「うん」

「それからは、善なる神々と悪なる神々の争いの時代じゃ。代表的な善神と悪神の戦いというと……そうじゃな、ウィル。おぬしは神殿で、あれを見たかのう？」

「あれ？」

「剣と天を持った男の彫刻じゃ」

　見た覚えがある。

　いかずちを象った剣を右手で掲げ、天秤を手にした、荘厳で威厳のある壮年の男像。

「うん」

「あれこそが善なる神々の王、秩序と裁きの司り手。

　マリーの信仰する地母神マーテルの夫でもある、雷神ヴォールトじゃ」

　ほうほう。主神はあの雷の神さまだったのか。

　そういえば雷の神さまって、前世の色々な神話でも重要な位置を占めていた。

「ヴォールトには兄たる神がおる。暴虐と専制を司る、いくさ神。いと疾く猛き神、《怒り》と《貪り》の曳く戦車を駆るもの、イルトリートじゃ」

　ガスはくるくると指を回しながら、言葉を続ける。

「両者は眷を率い、幾度も戦いを繰り広げるのじゃが、この逸話には類型がある。

　序盤は兄神たるイルトリートが優勢に戦いを進めるが、夫の苦境に優しき地母神マーテルが加護を与え、ヴォールトは加護を得た雷の剣によって反撃。最終的にヴォールトはイルトリートを追い払うが、イルトリートは地の底に潜み、再び年月を経て力を蓄えては、弟神が平和に浸った心の隙を狙って戦いを挑む」

　かくして神々の戦いは続いてゆくのじゃ、とガスは言う。

　なるほどと僕は頷き、それから少し考えなおして首をひねった。

「それって……最初の統治は暴力や専制から始まって、でも農耕がうまくいって……」

　農耕がうまくいけば雷は天の暴威や恐れの象徴ではなく、慈雨の先触れだ。

「……それで法や秩序が社会に行き渡るけど、でも、いつかは時間とともにダメになってまた暴力による転覆が待っている」

　って、寓なんじゃない？　と問うた所、ガスが目をまんまるに見開いた。

「おぬし、やはり鋭いのう……」

　ガスは頷く。

「確かに、雷神ヴォールトと戦神イルトリートに加護を与えられた眷属たちの戦いは、おおよそその形を取る」

　それを神々の戦いとして描写したのかと言われれば、その通りかもしれんとガスは頷く。

「加護？」

「あー……神々が眷属に与えるちからのことじゃ」

「え？　えっと、物理的に？」

「物理的に」

　何を当然のことを、とガスは当たり前のように言うけれど、神が人に直接的に力を与えるというのは、前世の記憶とか感覚だとちょっと分からない。

　単に勇気とか幸運を与えられる、という話なのかもしれないけれど……どうもガスの口ぶりだと、そうではない感じがする。

　だっていつか、マリーが言っていた。不死神との契約、と。

　……あれが言葉通りなら、この世界の神さまは人間を不死者に変えるくらいはできるということだ。その他に、どれほどのことができるかは分からないけれど、どうもこの世界の神さまたちは、現実的な干渉力を持っている可能性がある。

　けれど、それはどういう形を取って……と考えたあたりで、ガスが咳いをした。

「ゴホン！　まぁ、神々の戦の最後、すべての神がその肉の身を失う決戦ののちは、両陣営ともに次元の彼方へと去り、もはや大きな力でこの世界に干渉することは困難なのじゃが。

　ともあれ、この話から考えられることが一つあろう？」

「考えられること？」

「うむ」

　ガスはにやりと笑う。

「神の善悪の分類なんぞ、つまりは人間さまの都合じゃ」

「……へ？」

　思わず間の抜けた声が出てしまった。そんな僕に、ガスは続けて言う。

「考えてもみよ。腐敗した秩序をも司るヴォールトは悪神となりえ、腐敗を打倒する革命の司り手たるイルトリートは善神ともなりうる。じゃが現実にヴォールトが悪神と誹されることはなく、イルトリートが善なる神と称揚されることもない。こういうことを言うと神官連中はあまり良い顔をせんが……結局は善神、悪神の分類なぞ、信仰する側の作った区分じゃな」

　ガスは大真面目な顔だった。

「神々は我々とは違う。我々と異なる尺度でものを考え、異なる尺度で活動をしておる。

　その中で比較的、人に近い思考をして協調性があり、おおよそ社会に害をもたらさぬ思考と活動を行うのが善神の善神たる所以じゃと、ワシは考えておる」

　……無論、この話は秘密じゃぞ？　とガスは笑った。

　神さまが実在して干渉力まで持っているような世界だ。きっと人々の信仰も厚いだろうに、へりくだらないというか、ずいぶん型破りな考え方をしている。

「ガスって……なんていうかロックだね」

「なんじゃロックとは」

「よく分かんないけど、なんか型破りな感じ」

　そう言うと、老賢者ガスはニヤリと笑った。

「子供は時々でたらめな言葉を作るが……うむ、その響きは良いのう」

　気に入ったらしい。……本当にロックなお爺さんだなぁと、心底から思った。




　◆




　湖と廃都市をのぞむ丘の麓。

　小さな泉のあるそこで、僕はブラッドと向き合っていた。

「よーし、じゃあまぁ素振りと走力訓練も終わったし、チャンバラすっか」

　ブラッドはいつも準備運動代わりに、片手剣を模した棒か、槍を模した棒で、振り下ろしや突きなどの動作を素振りさせる。

　どちらを扱うかはブラッドが気分で決めるのだけれど、やや剣のほうが多かった。いわく槍は戦場の武器で、剣は常に携行する武器だから、まず剣を重視するのだそうだ。

　その素振りを終えると長距離走や短距離ダッシュをやって、それが終わったらチャンバラごっこ。柔らかい枝などを握って、ぺちぺちと相手に当てあう遊びだ。

　割と退屈な素振りや長距離走と違って、これは時々痛いもののけっこう楽しいけれど、ブラッドは上くて、なかなか当てさせてくれない。

「お前もそろそろ八歳だし、ちょっと強めに当ててくぞ」

「うええっ!?」

「うええってなんだよ、うええって」

「ブラッドの馬で、強めに当てられたら死んじゃうよ！」

　今までの『ほぼ寸止め』ルールでも時々痛いのだ！　強めに当てられたら……

「大丈夫大丈夫。馬鹿力つっても今は俺、骨だけだし、大丈夫だって。……多分」

「たたたた多分ってなにさ!?」

「はっはっは、嫌なら食らわないように頑張れ頑張れ」

「ヤメローヤメローッ!?」

　ブラッドが笑いながら、やわい枝を手に迫ってくる。

「あ、なんなら魔法使ってもいいぞ。ガス爺さんから習ってるやつで、何かあんだろ？

　火の玉でも電撃でも撃って構わねぇぜー？」

　言いつつ迫るブラッド。間合いは既にだいぶ詰まっている。

　使っていいと言いつつ、使わせるつもりはないのだ。

「きたないなぁ、もう……！」

「ふはは、これが戦いだぜウィルくぅん!?」

　言いながらも迫るブラッドに、僕は咄に叫んだ。

「《加速》！」

　ガスから習った実戦用の《ことば》だ。

「ほう」

　全身を加速し、土を蹴立てて弾けるように距離を取る。

　ブラッドがそれを興味深そうに見ている内に、とっておきの《ことば》を叫ぶ。

「《走る》《あぶら》っ!!」

　その《ことば》を叫んだ瞬間、ブラッドの足元の草地一面に分厚い脂の層ができた。

「うぉ!?」

　ずるりとブラッドの足が滑る。マナで作り出し、しばらくすれば消え去る程度のものだけれど、相手をすっころばせるには十分！　そこに更に……

「《落ちる》《蜘蛛網》っ！」

　《ことば》で作った、べたべたの蜘の巣めいた網を落とす。

「あっ、こら……!?」

　倒れたブラッドに蜘蛛の巣がまとわりつく。もがくブラッドだけれど、網はもがいただけ更に骨の体に巻き付いてゆく。

　火とか電撃などはしくじれば大をするけれど、脂や蜘蛛糸の魔法を失敗してもそう大ごとにはならない。魔法の再現性が低いなら、低いなりにうまく扱えばいいのだ。

　ガスの言うとおり、派手な魔法はいらない。小さい魔法を巧く、精度よく、だ。

「ていっ！」

　そうしてもがくブラッドに、こちらも脂で足を取られないよう、摺り足でゆっくり近づいて、思い切り枝を叩き込んだ。

　ぱぁん、と骨を叩く乾いた音がする。

「ぐわ！　……くそ、参ったっ！」

　悔しそうなブラッドの降伏宣言に……

「ぃ、やっった――!!」

　僕はぐっと両手を握り、歓喜の声をあげた。

　まさかの完封勝利だった。




　◆




「やるなぁ……ガス爺さん仕込みか？」

「うん」

　《蜘蛛糸》と《脂》が消えてから、感心した様子のブラッドに答えると、ブラッドは眼の鬼火を揺らめかせて笑った。

「お前、ホントやるなぁ！　ガス爺さんが天才って言うのも分かる気がするぜ」

「？」

「だってよ、フツー派手な火とか雷とかで火遊びしたくならねぇ？　若い魔法使いってのは、そういうもんだぜ？」

「うーん、僕はそういうのはいいよ。ガスが危ないって言うし」

　実際、うっかりすると自爆するというのは、凄く危ないと思う。コントロールしきれないリスク付きの力なんてのは、力じゃない。単なる危険物だ。

　……と思うのは、ひょっとして前世の記憶の影響もあるのだろうか。

「薫陶行き届いてんなぁ。《火炎の矢》程度なら、適当にかわして切り込めたんだが」

「か、かわせるの？」

「かわせるぜ。っつーか、本気出せばあの《蜘蛛糸》と《脂》の連係だって、難しいが捌けんこたぁない」

　ブラッドは平然というが、僕にはどうやるのか想像もつかない。

「……えっと、どうやるの？」

「手持ちの枝で落ちてくる蜘蛛糸を力ずくで巻き取って、あとは頑張って平衡保って脂地帯走り抜けるだけだぜ？」

　凄まじく強引な突破法だった。というか、

「手加減してたの？」

「むしろしないほうがまずいだろ、子供と大人なんだから」

　負けっぱなしは負け癖がつく。勝つ経験を積むのは大事だ、とブラッドは言った。

「それでも何割かの力はちゃんと出したし……大人が子供に本気出さなきゃどうにもならんような攻撃された時点で、負けたようなもんだろ」

　まぁ、それは、確かに。いい大人が子供相手に体力勝負で全力出して勝利しても、色々な意味で実質ほぼ敗北だ。

「なぁ、ウィル。……ガス爺さんな、《彷徨賢者》とか讃えられてたマジモンの大魔法使いなんだぜ？　怪物を退治したり、暴れ川を鎮めたり、古い《ことば》を幾つか再発見したりな」

「へえ……」

　大魔法使いだとは何度か聞いたけど、やっぱりガスは相当に凄い人だったようだ。

「お前のやった、あの、火力系抜きで敵の阻害と戦場の状況を操作することに徹するやり方。

　……ありゃガスが長年あれこれ試した挙句に到達した、一つの結論だ。アレは偏屈な爺さんだけど、能力は間違いなく指折りだ。教わったことはしっかり覚えといてやれよ」

「うん、大丈夫。……僕、ガスを尊敬してるよ？」

　ならいい、とブラッドは頷いた。

「えっと、ブラッドも物凄い戦士だったんだよね」

「おう。自慢じゃねぇが、《戦鬼》とか言われてたな」

　自慢じゃねぇがとか言いつつ、ふんぞり返ってるあたりがブラッドだ。

「で、マリーも《地母神の愛》とか言われててな、一時期は三人で……っと」

「どうしたの？」

「……いや、この話はじめっと、ちょっと最終的に重くなるからな」

「…………」

　思い当たるところは、あった。

　なぜ赤ん坊の僕は、人間社会とは隔絶した、この廃墟都市の神殿にいたのか。

　なぜ、物凄い実力者であったらしい三人は、ここで不死者として過ごしているのか。

　それは相変わらず、疑問としてつきまとっていた。

　けれど少なくとも、ハッピーエンドの結果として今があるのではないのだろう。マリーやブラッドは時折口を滑らせるけれど、けしてそれらの断片以上を口にしようとはしない。

「……いつか話してくれる？」

「おう。約束通り、お前がもう少しでっかくなったら、順にな」

　ブラッドはそう言うと、軽く伸びをして、枝を握り直した。

「よっし、もういっぺんやってみっか！　……次は魔法抜きな！」

「ええええええええええっ!?」

　抗議の言葉より先にブラッドが踏み込んできて、僕は慌てて枝を振った。

　けれど、振った枝はあっさりと回避され、しなる枝が眼前に迫る。

　思わず目をつむり、

「馬っ鹿、目はつむるなよ！」

　そのまま額を樹の枝でひっぱたかれた。

「あいたぁ～っ！」

　僕は額をおさえてうずくまる。枝は柔らかくてしなりの大きいもので、そう力も入っていないとはいえ、結構な速度ではたかれればそれなりに痛い。

「あと痛みでうずくまるとか下の下。こうなるぞ」

　足の先でひっかけられて転がされた。

　実戦ならサッカーボールみたいに蹴り飛ばされてたんじゃなかろうか。下手すると内臓破裂ものだ。

「たとえ拳が顔面直撃しても目はつむるな。反射を訓練で上書きしろ」

　一瞬が明暗を分ける競り合いの中で、自分から視覚を遮断するなんてのは素人のやることだ、とブラッドは言う。

「そんで、一撃もらったら我慢して前に出ろ」

「き、傷ついたのに前に出るの……？」

　普通、いいのをもらったら、とにかく距離をとって仕切りなおすとかじゃないのだろうか。少なくとも僕はそう考えるけれど。

「ウィル。一撃もらって下がったら、相手はどう思う？」

「どうって……」

「今いいのが入ったっ。しかも怯んで下がった、効いてる！　優勢だ、今だとどめだ！　って考えるだろ？」

　……あ。

「当然、ここで決めようと更に攻めてくるぞ。しかもこっちは負傷してる、受けるにも逃げまわるにも不利だ。やばい状況を回避したつもりが、単にジリ貧になっただけ。浅知恵ってやつだな……ん？　どうした、妙な顔して」

　リスクを避けて、距離を取るうちに状況がどうしようもなくなる。

　身に覚えがありすぎる。

「……でも、前に出て、どうするの？」

　ブラッドは笑った。そりゃあ簡単だ、と。

「がむしゃらに突っ込んで無に攻撃するんだよ」

　……ゴリゴリの力押しだった。

「どうせ引いても死ぬんだから捨て身だ捨て身。攻撃の回転率上げて、剣でも槍でも拳でもガンガンぶちこめ。相手だって『いいのが入った！　勝った！』と思った一瞬だ、気構えにも隙ができてんぞ。そこで即座に猛反撃してやりゃ、こっちもいいのの一つや二つは入れられる。したらこっちの負傷をコミにしても、悪くて互角だ。逆転勝利だってありうる」

　痛みを受けたら、前に出る。前に出て、やりかえす。

「もし凌がれても、相手は疑念を抱く。いいの入ったと思ったけど、ひょっとして効いてなかったのか？　怒らせただけか？　あの攻撃が通じない？　なんて思わせりゃ……」

　ブラッドの骸骨顔に、にやりと笑みが浮かんだ気がした。

「相手の方から下がって、守りに入ってくれるぜ？　こっちも一息つけるってもんだ」

　不利にはなっているのだが、相手が有利に気づいていない状況だ。

　……不確定な未来に、リスクを恐れず踏み出す。相手から主導権を奪う。

「お前は攻撃の当て勘はいいんだが、全体的に腰が引けすぎだから、まずはそこからだな」

　いいか、とブラッドは言った。

「とにかく鍛えぬかれた筋肉による暴力があれば、大抵のことは解決するんだぜ？」

　ブラッドが力こぶを作る動作をするが、もちろん僕には骨しか見えず、

「……それ凄い自虐だよね」

　指摘すると、彼は愕とした顔で落ち込み始めた。
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　数ヶ月が経過した。

　陽気は徐々に暑気となり、日差しのきつい日が続くようになってきた。

　ガスの授業は魔法や神話から算術や簿記や経済、時には法律や土木の話に飛んだり、とりとめがなかったけれど、ブラッドの授業は常に極めて単純明快だった。

「まず筋力と体力だ。そこは何にも増して大事だからな」

　ブラッドは腕を曲げて、二の腕の筋肉を強調する動作をする。

　もちろん力こぶができるわけもなく、上腕骨しか見えないけれど。

「でも、技とかはいいの？」

「技ってのは筋肉あってのモンなの」

　即座にばっさり切り捨てられた。……そうなのだろうか。

　割と前世の漫画などで、小さいほうが大きいほうを倒すのに慣れ親しんできたせいか、こう断言されると違和感がある。

　その疑問に気づいたのか、ブラッドが言葉を続けた。

「んー……ならよ、ウィル。お前、魔法抜きで俺を転ばせられるか？」

　そう言ってブラッドはどっしりと構える。身長二メートル近い巨漢の骨が、腰を落として構えていると凄まじく迫力がある。数えで八歳かそこらの子供にどうこうできるものではない。

「……無理」

「だよな。達人の技があっても、武器なしでこの体格差じゃ無理だ。体格差、体重差、筋力差ってのはそのまま力に直結する。そりゃあ技があればひっくり返せる『可能性』はあるし、そういうのは夢があるからもてはやされるがな」

　気づいたら間合いが詰まっていて、ひょい、とブラッドが軽い動作で僕の足を払った。見事に草地にすっころぶその瞬間、僕は反射的に体をまるめて地面を叩き、徹底して教えこまれた受け身の動作を取っていた。時々、不意打ちでこうやって受け身の技術をテストされるのだ。なってないと、また延々、草原でごろごろ受け身の基礎練をさせられる。

「よーし、上々。……で、まぁ現実はだいたいこうなる。常に有利なのはでかい側だ。

　でかいってのはそれだけで有利だし、強い。武器や魔法があると一概にも言えねぇが」

　殺傷力の高い武器を握れば、体格による要素は縮まるのだとブラッドは言う。

　確かに子供と大人が、互いに素手、ナイフ、銃のいずれかで戦う時、一番互角に近いのは銃を持って戦うパターンだろう。

「っても、基本的に体格と筋力が大事なのには変わりはねぇ。お前はいっぱい運動して、たらふく食ってでかくならねぇとな」

「うん」

　当然だけれど、運動したら消費したカロリーぶん以上に食べなければ筋力にならない。

　筋力にならなければ運動した消耗がそのまま無駄になるのだから、「もったいない」とブラッドは常々言っていた。前世では小食で偏食で不規則な食生活だったけれど、今生ではご飯はできるだけ規則的に、たくさん食べるようにしたい。

「で、筋力の話だ。……筋力ってのは状況を選ばねーのが強みだ。たとえばそうだな、すげぇ拳闘者がいるとする。軽い足さばきと鋭い拳の使い手だ」

　言われてボクサーを想像した。

「うっかり組み付かれてぐっだぐだの揉み合いになったらどうだ。その拳闘の技はどこまで有用だ？」

　……近い間合いでもそりゃ脇腹とかを地味に殴れるだろうけど、威力半減だろうなぁ。

　実際のボクシングでも、クリンチって技術があった記憶がある。

「逆に組み技に強い、高い投げや締めの技術を持った奴がいるとする。……足さばきの上い相手に、遠距離から巧妙に距離取られてばしばし殴られたらどうだ？　技はどこまで有効だ？」

「む……」

　それもまた技が活かせない状況だ。

「技には活かせない状況はいくらもある。……が、おおよそすべての状況で『筋力が高い』ってのは有用なんだよ。めったに不利には働かねぇ。

　ぐだぐだの揉み合いだろうが、腰の引けた殴り合いだろうが、筋力があれば相手を押さえ込めるし拳の威力も高い。武器持ったってそうだ。筋力がありゃ軽く振れるし何度も振り続けられるし、相手の武器を押さえ込める。

　逆に技ってのは、無用とは言わねぇが、『その技を使える状況』でしか効果を発揮しねぇんだな。武器術だってそうだ。いつだって馴みの武器を帯びてるとは限らねぇ……だが筋肉は常に鍛えてりゃ体から離れねぇ」

　極めて現実的な分析だった。筋力や体格は基礎のパラメーターで、そこに、あくまで状況次第で技の補正がついてくる、ということだ。

「とすると、どっちを優先すべきかは明白だろ。まず筋力、しかる後に技だ。分かったか？」

「うん、分かった。ブラッド、実はけっこう考えてたんだね。意外だ……」

「お前、俺を馬鹿だと思ってやがったな？　……よーし、いい子だ、ちょっとこっちこーい？」

　きゃー、とわざとらしく叫んで僕は逃げ出し、ブラッドは笑ってそれを追いかける。

　……そんな風にじゃれあいながらも体を鍛え、そして色々なことを教わった。

　たとえば、石投げだ。

　石投げと言っても素手で石を放り投げる水切り遊びではない。もっと実戦向けのそれだ。

「…………」

　神殿の丘を街とは反対側に下りて進むと、墓石が立ち並ぶ野原の先に鬱とした森がある。

　そこに身をかがめて近づく僕とブラッドの手には、長い紐があった。草をいくつも捩って、編んで作った紐だ。

　片方の端には指が入るくらいの、すっぽぬけ防止の輪っか。紐の中央には、ピンポン球が入るか入らないかくらいの受けが編みこんである。

　投石紐という武器だ。……前世の記憶だと、旧約聖書のダビデとか、アイルランドの英雄クー・フリンが使い手だった覚えがある。日本で言えば印地打ちだ。

　森の近辺には、野鳥がよく集っていた。

　僕は中指を一本、投石紐の輪っかに入れると、受けに手頃な石をのせて、紐のもう一方の端を人差し指と親指で軽く押さえた。二回ほど振り回して勢いをつけると、タイミングよく指を離して受けに収まった石を解き放つ。紐は輪によって指にかかっているので手元に残り、石だけが風切り音を立て、森の傍で何かをついばんでいた、うずらの群れの一羽に直撃した。

　瞬間、けたたましい羽音とともに、鳥たちが一斉に飛び立つ。

「よーし、上々！　確保！」

　ブラッドもそう言いながら、飛び立った群れに向けて自分の投石紐から石を放って一羽を撃ち落としている。

　アレは真できないな、と思いながら、数十メートル離れたうずらのもとに駆け寄る。うずらはぴくぴくと痙していた。まだ息があるようだ。

　僕から逃げようとするけれど、翼が折れたのかうまくいかず、もがいている。

　そのありさまは、一瞬思わず同情してしまうほど憐れで……

「ウィル、苦しませんな！　さっさと首折れ！」

　しかし声に押されて、あらかじめ用意した厚布を使ってうずらを押さえこんだ。

　布越しにばたばたと暴れる感触。くちばしや爪での抵抗を制し、ぐっと力を入れる。

「…………！」

　首をへし折る嫌な手応えとともに、くたりと、手の中のうずらが力を失った。

　少し離れたところで、ブラッドもうずらを回収していた。あちらは即死したようで、とどめを刺した様子はない。

　つぶらだったうずらの瞳は、今では光を失っていた。

　ブラッドがこちらに来るまでの間、マリーに教えられた通りに両手を組んで、僕は一羽の鳥の冥福を祈った。

「……そろそろ、殺す感覚には慣れたか？」

「あんまり」

　動物を狩り、殺すこと。これもブラッドの授業の一環だ。

　けれど殺すことは僕にとって、ずいぶん重かった。馴染めない。無感動にあっさりと殺せない。前世の記憶を引きずっているせいだろうか。

「殺すの、やだ」

　そう思ってしまうのは、甘えだろうか。

「ん？　俺だってやだよ」

「……え？」

　ブラッドはあっさりと肩をすくめた。

「だから、深く考えりゃ俺だってやだよ。鳥でも人でも殺すのに抵抗は、そりゃあるさ。ただな」

　ブラッドは言葉を切り、指先で僕の胸をとんと突く。

「必要ならそれをいったん横において、反射で殺しにいける。そういう戦士の在り方を教えたいんだよ。戦いの場じゃ、それが生死にかかわるからな」

「…………」

　そしてブラッドは、僕の手からうずらの死骸を受け取る。

　それからまとめて足をくくって、肩に吊るした。

「……よし。もう何羽か仕留めるか」

「うん」

　ことばや動作のなかに、とても沢山の気遣いがある。

　やっぱりブラッドはすごいひとだな、と思った。
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　さて、鳥を仕留めたなら当然、それが食卓に並ぶ。

　ブラッドとガスにしごかれ、へとへとになって帰ってくると、食卓でマリーが食事の準備を済ませていた。

　羽をむしられ、内臓を抜かれたうずらは、塩と神殿傍の菜園のハーブを擦り込まれて、火で炙られて皿に載っていた。まだ脂がしたたり、湯気が立っている。辺りに撒き散らされる焼けた肉の香りは、思わず生つばを吞んでしまうほど美しそうだ。

　加えて深みのある良い色をした雑穀のパンに、色々な野菜が放り込まれたスープがあった。たまらない。

「ふふ、食べ物は逃げたりしませんよ。それでは、お祈りしてからいただきましょうね？」

「はーいっ！」

　マリーの教育方針で、食べるときはきちんと着座して、お祈りをしてから、ということになっている。

　僕は両手を組んで、教えられたいつもの文句を口にした。

「地母神マーテルよ、善なる神々よ、あなたがたの慈しみにより、この食事をいただきます。ここに用意された食物を祝福し、わたしたちの心と体を支える糧として下さい」

　今生では、今のところ、朝に起きてはブラッドと運動しガスから学び、マリーの食事を規則正しく食べている。

　前世では適当な時間に起き、適当に食べて、モニターの前にずっと座っていた。生活リズムは不規則になり、乱れた生活はどんどん自分の体をぐずぐずに弱らせていた。

　あれがどれほどまずいことだったのか、生まれ変わってようやく分かった気がする。体が弱ると、心も弱るのだ。……今生では、もう、ああいうことはするまい。

「聖寵に感謝を。いただきます」

　……仕留めたうずらは、コクがあり歯ごたえもよく、脂ものっていて本当に美味しい。ちょっと骨が多くて肉が少ないけれど、そんなことはまったく気にならないほどだ。無言になって、延々骨から肉を剝ぐ作業をしてしまう。

　合間合間にパンを食べるが、さっぱりしたパンは肉の濃い味をリセットするのにちょうどいい。皿の上の肉汁を、パンでぬぐって食べるのもこれまた美味しい。

　スープも適度な塩気で、疲れた体に染みわたる。

　本当に、幸せな食卓だった。

「とっても美味しいよ、マリー」

「ふふ、それは良かった」

　……ただ、謎がある。大きな謎だ。

　マリーもガスもブラッドも、不死者である。食事はしないし、できない。

　よって食料を生産する必要も蓄えておく必要もないし、実際にそう大きな畑を耕作している様子はない。というか、小さな菜園は僕がきてから直したらしく、野菜やハーブはあるけれど穀類が育てられていない。

　また、この神殿のある都市の廃は、明らかに人類社会からは断絶しているから、どこかから購入もできない。廃墟に残っている食べ物などもう塩や蜂蜜みたいにそもそも腐敗しないもの以外、腐り果てたどころか、ただの床の染みや乾いた粉になっているだろう。

　……では、このパンはどこから発生しているのだろう。穀類の出所は？　窯は？

　もちろん、魔法で食べ物が作れる可能性も考えた。『脂』が出せるのだから、《創造のことば》で『パン』とか『豚肉』とか言えば、マナがそういう形になるのではないか。

　結論としてはノーだった。それらしいものを作って食べれば「満腹になった気」にはなれるけれど、人間のわざでは栄養価のある食べ物を構築できないのだそうだ。

　ガスはそれについて「自分の《ことば》を食べて腹が膨れるはずがない道理じゃ」などと、なかなか面白い表現をしていたけれど……実際のところ、この世界の生物に対する知見と、《創造のことば》に対する理解が足りていないのではないだろうか。

　つまりタンパク質とかビタミンとか、細かい栄養価が未発見だから、それに関連した《ことば》の解析が進んでおらず、結果パンを作ろうとしても「外見だけパンではあるけれど、食べてもカロリーにならない」という超ダイエット食品が爆誕してしまう……と考えると辻が合う気がする。複雑な人体をいじくりまわす、医療系の古代語魔術というのもなかなか進展が少なく難しい分野らしいというのも、それを裏付けている感じだ。

　少し話が脱線したけれど、つまり。

　……ここに僕が毎日食べられるだけの食料など存在すること自体、異常なのだ。

　けれど、実際には僕の目の前には毎日なにかしらの食べ物がある。ということは、他に何かの要素があるはずなのだけれど……

「ねぇ、マリー。このパンってさ、どこから用意してるの？」

「……それは、秘密です」

　謎が多い。
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　――やはり、不可解だ。

　あれこれ考えて、そう結論づけざるを得なかった。

　三人の来歴もそうだし、食料の出についてもそうだし、なにより僕についてが謎だ。

　以前に僕は自分の出自について、捨て子なんじゃないか、と安直に推理を立てたけれど、どうやらそれも怪しい気がしてきた。……なぜといって、炊煙が見えないのだ。

　ふとこの文化レベルなら、集落があるなら炊事の煙があるはずだと思いついて、最近、辺りを注視していたのだけれど。どの時間、どの方角にも、そういった煙が見えない。

　もちろん僕にも、炊事の煙がどのくらい遠くから見えるのか、なんて知識は流石にない。

　けれど、朧な知識を引っ張りだすに、確か地平線までの距離を求める計算があったはずだ。一辺が「地球の半径」、もう一辺が「地球の半径＋目の高さ」という条件で直角三角形を作って三平方の定理。で、おおよそ四～五キロメートルだったかそこらだったはずだ。

　もちろん、これがこの世界にそのまま当てはまるかは怪しいけれど、参考としては十分だ。

　この四～五キロメートルは、視点の位置を上げれば更に長くなる。船が陸地を探すとき、マストの上の見張り台から目のいい船員が探すように。同様に、地平線の向こうの地面より高いものは更に遠くのものでも見える。山などもそうだし、炊事の煙もそうだ。

　だから目が悪いわけでもない子供が、高く昇った煙を丘の上から探したら、ざっと数十キロメートルくらいは圏内のはずだ。しかし周囲の数十キロメートル圏内に炊煙がない。つまり人間が生活している痕跡がまったく発見できない。

　これが捨て子説とどう関わるかというと、簡単だ。捨て子だというからには、育てきれなかった親なりなんなり、僕を捨てた誰かがいたはずなのだ。

　そして前世の記憶に僕が気づいた瞬間には、僕の体はまだ一歳にはなっていなかったはずだ。赤ん坊の体は脆い。捨てるにしたって、そういちいち遠くまで持って行ったりはしないだろう。

　この、明らかに人類社会と最低数十キロメートル隔絶した位置にある、不死者の住む廃墟都市にわざわざ旅をする必要はない。

　たしか普通の成人男性が、ある程度は整備された道を徒歩旅行すると、平均で一日三十キロメートルほど進めたはず。捨てて戻って往復と考えると、つまり十五キロメートルで一日がかり。それ以上だと人里離れた場所で野宿することになる。

　これは、おかしい。

　もし僕が本当に捨て子だったなら、一日潰して野宿してでも遠くに赤ん坊捨てに行くってどういう親やねん！　と言う他ない。

　とすると、僕が捨て子の可能性は低いのではないか？　と考えざるをえない。

　けれど、じゃあ僕はどこから来たんだ、とありえそうな別の可能性に思いを巡らせ始めても、他に良い考えは生まれてこない。

　木の股から生まれたわけでも無いだろうし、僕にもどこかに生身の親はいて、この廃墟都市にきた来歴があるはずだ。まさか、マリーとブラッドあたりが不死者になる前に作った子供ってことは……ないだろう。

　三人は恐らく、あの都市と同じ時期に不死者になったはずだ。日常会話であの都市が元のままだった頃の話を何度かぽろりとこぼしていたから、まず間違いない。

　都市はだいぶ経年劣化が進んでいる。十年二十年ではないから、時期が合わない。

　五十年前とか百年前に不死者になって、八年前に子供を作る、というのは不可能だ。更に言えば、不死者のまま性交渉して妊娠……とかは、もっとムリだろう。

　とすると三人は間違いなく実の親ではないわけで、僕の来歴はやっぱり分からない。

　旅暮らしのいい加減な夫婦とかが捨てていったとか、そういう可能性が一番妥当……なのだろうか。しかし、それにしたって七年間、旅暮らしの人間が一度もここを通りすがらないんだからおかしい気がする。

　考えても考えても、分からない。




　…………この『僕』って、何者なんだ？




「ウィル？」

「うわぁっ!?」

　びくりと肩が跳ねる。思わず考え込んでいた。

「ど、どうしたんです？　手が止まっていましたけれど……」

「ごめんマリー、考え事してた……」

　そう言うと、マリーは叱るでもなく、ふんわりと笑った。

　生前ならさぞ美しかったのだろうけれど、今はちょっとその、若干の恐怖を催してしまう感じだ。まぁ、その怖さにも、たいがい慣れたのだけれど。

「考え事ですか……でも暑いですからね。作業を済ませちゃって、おうちの中で考えましょう」

「うん」

　頷くと、僕は改めて鍬を振り上げる。土というのはかなり重いし固い。子供の体では、耕すというのは、けっこうな重労働だ。最初は鍬をまったく使いこなせず、浅くしか刃を地面に入れられなかったけれど、今は子供なりにけっこう深く入れられるようになった。

　ここは神殿の菜園。今は夏なので、トマトやオーベルジーヌが色鮮やかに実っている。

　長らく放置されていたらしいのだけれど、僕のために改めて野生化していた野菜などを集めて管理しなおしているそうだ。

　辺りには虫けを兼ねてタイムやレモンバーム、ミントやラベンダーなどのハーブ類が植わっており、独特の濃い香りが土の匂いと混じりあっていた。

　今はマリーの手伝いで、菜園のこれまで使って居なかった一画の土を起こしている。夏蒔きのキャロットや、秋蒔きのポテトやオニオンに使いたいのだそうだ。

　……これらの野菜やハーブの名前と見分け方と、種まきの季節や収穫の仕方は、みんなマリーに習った。

　僕はガスから学問を、ブラッドから武術を学んでいるけれど、学ぶという点ではマリーに学ぶところが一番多い気がする。

　身だしなみやトイレの使い方から、礼儀作法や、子供に定番の童謡、昔話。あるいは野菜の育て方、農具の手入れ、布の織り方、その洗濯の仕方、部屋の掃除の仕方……

　マリーについてまわると、彼女は何でも嫌な顔をせず、一から丁寧に教えてくれる。

　利便性の高い前世で、破綻したアレな生活を送っていたので、恥ずかしながら僕にまともな生活知識なんてろくにない。

　その点マリーは地に足がついていた。浮世離れしたところのあるガスや、ちょっと蛮人めいたブラッドと比べても、生活力という点ではマリーが最高だろう。

　規則正しく休み、起きて、毎日毎日、畑の雑草を抜いたり布団を干したり神殿の掃除をしたり、沢山の家事をこなしている。そしてそれらを、僕にも伝授してくれているのだ。

　もしこの神殿にマリーがいなかったら、僕はまた、駄目な奴になっていたかもしれない。

　……ただ、そんなマリーにも一つ謎がある。

　日に何度か、彼女は神殿の広間に籠るのだ。祈っているというけれど、その時間は僕は広間には入ってはいけない、と言いつけられている。

　しかも、ガスやブラッドがそれとなく傍についていて、僕を広間に入れないようにしている。

　本当にただ沈黙の中で祈っていて、集中したいだけなのかもしれない。けれど色々と謎が重なっている中なので、どれかと関わりがあるのではないか、と勘ぐってしまう自分もいる。

　……確かめてみようか。

　鍬で地面をひっくり返しながら、僕はそう考えた。

　何か、この謎を解明する糸口がつかめるかもしれない。

　僕の頭のなかは、すっかり謎を解明する方法のことで、いっぱいになっていた。




　◆




　……とりあえず、仮病を使ってみることにした。

　ブラッドとの訓練の時に調子が悪そうにして、「ちょっと休みたい」と申し出たのだ。

　日頃まじめにやっていたせいか、ブラッドも特に疑う様子もなくこれを信じて、部屋のベッドで休むように言ってくれた。

　それからしばらくはベッドで僕の様子を見ていたのだけれど、しばらくすると、精の付くものでも狩ってくるかと森に出ていった。性格上、ブラッドはベッドの傍で延々じっとしていないだろう、と読んだのだけれど当たりだった。

　それから、誰にも見つからないように注意して忍び足で部屋を出ると、こっそりと広間へと向かった。音を立てないように扉を少しずつ開けて、中を覗き込み……

　僕はその瞬間、息を吞んだ。




　――マリーが、火だるまになっていた。




　神殿の広間で、すぐ前に銀の盆を置いて。

　神を描いた彫刻に向かい、天窓から差し込む薄い光の帯に照らされて。

　跪き。手を組んで。

　一心に、祈るような仕草をしている。

　その全身に白い炎がまとわりつき、ぶすぶすと猛烈な煙が立ち上っているにもかかわらず。

　――頭が真っ白になった。

　叫びながら飛び込んだが、マリーは僕に気づいた様子もない。

　まるで石像になったかのように、マリーは姿勢を崩さない。

　祈りを捧げている。

　焦りが思考を焼く。

　汗がにじむ。

　耳元がガンガンうるさい。

　自分が喉が張り裂けるほど大きな声で叫んでいるのだと、遅れて気づいた。

　けれど傍で叫んでも、反応がない。

　とにかく何とかしようと、火に包まれたマリーに手を伸ばす。

　彼女の体は、焼けただれ、赤熱して炭化していた。

　触る。僕の手のひらも焼ける。

　猛烈な痛みと苦痛に、反射的に手を引きかける。

　――知ったことかと、即座に反射をねじ伏せた。

　痛い思いをしようと構わない。

　マリーが危ない。危ないのだ！

　思考を焼く焦燥が、すべてを麻させていた。

「ブラッド！　ガス！　来てぇぇっ！　マリーが、マリーがっっ!!」

　マリーを揺さぶりながら、僕は金切り声で絶叫した。




　◆




「あれほど気をつけろと……」

　ガスが苦い顔で、ブラッドとマリーに苦言を呈していた。

「……すまん。迂だった」

　ブラッドが姿勢を正し、マリーとガスに頭を下げている。

「いえ……秘密にしたままだった、私が悪いのです」

　マリーが悄とした様子でうなだれていた。

　あれほど焼けただれていた彼女の体は、なぜかすっかり元通りになっている。

　……僕は石造りの部屋の簡素なベッドに寝かされていた。自分の部屋だ。

　頭がくらくらする。手が痛い。ものすごく痛い。ぐぅぅ、と呻きながら布団を抱きしめ、僕は必死に痛みを我慢していた。

　前後の記憶が曖昧なのだけれど、あの後すぐに、叫びを聞いたガスが壁を抜けて駆けつけてくれたのだという。僕は腕が焼けるのも構わず、動かないマリーを揺さぶりながら半狂乱で絶叫していたらしい。

　ガスがすぐに引き剝がし、魔法を含めた応急処置をしてくれたのだけれど……当然、手のひらから腕にかけて火傷をした。

　本格的な火傷というのは痛い、と聞いていたけれど、本当に痛い。両腕がガンガンと激痛を発している。範囲の広い重度の火傷を負った人というのは、治療中に周囲に「いっそ殺してくれ」と懇願することもあるそうだけれど、気持ちが少し分かった。そうも言いたくなる。

「ウィルの手だが……自然に全快するか？」

「難しいのう……幸い指同士が癒着まではせんかったが、痕が残るのは避けられまい」

　怖い話が聞こえる。

　でも、そりゃ、そうだよなぁ。

　焼けた石炭を摑んだみたいな感触がしたうえに、そこから手を離さなかったのだ。今は清潔な布を巻かれているけれど、じくじくと体液が布に染みだしているのが分かる。

　間違いなく、解いたら目を覆うような、凄いことになっているだろう。ひょっとして手の握り開きにまで支障が出るかもしれないと思うと、怖い。

　……でも、僕は不思議なくらいに落ち着いていた。

「ウィル。……ごめんなさい、ウィル。わたし……わたしが……」

「違うよ。元はといえば、噓ついて覗いた僕が悪いんだ」

　マリーが元通りになっているということは、たぶんあれは何か常のことで、僕に心配をかけまいと伏せていたのだろう。

　そして僕は、必要もないのにマリーを助けようとして痕の残る怪をした。

「謝ることなんてないよ。……マリーが無事で、よかった」

　無知からくる、無鉄砲な行動だ。愚かなやつだという人もいるだろう。

　でも、僕は安していた。

　それは意味のない行動だったかもしれないけれど、それでもマリーは無事だった。

　この世界に生まれてからずっと、僕を優しく育んでくれた彼女は、無事だった。

　僕は、動けたのだ。

　マリーのために後先を顧みず動けた。けして保身や打算で、足を止めたりしなかった。

　前世のように、何くれと言い訳をして、リスクを恐れて立ち止まったりはしなかった。

　だから、

「……そんなに気にしないでよ、ね？」

　心から、マリーに微笑みかけることができる。

　謝ることなんてありません。あなたが無事で、本当によかった。

「ウィル……」

　マリーは、目を伏せたまま震えている。

　その表情は普段は見ないもので、僕には彼女の内心が上く読めない。

「あり、がとう……ウィル……ありがとう、ございます……」

　マリーが、横たわる僕の頭をかき抱いた。

　焚いた香木の匂いがする。不快ではない、落ち着く匂いだ――

「……さて。それで、なんだって仮病使ってまで礼拝を覗いたりしたんだ」

　マリーが落ち着くのを見計らって、ブラッドが問いかけてきた。

　厳しい口調だ。とりあえず叱る気らしい。

　うん、そりゃあそうだ。自分で言うのもなんだけれど、経緯はどうあれ禁じられていたことをして怪我をしたのだから、一度はしっかり叱責されてしかるべきだ。

「……ずっと気になってたんだ。三人がどうしてここにいるのか。そして生きている僕が、なんでここにいるのか。それで、見るなって言われてる礼拝に、何か手掛かりがあるんじゃないかと思って……」

　心理学でいうカリギュラ効果しかり、民話の見るなのタブーしかり。禁止されているからこそ、気になってしまうことはある。

　とはいえ、何事もなければこっそり覗くだけで済ませるつもりだったのだ。マリーがあんな状態になっていなければ……いや、これは言い訳か。

「俺は、お前がでっかくなったらいずれ話すって、ちゃんと言ったよな？」

　ブラッドはため息をつくような動作をする。

「お前は、俺たちが、理由もなく何かを禁じるようなやつだと思ってたのか？　それとも、俺たちが噓つきだとでも？　……ウィル、お前は賢いんだ。禁じるなら禁じるなりの理由があることくらい、分かるだろう」

　はい、仰るとおりです。自分の我慢が足りなかったとしか言いようがない。

「あ、あの、ブラッド。何もそこまで言わなくても、その、ウィルは子供らしい好奇心で」

「マリーは今は黙ってろ」

　おずおずと僕を庇おうとしたマリーを制し、ブラッドは僕を見おろして言う。

「ウィル。他に、何か理由や言い訳はあるか」

「……ありません。ごめんなさい」

　言い終わるやいなや、ブラッドは拳を振り上げ、僕の頭に思いきり叩き下ろした。

　がつん、と衝撃が走る。

「～～～っ！」

　くらくらする。生理的な反射で、目に涙が滲んだ。

「以後は俺なりマリーなりによく相談するように。この辺りは廃もあって……まぁ、何かと危ないんだ。あまり勝手に動かれると、たまらん」

　はい、と頷いて……

　ふと、叱られるのは前世も含めて、一体どのくらいぶりだろうな、と思った。前世ではすっかり周りから諦められていた。叱っても無意味だと思われて、腫れ物扱いされて。

　今、ブラッドは、わざわざ憎まれ役を買って出てくれている。これから僕に避けられたり、怖がられたりすることも覚悟で、きちんと怒ってくれているのだ。

　……叱られて嬉しいなんて、なんだか変かもしれない。

「それと、ウィル」

「……？」

　ブラッドは拳を解いて、僕の髪をわしゃわしゃとかき回した。

「マリーのためによく飛び込んだな。その傷は男の勲章だぜ？」

「…………」

　思わず、口の端が緩んだ。

「ブラッドの弟子だもん」

「お、こいつ。嬉しいこと言いやがって！」

　笑いあい、じゃれあう僕たちを見て、マリーがほっとしたように笑い、ガスがやれやれと肩をすくめていた。

「ところで、マリーよ。礼拝については、もうウィルに伝えておかんか」

　ひとわたり場が落ち着いたところで、ガスがそう言い出した。

「ワシらの来歴は、下手に話すとこやつ、推理を重ねてえらいところまで辿り着きそうじゃから難しいが……ワシゃ、二度も三度もこんな騒動に付き合わされるのはゴメンじゃ」

「俺も……まぁ、そうだな。そうしといたほうがいいと思うぜ」

「……そうですね。秘密が過ぎると逆に危ないと、今回の件でよく分かりました」

　ガスとブラッドが言い、マリーが頷いた。

　それから、ガスがしかつめらしく語りかけてきた。

「ウィルよ。なんというか、少しひくかもしれんが聞いてくれ」

　……ひく？

「おぬしの食料な。あれ、毎度マリーが火だるまになって呼び出しておったんじゃ……」

　…………は？

「ほれ、銀盆があったじゃろう。あの礼拝が終わるとあそこに出現するんじゃ」

「……冗談？」

「冗談でこんなことを言うものか」

　まって。ちょっと、まって。

　理解が追いつかない。

「く、詳しく……」

　そう言うのがやっとだったけれど、ガスは詳しく説明してくれた。

　祝……時に加護とか奇跡とか呼ばれるそれは、神さまの超常的な力を借りるすべらしい。

　以前ガスが、授業で少しだけ触れた、神々が眷に与える加護のことだ。

　神話の時代、神々の戦いで体を失い、次元の彼方へと去った神々。祝禱術は自らの身を介して、そのいずれかの神の力をこの地上に顕現させる術なのだという。

　古代語魔法ではできない、聖餅や神酒と呼ばれる飲食物を作り出したり、病気や怪我を治したりできる神の御。神さまは加護を与えた人間に、不確定な状況で啓示を出して導いてくれたりもするし、これを極めるとその身に神そのものを降ろしたりもできるという。

　けれど逆に、《創造のことば》を用いる魔法にはない制限も受ける。

　神の力を借りるものである以上、神と通じ合えなければ用いることはできない。だから力を借りる神に気に入られるような精神性や、厚い信仰心がないといけないのだという。

　また、力を借りる神の嫌がることはできない。

　つまり同じ善なる神の眷属相手に攻撃性の高い術は使えないとか、繰り返し悪事を行ったら祝禱術そのものを剝奪されるとか、そういう制限を受けるようだ。

　そういう一長一短な、魔法に並ぶ神秘なのだそうだけれど、どうして今まで僕がそれを知らされていなかったのかというと……

「ワシが教えておらなんだし、関連書籍を隠しておったからな。聞いて学んだら、おぬしはマリーが使い手だと推測するじゃろう、賢いからな」

　確かにマリーは敬だし善良だし、いかにも使えそうだ。

　ガスの言うとおり、そう推測しただろう。

「そのうちワシの書物やらを読んで推理を重ねて、火だるまになっていることを知る。……で、火だるまになってまで食料を作ってもらうのは嫌だ、と言い出すじゃろう。たとえワシらが上位の不死者で、火だるまになった程度では体なぞ復元してしまうと教えたとしても、じゃ」

「そりゃ嫌がるだろうけど……そもそもどうして火だるまになってるのさっ」

「そりゃあ……」

「それは、私が不死者となったから。……地母神マーテルを、裏切ったからです」

「マリー……」

　マリーは目を伏せていた。うつむきがちで、沈痛な表情だ。

「私たちは不浄なる不死の神スタグネイトと契約を交わし、その身を不死者と化しました。そして地母神マーテルは、不死神の敵対者。その神気に触れるだけで、不浄な不死者は焼かれてしまいます」

　神殿の彫刻を思い出す。地母神マーテル。土に実る稲穂を背景に、赤子を腕におさめて、慈愛の笑みを浮かべるふくよかな女。

「……許されるはずもありません」

　裏切ったから、罰せられているのだとマリーは言う。

　でも、だったら、それでも祈るのは……

「…………僕のため？」

　僕のために。日々のパンを作り出すためだけに、マリーは祈っているのだろうか。

　そのために、身を焼きながら。だとしたら――

「ぼ、僕、もっと畑仕事するよ、狩りもするっ。だから……」

「違いますよ、ウィル」

　その懸念を、マリーはふわりと笑って否定した。

　やわらかく、包み込むような声だった。

「朝夕に地母神に祈りを捧げるのは、ウィルと出会う前からの私の日課です」

　……噓ではなかった。

　マリーは、こんな笑顔で、こんな声で、噓をつくことはできない。

　それは七年間を一緒に過ごして、知っている。

「地母神マーテルは子供の守り神。ウィルと出会ってから、少し食べ物を頂けないかとも祈るようになりましたが……もとより、祈る習慣自体は変わりません」

「……マリーのいうことは間違いない。ワシも保証しよう」

「何度か、もういいだろっつったんだけどな」

　ガスは穏やかに頷いている。ブラッドは少し苦い顔だ。

「なんで？」

　前世の記憶があっても、それは理解できない行為だった。

　つまりマリーは、僕が来る前は何の見返りもなく、毎日火だるまになっていたのだ。

「……痛くないの？」

「痛いですよ。泣いちゃいそうです」

　もう涙は流れないですけれど、とマリーは微笑む。

　彼女は言う。

　裏切ってしまっても、それに痛みで報いられても……




「それでも私は、やっぱり地母神を慕っているのです」




　……綺だ、と思った。

　微笑みを絶やさないマリーを、とても綺麗だと思った。

　マリーは枯れ木のような、あるいは即身仏のようなミイラだ。一目見ただけなら、どう見たって、おぞましいとか、恐ろしいとかいう感想が先に立つだろう。

　でも、僕の目にマリーは、とても綺麗に映った。

　たぶん心ならず、慕っていた相手を裏切り。拒絶され。触れようとするたびに焼かれる。……何度触れようとしても、激痛をもって報いられる。

　それは、どれだけ苦しいことなのだろう。前世も含めて人生経験なんて薄っぺらで、信仰なんてない僕には、その苦しみは分からない。

　ただ、辛いだろうと思う。苦しいだろうと思う。何かを罵りたくなっても、憎みたくなっても、けしておかしくはないはずだ。

　きっと前世の僕なら、間違いなくそうしただろう。

　でも、マリーは苦しみを穏やかに受け入れていた。マリーが誰かを罵ったり、憎んだりすることなんて、僕は一度たりとも見たことがなかった。

　そんなマリーが、僕にはとても綺麗に見えた。

「この祈りが、たとえ受け入れていただけなくとも……」

　ウィル、とマリーは優しく僕の名を呼ぶ。

「それでも祈ることには、きっと意味があると、私は信じているのです」

　……そう、なのだろうか、と思った。

　……そうだといいな、とも思った。

「それに、マーテルは何も仰いませんが……ウィルと出会ってからは、日々の聖餅をお恵み下さいます」

　地母神マーテルは、彫刻でも赤ん坊を抱いていた。

　子供の守護神でもあると、マリーは言った。

「たとえ許して頂けなくても……それだけで、私は十分に救われているのです」

　あなたのおかげですよ、ウィル？　と、マリーは悪戯めいた口調で言う。

「本当に、黙っていてごめんなさいね。……そして、これからもパンを食べてくれると、私は嬉しいのですけれど……」

　腕の火傷。火だるまになるマリー。

　パンが喉を通らなくなる理由としては、確かに十分だろう。

　でも……

「うん、食べるよ」

　たぶん、僕は食べられる。そう思った。

「でも、一つお願いがあるんだ」

「？　何でしょう」

　できることなら、

「これからは、僕も一緒に祈らせて」

　マリーの見ているものを。マリーの感じているものを。

　ほんの少しでも理解したいな、と思った。
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　しんと冷えた広間には、咳い一つも拒絶するような、粛然たる沈黙が広がっていた。

　足を蓮に組む。膝のあたりに、手の甲を置く。少し体を揺らし、姿勢を調節する。そして天地の間に一本の棒を通すように、背筋をぴんと伸ばし、顎を引いた。

　広い神殿の広間で、静かに目を閉じる。

「………………」

　視覚は閉ざされた。聴覚、触覚、嗅覚、味覚への刺激も限りなく少ない。

　ゆっくりと息を吐きだし、薄く吸う。吐く息と吸う息を合わせて一つとして、それを数える。

　ひとつ。ふたつ。みっつ。よっつ。いつつ……

　ただ数を数えることに集中する。雑念が浮かんだら、数を数え直す。

　――無心に入るというのは、考えないことではありません。それでは考えまいとすることを考え、不毛な循環に入り込んでしまいます。そのような言葉と観念の遊びでは、己を無心とすることはできません。

　――無心になるとは。真に無心になるとは、ひたすらにここにある『いま』に集中することです。過去への回想も、未来への空想も、頭のなかから追い出しなさい。ただひたすら、目の前の今だけを思いなさい。

　――神の前に、投げ出すのです。過去の自分でも、未来の自分でもない。ありのまま、ここにある、ちっぽけな今の自分を。秘技などありません。ひたむきに、それだけを行いなさい。いまを思い、それに集中し、自分を投げ出す。それが、『無心の祈り』のすべてです。

　マリーの言葉が頭をよぎったけれど、それも息を数えるうちに消えていった。

　ひとつ。ふたつ。みっつ。よっつ。いつつ……

　ただ繰り返し、数を数えることに集中する。

　他に何も考えない。

　風の音がした。遠くで鳥が鳴いた。

　座る自分の皮膚感覚を感じた。

　ただ繰り返し、数を数える。

　吐く息を。吸う息を。呼吸の音を。心臓の鼓動を感じた。

　ただ繰り返し、数を数える。

　数を数える。

　数える。

　深く。

　どこまでも深い。

　青い海の中へと潜るような感覚。

　深く。

　深く。

　どこまでも、深く――――




　――どれほど長く、『潜って』いたのだろうか。

　りん、と響いた鈴の音に、僕は現実に帰ってきた。

　ずっと閉じていた瞼を開くと、神殿の光景はやけに鮮やかに見える。

　もうすっかり日も暮れて、灯が辺りを照らしていた。冷たい闇の中に、炎の揺らめきに照らされる神々の彫刻はひどく幻想的で、艶やかだ。

　……人間は色々なことに慣れる。

　見るということに慣れれば、見慣れたものをいい加減に見るようになる。聞くことに慣れれば、聞き慣れたことをいい加減に聞く。触れることも、嗅ぐことも、味わうことも。

　それは、刺激に対して効率よく対応できるようになるということだ。

　けれど反面、それは感動を忘れて感性を鈍磨させていくということでもある。

　僕は、深い祈りから覚めるこの瞬間が好きだった。

　まるで生まれ直したかのように、見るもの、聞くもの、すべてが鮮やかに感じられる。全身の感覚に、こびりついてしまった汚れをすべて拭きとったような爽快感。

　しばらく余韻に浸って、それからゆっくりと蓮華座を崩す。長時間同じ姿勢でいたせいで、体のあちこちがぎしぎしと痛んだ。

「……はい、お疲れ様でした、ウィル」

　それを見計らって、礼拝終了の合図の鈴を手にしたマリーが言葉を発した。

「これで、五日間の『沈黙の祈り』の行は終了です」

「お、お疲れ様でした……」

　数えで十三歳。僕が腕に火傷を負ってから、もう五年が経っていた。

　実のところあの火傷は、マリーがまた火だるまになることを覚悟すれば、祝で跡形もなく治すこともできたそうなのだけれど、一応提案されたそれを僕は拒否した。

　マリーをあえて火だるまにしてまで治すほどのものじゃないと思ったからでもあるし、ブラッドが男の勲章だと言ってくれたからでもある。

　ガスの魔法によるものも含めた治療を受けつつ、苦しんだ果てに、大方の予想通りに手のひらから腕にかけて変色が残った。かなりよく治ったほうらしい。実はもっとこう、凄惨に膨れた傷痕になることも覚悟していたので、ちょっと拍子抜けしてしまったほどだ。

　……今もまだ、その『勲章』は僕の腕に絡みついている。

　あれから僕は、ぐんぐんと背が伸びた。

　マリーと目線の高さが並び、ガスにもだいぶ近づいた。ブラッドは、まだ見上げないといけないけれど、凜しくなったな、と言われた。

　前世の物差しがあるわけでもないので分からないけれど、もう百六十センチは越えたんじゃないかと思う。

　こっちの世界だと、ものを計るとなると身体尺……親指と人差し指で指鉄砲を作ったら間の距離は約十五センチ、みたいなあれ……がメインなのだけれど、つい、メートル法に換算してしまうのは前世の記憶のせいだろう。

　ともあれ、今日まで五日間。

　僕はガスとブラッドの授業はお休みで、『沈黙の祈り』の行をしていた。地母神マーテル系の修道院で冬に行われる厳格な行事で、マリーも生前に何度か体験したそうだ。

　これが、また、凄い。

　日の出から五日後の日暮れまで、緊急事態以外はすべての発語禁止。

　合図すら鐘や鈴で行い、最低限の睡眠など以外、あとは殆どひたすら祈りだ。

　起床して祈り、座って祈り、体が軋む頃になると歩いて祈り、適度に調子が戻ったらまた座って祈り、就寝時に祈る。食事しながら感謝の祈り、自分を見つめながら対話の祈り、加護を願って請願の祈り、神を称える賛美の祈り。

　ありとあらゆる祈りのレパートリーをこなしたあとに、締めにさっきの無心の祈りを延々数時間。

　……できるか！　アホか！　と自分でもメニューを聞いた時に思ったのだけれど、意外と人間、やればできてしまうから恐ろしい。

　ちなみにマリーは、それだけ長時間祈り続けると流石に物理的に消滅してしまうとのことで、僕の補助に回っていた。仕方ないことだ。

　これだけ祈れば祝禱術とか授かったりしないかなともチラと思ったけれど、そういう気配はいっこうに見えないあたり、本当に祝禱術は神さまとの相性が大きいようだ。

　かなり敬な信徒でも術を授からない人は多いそうなので、そういうものなのだろう。

　ともあれ、マリーの祈りについての教えは、けっこう厳しい。厳しいのだけれど……

　実は、これは、まだマシだ。
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　マリーの授業は一番厳しくても『沈黙の行』レベルだ。

　普段はせいぜい靴の作り方とか、服の縫い方とか、野菜の育て方とか礼儀にかなった振る舞いとかそういうのだ。なんというか、癒しだ。常識的だ。

　それに比べてガスの授業は、最近、ちょっとおかしい。

　ずいぶん面倒臭そうな顔をしながらも、なんだかんだ授業をしてはくれるのだけれど、だんだん内容が高度に、そして一度に教えられる量が密になってきた。

　その過密ぶりが冗談にならない。

　さまざまな《ことば》を暗記したり、《ことば》を組み合わせて文節や文章を作ったり。それらを上く発話、朗唱するために発声、発音の訓練をしたり。更には幾何学や算術、修辞や弁論といったものから、地理歴史や法学、天文、土木建築、医学や経済、経営まで教えられ、翌日までに記憶しろと言われる。

　翌日テスト。更に詰め込み。更にテスト。十数日に一回は総ざらい。……詰め込み教育というのも生易しい物量攻勢だ。

　正直、僕が音を上げるのを期待しているんじゃなかろうかとも思う。

　もちろん、幾何や算術は前世の記憶が使える。割と数学は得意なほうであったので、しばらくそれで息をついていたけれど最近はそれも苦しい。

　なぜならガスは分かっていると判断したら、その分だけ飛び級式にすっとばして、追加で別に教える内容をもってくるからだ。

　もうちょっと三味線ひいておけばよかったと思わないでもないのだけれど、本気で生きると決めたのだ。僕も手を抜くつもりはない。

　幸いこのウィルの体はまだ若くて記憶力も良好であるので、なんとか食らいついている。

　……そしてここまで教えられてよく分かったのだけれど、ガスの知識はものすごく幅が広い上に、とんでもなく深い。

　いつかブラッドからガスは、《彷徨賢者》と讃えられていたと聞いた。

　彷というのは、さまよい歩くという意味だ。実際に長いあいだ色々なところを彷徨い歩き、経験と知識の両面から学んだのだろうということが、それと感じられる。

　この世界の文明レベルは、魔法などの一部を考慮しなければ、前世より遅れているはずなのだけれど……生物の構造について話すにしろ、建築の手順について話すにしろ、ガスの語りは淀みがなく実際的だ。

　前世の中世的な学問にありがちな、空想的な部分が入る余地がまったくない。

　ちなみに僕の前世では空想の産物だった、亜人や幻獣の存在について語るときも、ガスの話に淀みはない。実際に遭遇した上で語っているらしいその話を聞いていると、いちいち前世の知識で小しく疑うことも馬らしくなってくる。……目の前に、まぎれもない幽霊がいるのだし。

　ともあれそういうわけで、まずガスの授業がこんな超過密スケジュールの教育だ。

　必死に食らいついているけれど、いつまで食らいつけるかは怪しい。

　ガスは偏屈なところがあるので、泣き言を漏らしたらあっさりと授業を中止されかねないから、愚痴一つ漏らせない。ただただ目の前の、莫な量の課題をこなしまくる状態だ。

　きわめて厳しい。ちょっと、これはおかしいと言っても良いだろう。

　……けれど、実はそれでもまだガスの授業は二番目にマシだ。

　ガスの授業に比べても、ブラッドの授業はおかしい。ちょっとおかしいとかではなく、本当に、極めておかしい。

　チャンバラごっこから発展して、木剣や木で素振りをしたり、型を覚えたりするのはまだ分かる。狩りの延長から、罠猟や追い込み猟を覚え、大型動物を仕留めることや、数日森でサバイバルすること。これも分かる。そのうち体ができてくると、本格的な走りこみや筋力トレーニングを課すことも、もちろんブラッドの方針からして分かる。

　どこかから用意してきた――子供が触らないように隠すのは当然だ――本身の剣や、本身の槍、本格的な革。そういうものを装備して、走り回ったり、素振りをしたり型をなぞったりするのも、戦士の教育として当然だろうと思う。

　けれど、そこからがおかしい。本当におかしい。クレイジーだ。

「よーし、それじゃあ今日から、お前をマジモンの実戦に放り込む」

　は？

「言っとくが、お前を殺す気しかない相手が襲ってくるからな」

　……は？

「じゃ、行くか。もちろん監督はすっけど事故るとマジで死ぬからな。死ぬなよ」

　…………はぁあああ!?




　◆




　結論から言おう。――とても酷い目にあった。

　具体的に言うと、まず長剣と円形の盾を持たされ、ブラッドがどこからか捕獲してきた下等な不死者と殺しあいをすることになった。

　鼻も耳もなく単眼で、ぱっくりと笑むように開いた三日月形の口が不気味な、真っ黒に乾いた怪物の死骸だった。体格は僕と同じくらいで、解放されると即座に欠けた爪をふりかざして襲いかかってきた。

　……そりゃもう怖かった。

　さんざん訓練しておいて何を、と思われるかもしれないが、訓練と実戦は違うのだ。

　相手にこちらを殺す意志があるというのは、恐ろしい。この恐ろしさを、なんと表現すればいいのか……

　事故死や大などが極力発生しないように相互の申し合わせで制限された訓練は、どこかに安心感がある。相手のリスク覚悟の奇抜な行動に対応できなくても大怪我はしないし死なない。逆にこちらがリスク覚悟で大胆な行動を試して、結果失敗しても大怪我はしないし死なない。

　リスクを踏む、という行為に対する代償が軽いのだ。だからこそ色々な行動が試せて、その有利不利を検討でき、その中から本当に有効な一つ二つを抽出してゆける。

　前世でも、安全な試合形式を確立した武道や格闘技は大きく発展、普及した。

　けれど実戦では、すべての行動にリスクが付きまとう。

　一つ受け損ねれば。いちど足を滑らせれば。たったそれだけで終わることもある。

　死だ。デッドエンドだ。

　あらゆる行動が、リスクの多寡はあれそれにつながりかねない。

　頭が真っ白になって、何をすればいいのか、分からなくなりそうになる。

　無論のこと自分には前世の記憶があるけれど、それが極めて稀なものであることは感覚的に分かるし、また次の生も、なんて期待は元よりしていない。というか、そんなものがあったとしても生理的に湧き上がる死への忌避感はいかんともしようがない。

　そして、怖いのは致命傷だけに限らない。

　目を抉られれば見えなくなるし、腱が切れれば手足は動かなくなる。喉笛を潰されることも、指が欠損することだってある。前世のどこかで、鼻を削がれると鼻水が垂れ流しになると聞いたこともあるけれど本当だろうか。

　とにかく、相手の殺意とともに、そういうおぞましい可能性がいっぺんに叩きつけられるのだ。

　視界が狭くなり、鼓動が速く、息が荒くなり、体に震えが生じて思考が停止し……




　――そして、そういうものとは無関係に、僕は一刀で相手を斬り捨てていた。




　襲ってきた不死者の振りかざす爪を盾で撥ね上げ、斜めに踏み出し、交差しながらカウンター気味の胴薙ぎ。鍛え込まれた足腰の回転を乗せて、剣を叩き込む肩や腕の筋肉。

　確かな手応えがあった。

　そのまま距離をとって確認すると、乾ききった不死者の体は両断され、塵となって崩れていくところだった。

　……実戦に恐怖していたのは間違いない。間違いないのだけれど、幼い頃から訓練され抜いた勇敢で実直な筋肉は、そんな臆病者の思考は置き去りにして自発的に動いていた。こう来たらこう動く、これならこれが最適という手順が、既に反射動作として染み付いているのだ。

　よく戦闘訓練を受けた兵士や格闘家なんかを、前世では殺戮機械と称することがあったけれど、あれは実際その通りなのだと今知った。きちんと訓練した戦士は、機械的な反射で敵対者を殺せる。

　いつかブラッドの言ったとおり、恐怖も嫌悪も何もかも棚上げにして。

「ふー…………」

　今斬り捨てた怪物は多分、悪神の一柱、次元神ディアリグマの眷たる、デーモンというやつだ。その中でも、位階の低い比較的弱いやつだったはず。

　ガスの博物学の授業から得た知識なので間違いない。

　……ただデーモンは異次元の生き物なので、撃破すると多くは消滅すると聞いていたのだけれど。不死者化もするとは知らなかった。珍しいケースなのかもしれない。

　僕は塵と化す、斬り倒した怪物を見下ろしながら、そんなことを考えていた。

　怪物の不死者とはいえ、人をした相手を斬り捨てたのに、不思議とあまり感情は動いていない。高揚も恐慌も混乱もなかった。今、同じような相手に再び襲い掛かられても、やっぱり同じように斬り捨てられるだろう。

　……命を奪うことへの動揺が少ないのは、これまでの訓練による習熟の結果だろう。

　完全に塵になったのを確認してブラッドを見ると、ブラッドは呆けたような顔をしていた。骸骨の表情は変わらないけれど、口が半開きになって視線をこっちに向けっぱなしだ。

「ブラッド、勝ったよ。……どうしたの？」

「お、おう。そうだな、よくやった……あー、初の殺し合いにしちゃ、まぁまぁだ」

　何でもない事のように話してくるけれど、声がすこし浮ついている。嬉しそうだ。

　どうやらブラッド的には、今回の動きはとても上出来らしい。

　でも僕に調子づかれたら困るから、ほどほどに、とか思ってる口調だ。これは。

「ふふん」

　そうと分かって、僕も嬉しくなる。僕はブラッドの教えを、きちんとものにしたのだ。

　とても誇らしい気持ちになった。

　……さて。

　最初に酷い目にあったと言ったけれど、これじゃそう酷くないじゃないかって？

　……違う。ここからが酷いのだ。

「あ、こら、調子乗るなよ。まぁまぁだからな、まぁまぁ……」

「またまたー、無理しちゃって。僕って天才でしょ？」

　僕はおどけたように言った。

　もちろん冗談で、ツッコミ待ちのつもりだったのだけれど……

「……天才、か。そうだな、天才かもしれねぇよなぁ……お前……」

　ブラッドはなぜか、割と真剣な声音でその冗談を受け止め、

「よっし、予定を前倒ししてもっときついのいってみっか、天才！」

　極めて恐ろしいことを、嬉しそうに言った。……マジですか。
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　いつも神殿の丘から見下ろしていた廃都市。

　危険だということで近寄らせてはもらえなかったその街に、複雑な地下部分があったことを、僕は初めて知った。

　入る前に教えてもらったのだけれど、かつてこの都市には人とドワーフ族なる種族が住んでいたのだという。

　件のドワーフ族というのは身長が低くがっしりした体格で、冶金や工学、建築に優れ、大地に親しく穴倉暮らしを好み、街にも大きな地下街を構築していた。

　そして今、この廃墟の地下街は、ブラッドが捕獲してきたような、知性のない凶暴な不死者たちが彷徨う危険な場所になっているのだという。たまに地下からそういった不死者がさまよい出てくるからこそ、僕は廃墟都市に近づくことを禁じられていたのだと。

　……僕は、そこに居た。

　与えられた装備は衣類に靴に革鎧。長剣と短剣、円盾。それと背負い袋のなかに水の詰まった水袋、パンと干し肉。これだけ使って一人で脱出して戻って来いと、僕はブラッドに地下街の奥へと置き去りにされたのだ。

　深い闇が広がっていた。

　薄暗いとかではない。一歩先どころか、顔の前に手をかざしてもそれすら見えない。平衡感覚さえ狂わせる、僅かな光もない真の闇だ。

　……お気づきかもしれないけれど、最初に与えられた装備のなかには照明の類がない。

　既に生身の眼球などないブラッドは、どうやら別の超常的な知覚で周囲を認識しているようで、僕は真っ暗闇のなかを抱えられてここまできたのだ。

　当然、来た道など覚えられるはずがなかった。そしてそのまま灯りも与えられずに、不死者の巣窟の中に放置されて現在である。

　……スタート条件からして酷すぎる。

　けれど、恐慌していても解決しない。要はこれは、応用問題だ。今まで与えられたことを上く総合すれば解決できるようになっている、はずだ。

　息を吸い、触覚を肌より向こうにも広げるような感覚で、周囲のマナを感知して同調。短剣を抜き、手元の盾に慎重に、灯りを意味する《光》という《ことば》を刻みこむ。

　すると盾が発光し、周囲十メートルほどが魔法の灯りでくっきりと照らし出された。炎のように揺らめいたりもせず、明度も高い、前世の蛍光灯の明るさに近い魔法の灯りだ。数時間ほどで切れてしまうけれど、刻まれた《ことば》に周囲のマナを収束させれば、また光りだす。

　その灯りで周囲を確認すると、ここは何か、小さな部屋のようだ。

　入り口が一つあり、灯りの届かない先は闇。どこからか風が抜けているのか、低い唸りのような風音がする。

　――脱出まで、どれだけ長くかかるか分からない。

　休息が問題だな、と思った。単独では見張りも立てられない。この環境で休息するには、いくつかの手配りと、図太い神経がいる。

　薄暗い部屋で、膝を抱えて休むことを想像して、少しぞっとして……ふと、前世はずっと部屋に独りだったのにな、と皮肉っぽく思った。

　ここ十年は、いつもブラッドが居て、マリーが居て、ガスが居た。

「……独りって、こんなに寂しくて、不安だったんだ」

　ぽつりと呟く。僕は気づけば、そんなことまで忘れていた。

　ブラッドが僕に問うているのは、たぶん、総合的な実戦力だろう。

　厳しい実戦の環境に、頑健に耐え続ける肉体。

　あらゆる状況に対して、柔軟に対応する技術。

　そして危地と孤独にも、平静を保ち続ける精神。

　三人から教わったことを総合したうえで、三人抜きでも発揮できるようにする。

　それが、この訓練の意味なのだ。

　僕も数え十三歳、じき十四だ。

　この世界における成人年齢は十五だから、独り立ちの時期が近いはずだ。

　――最高の成果を見せてあげたいな、と思った。

　三人が教えてきたことが、ちゃんと形になっていると。教えた甲はあったと。できれば、自慢の弟子だと。そう誇って欲しい。

　だから、やれる限りのことをやろうと、そう決意して、僕は迷宮を歩き出した。




　◆




　視界の陰から襲いかかってきた棘付きの尻尾を盾で弾きつつ、

「――《沈黙せよ》、《口よ》!!」

　沈黙を強いる《ことば》を淀みなく発声した。眼前に居る骨の怪物の顎ががちりと締まり、発されようとした《ことば》が中断される。

　その隙を逃さずに踏み込もうとするけれど、嵐のように振り回された短に急停止と後退を余儀なくされる。

　……闇の凝った虚ろな眼と、睨み合う。

　地下街の広間。

　眼前に居るのは、骸骨化したデーモンだ。

　外見を一言で言うと、人とワニの混ぜ物、だろうか。

　身長は二メートルほど。恐竜を連想するような頭骨。突起の並ぶ、体格にふさわしい太い背骨。ひょろりと、奇妙に長く伸びた尻尾の先端には棘までついている。

　その人間めいた手には、錆一つない短槍が握られていた。

　たしかガスの授業で習った、ヴラスクスという悪魔だろう。

　顎による嚙み付きは金属鎧をも砕き、思わぬところから襲ってくる尻尾は暗殺者の一撃に匹敵する。あらゆる武器の扱いにすぐれ、《創造のことば》すら操る、それなりに位階の高いデーモンらしい。

　強な鱗とゴムのような外皮、それに分厚い筋肉が、鎧をまとった騎士なみの厄介さだというけれど、今は骸骨化しているためその防護は失われている。ちょっとした幸運だ。

　ガスは授業で、こいつの前に並の戦士を十人並べても死体が十転がるだけだと言っていたけれど、流石にそれは誇張だったのかもしれない。

　……だってこいつはブラッドに比べてずいぶん鈍い。

「はッ!!」

　タイミングをはかり、一気に間合いを詰める。

　繰り出された短槍を盾で逸らす。ガリガリと、盾と槍が擦れる音がした。

　懐に飛び込むと、もはや魔法を使えない顎を用いてヴラスクスは嚙みついてくる。

　が、これも予想済みで姿勢を低く転がるように回避し――跳ね起きざま、尾てい骨の辺りへ長剣の切っ先を突き込む。即座にねじりを入れて尻尾の接続部を破壊すると、再び死角からこちらを狙っていた尻尾の先端が力を失い崩れ去るのが感じられた。

　ヴラスクスが驚したように、一瞬動作を止めた。

　畳み掛ける。円盾を構えて、盾ごとの体当たりを敢行した。

　当たり前だけれど通常なら、百六十センチかそこらの僕が二メートル前後の巨体に体当たりをしたところで揺るがせることはできない。

　けれど相手は今は骨の身で、長い尻尾を失ってバランスが崩れている。全身の力を込めて盾ごと体をぶつけると、衝撃が走り、次の瞬間にはヴラスクスは転倒していた。

　短槍の柄を踏みつける。

　が、ヴラスクスは即断で短槍を手放すと、跳ね起きつつ両手を伸ばして嚙みつきにきた。

　……思惑通りに。

　既に僕は剣の柄を両手で握って、それを迎え撃つため大上段に構えていた。

「やぁ、あああああッッッ!!」

　満身の気合を込めて剣を叩き下ろし、喉笛に向かってきたヴラスクスの頭蓋を砕いた。

　骨片が散り、巨体の骨格がうつ伏せに倒れる。

　――そして宙に、折れた僕の剣の切っ先がくるくると舞った。

　カラン、と部屋の隅に剣の先が転がる。

「…………あ」

　ヴラスクスが塵となってゆく。けれどここまで頼ってきた無銘の長剣は、強敵を下した対価とばかり、見事にへし折れていた。

　さぁっと血の気が引く。

　まずい。

　この不死者が徘する地下街でメインウェポンなしは極めてまずい。

　流石に動揺したけれど、ふとヴラスクスの持っていた短槍が、塵と化していないことに気づいた。拾い上げてみると、デーモン風ではなく、ドワーフ風の槍だ。

「んー……」

　ひょっとして、この地下街にあったドワーフたちの作品なのだろうか。

　だとして、どうして長年のあいだ、錆びもせず……と思って観察してみると、槍の各所に《創造のことば》が刻まれていた。

　ガス曰く、かつて神々の戦いの時代には、神々が様々な道具に様々な《しるし》を刻み、多くの神剣秘宝を創りだした。ドワーフたちはその技を部分的に引き継ぎ、武器に《ことば》を込める秘技をもっていた、という。

　この錆びていない槍は、地の民ドワーフの魔法の武具というわけだ。

　こういう武具はおしなべて極めて頑強で、霊体のガスのような物理的な攻撃の通じない相手にも効果を発する。ものによっては、炎を発したり衝撃を生じさせたりといった、強烈な付与効果のついているものもあるらしい。

　……ただ、この場では鑑定しきれない。効果の分からない槍を振り回すのは怖い。

　けれど、メインウェポン無しは、もっと怖い。

　まぁ、ヴラスクスが普通に振り回していた以上、使い手にとって危険な効果はないだろう。後でガスに鑑定してもらうとして、この場はこの短槍に頼ろう。

　そう決断すると、槍の柄を握って、何度か繰り出したり、繰り込んだりしてみる。

　……手に吸い付くようで、素晴らしく扱いやすい。

「よし」

　これでなんとか、進んでみようか。

　そう考え、足を踏み出した瞬間。

「…………！」

　背筋にぞっとするほどの寒気が走り、僕は振り返った。

　ガスがいた。

　全身に、殺気をみなぎらせて、僕を見ていた。




　◆




「…………ガス？　ガス、だよね？」

　思わず確認してしまったのは。その佇まいが、あまりに鬼気迫るものだったからだ。

　鷲で目付きが悪くて、賢くて何でも知っていて、ちょっと偏屈そうな幽霊老人。ブラッドやマリーとは違って、一歩引いたスタイルで僕に接していて……けれど、真摯な態度で繰り返し教えを乞えば、それを無下にはしない誠実さがある。

　それが、いつものガスだ。

　根本の部分では、きっととても善良で優しい人なのだと、僕はそう信じている。

　……でも、今は、違う。

　射るようにこちらを睨む目には明確な殺意が籠り。構えられた手には、恐らく相当の魔法を行使するに足るであろうマナの気配。

　僕の首の付け根のあたりが、冷たい息を吹きかけられたようにぞくぞくと粟つ。

「…………」

　ガスは、何も言わない。
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　まるで別人のようだ。殺気を込めて身構えると、この人は、こんなにも恐ろしいのか。

　でも、何かの幻覚や変装には見えない。

　間違いなくガスだ。

　けれど、なぜ彼はこんなにも殺気立っているのか。

　そもそもなぜ、ここに？

「……あ」

　――もちろん監督はすっけど事故るとマジで死ぬからな。死ぬなよ。

　たしかブラッドは、そう言っていた。

　監督するが事故死の危険がある、というなら、逆を言えば事故がなければ死なないわけだ。つまりいくら厳しくともこれは授業の範で、手酷いミスや出会い頭の遭遇や即死しない限り、僕の手に余る事態になったら助けは期待できる。

　では、どうやって助けるか。この地下街でその役目を担うとしたら……まず、壁を抜けられる霊体のガスだ。この迷宮めいた地下街を、いざとなったら助けられる距離で尾行するのは、マリーでは無理だしブラッドでも難しいに違いない。

　恐らくガスは、この地下街を彷徨い、戦い、出口を求める僕をずっと監視していたのだろう。だから、つまり……

「……これも、授業、なの？」

　恐る恐る問いかけた。

　これは授業の一環で、ガスは相手を務めてくれる、ということなのだろうか。

　……そうだったらいいな、と僕は信じたがっていた。

　ちがう、そうではない！　と本能が全力で警鐘を鳴らしていた。

「授業、なんだよね？　えっと、条件とか――」

　答えの代わりに《ことば》が宙に描かれはじめた。

　文字を見れば分かる。あれは攻撃用の《ことば》だ。

　……人を殺すための、魔法だ。

「っ!!」

　そう判断した瞬間、僕は踵を返して逃走を選んだ。

　何が起こっているのか分からない。

　でもとにかく、逃げないと……！

　そう直感し、背後を警戒しながらも、広間の出口に全力で走りだした。その瞬間、

「《起動せよ》……」

　底冷えのするような声音で、ガスが《ことば》を紡いだ。

　すると今しがた逃げようとしていた出口付近の瓦が、天井すれすれ、三メートル近い巨大な人形となって起き上がる。

「なっ!?」

　魔法のちからで創りだされた石人形！

　先んじて瓦礫に複雑な《しるし》を刻んでおき、起動の《ことば》を唱えたのだ。

　指で描いた文字は見せ札。僕に逃走を選択させるための一手……ということは。

　ここは既に、ガスが入念に準備を張り巡らせた殺傷区域だ。

　そう気づいた瞬間にはもう、ゴーレムの拳が僕に迫っていた。

「……ッ！」

　圧倒的質量の拳は、円盾では受け切れない。

　体きでぎりぎりを見切ってかわすと、手に入れたばかりの魔法の短をカウンター気味に突き出す。狙うのは腹。ゴーレムを維持する《しるし》だ。

　魔法の槍の穂先は瓦礫でできたゴーレムに対し、肉に串でも入れる程度の手応えでするりと貫入した。そのまま薙ぐように振り切って《しるし》を削り取ると、ゴーレムはがしゃりと瓦礫と化して崩れ落ち――

　次の瞬間、僕の頭のすぐ脇を何かが掠めて飛び、壁にぶつかり硬質の撃音とともに飛び散った。

　即座に横っ飛びに跳ねる。出口が遠のく。

　何を投射された？　と疑問に思う間もなく、続けざまに幾つも飛来したのは――瓦礫だ！　見ればガスが宙に描いた《ことば》の周辺に、無数の瓦礫が浮き上がっている。

　そしてそれが次々に、拳銃の射撃のように連射されてくる。

　《石礫》の魔法、しかもとてつもなく高度なものだ……！

「う、わ、あっ!?」

　床の上を転がりまわって避ける。

　瓦礫の細かな欠片は盾ではすべてを防ぎきれず、各所に当たって火のように痛い。

　必死に息を整え、更に投射される石に対して《打ち消しのことば》を発しようとした瞬間、

「《落ちる》《蜘蛛網》」

　……ぞっとした。

　馴みの魔法、《蜘蛛糸のことば》だ。

　かつてブラッドとの訓練で使用して、この魔法の恐ろしさは身にしみている。

　咄に《打ち消しのことば》を、上方に放った。蜘蛛糸が搔き消える。

　盾を構えてそのまま出口に走ろうとして、予兆もなく足元に脂が走り、すっ転ばされた。

　なんだ。何が起こっている。魔法の投射が速すぎる。

　いくらガスでも、こんな速度で魔法を連射できるはずは……そう思って、視線を向けて、真相に気づいた。

　――ガスは、口頭による《詠唱》と指運による《記述》を、当然のように併行して行っていた。

「二重魔法投射……！」

　理論上は可能だろうけれど、少しでも誤れば自爆の可能性もある《ことば》を、同時に発声し記述する。しかもマナもそれぞれに振り分けながらだ。

　試さないでも分かる。簡単な事じゃない。

「っ、く……!!」

　追加で叩きこまれた石礫を必死に転がって回避。

　なんとか脂の範囲外まで逃げようとするけれど、更に蜘蛛糸。

　麻。衰弱。鈍化。眠りの雲。無数の凶悪な弱体化の術が襲いかかる。

　一瞬でも動きを止めれば石礫の餌食だ。

　《打ち消しのことば》や、身ごなしでなんとか致命打を避け、見苦しく幾度も逃走を試み続けるけれど、すべて失敗。

　必死に対応するけれど、僕はじわじわと追い込まれていき……

　ついに業を煮やしたのか、ガスは無表情のまま、ゆっくりと両手を広げた。

「え…………？」

　マナのきらめきとともに宙に描かれる、左右それぞれに異なる《しるし》。

　しかも口では続けざまに《ことば》詠唱をしながら、だ。

　……三重魔法投射。

「うそ、でしょ……」

　もう、絶望的だった。

　単純計算で、ガスは更にもう一人ぶんの火力を発揮できることになる。

　逃走の余地はない。逃げ切れない。殺される。

　ガスは無慈悲な視線で僕を見下ろすと、躊なく魔法を発動させようとしている。

　本気だ。ガスは本気で、僕を殺そうとしている。

　なんで。どうして。

「ガス……」

　なぜ殺されるのかも分からないまま、育ての親に殺される。

　……いやだ。

　いやだ。そんなのいやだ。

　死にたくない。死にたくない！

　目に涙が滲む。思考が加速し、ぐるぐる回る。

　死にたくない。逃げないと。でも逃げられない。逃げきれるわけがない。

　死にたくない。

　死にたくない。

　死にたくなければ。

　死にたくなければ、どうすればいい？




　――この短槍は、《ことば》の刻まれた、霊体にも通じる短槍だ。




　投槍だ。投げつけろ、刺せ。僕の頭のなかで冷静に囁く声がした。

　今なら僕が一瞬早いかもしれない。ガスを刺せば。当たりどころが良ければ。ガスを殺せば、僕は生き残れる。

　ガスから殺しにきたんだ、殺されるのは当然の報いだ。だから。

　刺せ。刺すんだ。刺せ。刺せ。

　殺せ――!!

　頭のなかに狂ったように響く絶叫を聞きながら。

　僕は――――無理やり微笑んで、強る手で、短槍を放り捨てた。

　短槍が転がる音が、やけに大きく響いた。

　ガスが、驚いたように魔法の発動を止めていた。

「ガス。……ねぇ、ガス」

　なんて言えばいいのだろう。

　分からない。でも、分かることはある。

「ガスが、僕を殺さなくちゃいけないってことは……僕を殺さなくちゃいけないだけの、何かがあるんだね」

　そうでなければ、ガスが僕を殺そうとなどするはずがない。

　それだけは、こんな事になっても、信じられる。

　慕っていたのだ。本当に、慕っていたのだ。

「ねぇ、ガス。……おじいちゃん」

　両手を広げる。

　く、と顎を上げて、喉を晒した。狙いやすいように。

「いいよ。反撃のチャンスなんて、くれなくても」

「――――！」

　ガスが息を吞み、言葉を詰まらせた。

　おじいちゃんがこんなに驚いた顔なんて、久々に見たな、と思った。

　幼い頃の、言葉の一件以来かもしれない。

「……分かるよ」

　そもそもガスが本気なら、こんな茶番すら必要ない。

　ここは生者が僕しかいない地下空間だ。火炎の魔法でも盛大に撒けば、酸欠と中毒で僕だけを労せず殺せるだろう。あるいはもっと単純に、この広間の天井を衝撃魔法で崩せばいい。霊体のガスは壁抜けができる以上、落ちる天井だってすりぬけられる。やはり死ぬのは僕だけだ。

　それなのにガスは、石礫の魔法などという悠長な手段で僕を殺そうとした。

　――――まるで僕に、反撃のチャンスを与えるように。

「分かるけど。分かるけどさ……」

　きっと、そこがガスのぎりぎりの妥協点だったのは、分かる。でも……

「僕、ガスと殺しあいなんて、したくないよ、やだよ……」

　涙がこぼれた。

　僕だって死ぬのは嫌だ。怖い。とても怖い。

　いちど死んだ記憶があったって、怖いものは怖いのだ。それでも、

「死ぬのより、ガスを傷つけるほうが、いやだよぅ……」

　胸の奥からどうしようもない何かがこみ上げてきて、しゃくりあげてしまう。

　格好わるいなぁ、と思った。

　……二度目の死くらい、もう少し格好よく、受け入れたかった。

「それがガスにとって、だいじなら――それで、いいから」

　……ガスはすべての魔法を中止し、無言で佇んだままだ。

　そんな彼を見つめて、ぎこちなく笑いかけた。

「ころして、いいよ。……こわくなんて、ないさ」

　唇を引き結んで、無理やり格好をつける。ぶざまな死にかたは、できない。

　――僕は、ガスの弟子なのだ。

「あ、で、でも、あんまり痛くしないでくれるとうれしい、けど……」

　ガスは……無言のまま、僕に近寄ってきた。

　僕はぎゅっと、震える手を握る。

　ガスが手をかざす。

　僕は強く目を閉じて――

「やぁ、すまん!!　ちとやり過ぎたな！　ふぁっふぁっふぁっ！」

　そして聞こえたのは、そんな声だった。

　ガスは透明な手で僕の頭を撫でる真をしながら、やけに大仰に、そう叫んだ。

「え……」

　僕は、驚いた。

「だが地の利もあったがワシの勝ちじゃな！　ほれ、驚いたじゃろうが、対魔術師戦の経験も積めたじゃろ！　な？」

　驚いたのは、これが授業だったことじゃあない。




　僕は、ガスがすべてを授業だったことにしようとしていることに驚いていた。




　その証拠に、続けざまにまくし立てる声は、いつものガスらしくないものだ。

　なぜ？　どうして？　……情にほだされた？　まさか。ガスほどの人が？

　ありえない……でも、なら、どうして。

「ガス…………」

「ほれ、何も聞くな！　ヴラスクスを倒して槍まで手に入れたなら、ブラッドとて万々歳じゃろ！　こんな辛気臭い場所からは、さっさと出てしまうに限るわ！　なぁ、ウィル！」

　ガスは饒だった。きわめて。その時、僕はひどい顔をしていたと思うけれど……

「そうじゃ、さっきの《二重》と《三重》は凄かったじゃろう？　これからは、ほれ、ああいう実戦向けの行儀の悪い技も教えてやるでな。だから、機嫌を直しておくれ……？」

　ガスも、たぶん、泣きそうな顔をしていた。

　……この都市には。三人には。僕の来歴には、やはり謎がある。ブラッドは、たぶん、僕が十五歳になる頃には、それを話してくれるだろう。

　謎が明かされる日は、もう、すぐそこだ。




　◆




　ガスとの一件があってからの日々は、今までと変わることのないものだった。

　僕はいったんガスとともに出口に辿り着き、待っていたブラッドに合流しても、一言もガスとの戦いを口にしなかった。ガスがブラッドに打ち明けないというなら、打ち明けないだけの事情があると信じたのだ。

　もちろん、隠したわけだから、多少は態度がおかしくなったかもしれない。

　けれど、そもそもあの極めてクレイジーな訓練で、不死者の巣窟に放り込まれて半日かけて生還したばかりだ。いくらか挙動がおかしくなったところで、まだ恐怖と緊張が抜けていないのだろうと、ブラッドもマリーも誤認してしまったようだ。

　……それと、ヴラスクスの骸骨というのは、実は割と厄介な存在だったらしい。ガスが訓練経過の報告で、「ウィルがヴラスクスと戦った」というと、ブラッドは仕方ないという調子で、「そりゃガス爺さんが助けに入っても仕方ないな」と慰めるように言ったのだ。僕が単独で勝利する可能性をまったく考慮していない声だった。

　単独で完勝じゃったぞ、とガスが言うと、ブラッドの顎が落ちた。文字通り、下顎骨がぽとっと。地面に。

　慌てて顎骨をはめ直すブラッドというのは中々シュールな光景だった。

　……しかしそんなにヴラスクスというのは厄介なのだろうか。ブラッドよりも数段以上、弱く思えたのだけれど、実は何かの理由で本来より弱体化していたとかなのだろうか。不死者はおしなべて、生前から技能や能力は成長しないと習ったはずなのだけれど。

「えっと、ヴラスクスって、ブラッドにとってはどのくらい面倒な相手なの？」

「ん、俺か？　俺ならまっすぐ進んでそのまま首刎ねて終わりだな！」

　ブラッドがふんぞり返って言った。

　……なんだ。ヴラスクスって、やっぱりそんなに強くないじゃないか。

　単にブラッドが僕をちょっと過小評価しすぎか、あるいは実戦で実力を発揮できないんじゃと思ってただけのようだ。

「それじゃ、僕もヴラスクスに勝てたくらいじゃ、まだまだだよ」

　少し力を身につけたところで、のぼせあがれば高転びしてしまう。慎まないと。

　そう考えて言うと、ブラッドとガスは二人して変な顔をした。そしてそれぞれに、

「お、おう」

「そ、そうじゃな」

　などともごもごと言った。何だろう。僕は何か勘違いをしている気がする。

　分からないまま話題は流れて、戦利品のほうに移った。地下街では古い硬貨や装飾品なんかも見かけたけれど、荷物の都合で持ち帰ったのはあの短槍一本だ。

　僕の初めての戦利品ということで、三人も興味津々だ。

　皆で槍を眺めて、あれこれと品評する。

　穂先は直槍型で、刃渡りは長め。柄と合わせて僕の身長を越えるくらいの長さだ。

　刃紋は直刃で、切っ先大きく、鋼が明るく冴えている。根本のあたりで一度きゅっとくびれているが、その具合が艶めいていてなかなかいい、とはブラッドの弁だ。

　柄材はダークブラウンの渋い色合い。マリー曰くウォールナットという樹が材料らしい。《ことば》を刻まれた青銅のリングが穂先の根本に嵌っている。

　全体的にドワーフ造りらしい実用本位の短槍だけれど、それが逆に無駄を削ぎ落とした美しさと存在感を醸していた。

　暗い色の柄に、光を照り返して白く冴え冴えと煌めく鋼の穂先。これが僕の武器なのだと思うと、ちょっとガラにも無くテンションが上がった。

　思わず握って、庭で何度か素振りとか型とかやってしまうくらいだ。……いや、恥ずかしながら、男はいつだってこう、自分専用の武器とか乗り物とかを持ちたいのだ。

　多分、同じ男性ならこの気持ち、みんな分かってくれるだろう。

　ガスに鑑定の仕方を改めて教えてもらいつつ、一緒に詳しく調べてみたところ、これは《おぼろ月》という銘の槍だと分かった。

　穂先と柄のそれぞれに、《創造のことば》による魔法効果が付与されている。

　穂先には貫通力や切断力の強化や、破損や摩耗への防護の《ことば》と、更に例の《光》を基礎とした《ことば》が刻まれ、範囲や輝度を調整可能な照明となるようだ。目ましになるほど強い光は放てないようだけれど、暗中の照明には十分すぎる。松明いらずだ。

　そして柄には同じく強度と品質保持の《ことば》のほか、物体の伸縮に関する《ことば》が刻まれていた。硬度や靱を保ったまま、数分ほどで柄の長さをある程度、調節できるらしい。戦闘中にいきなり長く伸ばすとかはできないけれど、状況次第で長槍としても使えるし、閉所には短槍として持ち込める。

　……炎とか衝撃とか派手な効果ではないけれど、どちらの効果も便利だ。何くれと使い道が思い浮かぶ。

　凄い。ホントに凄い。ホントに、魔法の武器だ！　しかも自分のもの！

　更にテンション上がって思わず色んな長さを試しては槍を振り回したり、汚れてもいないのに繰り返し槍を磨く僕を、三人、特にブラッドとガスがとても生温かい目で見ていた。




　◆




　それからは、平穏に日々が過ぎていった。

　ブラッドの授業では、時々地下街に潜ることになったけれど、もう慣れたものだ。《おぼろ月》や長剣を手にして、不死者化した悪魔たちを相手に何度も何度も実戦を経験した。ヴラスクス級の個体に遭遇しても、前よりも手こずらない。

　最終的に地下街の構造もおおよそ覚えてしまったうえ、もう何が出ても相手にならなくなったので、ついに僕のほうにハンデが課せられた。たとえば衣類と短剣のみで地下街に侵入し、不死者から武器防具を奪うなりの現地調達で指定数を仕留めて帰る、という形だ。なかなか大変だったけれど、それもなんとかこなせるようになるまで、そう時間はかからなかった。

　ちなみにあれこれ保存状態のいい武器や装飾品も拾ったけれど、流石に《おぼろ月》以上の銘品はなかった。でも質の悪い武器や数打ち、銘品、長いものから短いものまで、色々な武器防具を使ってみるのはとても良い経験になったと思う。

　それからガスは約束通り、二重や三重の魔法行使などの裏技を教えてくれた。

　前世でも左右の手でそれぞれ別の文字を書く芸とか、楽器を演奏しながら別のパフォーマンスする大道芸があったけれど、魔法の多重投射はあれに近い。ブラッドの武術と同じで、有用な組み合わせを体に覚えさせて自動化するのがコツなのだろう。実用的な組み合わせを幾つかガスと検討して体になじませたけれど、二重はともかく三重はあまりに難易度が高く、まだ完全に覚えきれない。ガスの長年の修練のたまものなのだろう。いつか追いつきたい。

　……座学にも変化があった。苛烈な詰め込みがなくなったのだ。

「おぬしの学識はもう十分じゃ」

　いつも授業をする部屋で、ガスは微笑みを浮かべて頷いた。

「もっと別のことを覚える時期じゃな」

「別のこと？」

　問いかけると、うむ、とガスは頷いた。

「ブラッドとともに地下街へ向かい、硬貨を集めてくるが良い。大切なことを教えてやるでな」

　真剣な口調でそう言われ、僕は背筋を伸ばして頷いた。

　硬貨を使って何をするのか分からないけれど、ガスがここまでいうのだ。

　きっと、本当に大切なことに違いない。

　そう思ってブラッドとともに硬貨を集めて戻ってくると――

「おう、待っておったぞ」

　ガスはサイコロと碗と、あとなんか駒と盤を手に待っていた。

「お、爺さん、久しぶりにやるか？」

　ブラッドがなんだか凄くウキウキした声で言った。

「ようウィル、お前はまだやったことねぇよな！」

「…………」

「まぁ一度やりゃおおよそ分かるんだが……ウィル？」

「…………」

　あの。ガス？

「なんじゃ」

「それはいわゆるバクチというやつでは？」

「バクチとは下品な言い方じゃな、優雅に知的遊戯と言わんか」

「やっぱりバクチじゃん!?」

「まぁまぁまぁ、そうカッカするでない」

「カッカもするよ！　大事なこと教えてくれるっていうからけっこう期待してたのに、なんでまたバクチなのさ！」

「いやぁ、知的遊戯というのは侮れんぞ？」

　そこからガスは滔と屁をこねはじめた。

　一流の魔法使いとなれば、知的遊戯にも通じていることが嗜みのうちじゃ。

　なぜならこの手の遊戯は時々、魔法使い同士の決闘にも使われる。魔法は色々と危険性が高い。何かの拍子で揉めた憎い相手と、物理的に決闘すると、双方相討ちの不毛な結果が多発してしまう。そこで揉めた際は契約書を書いた上で、知的遊戯で決着をつけることが時折あって云……

　僕はちょっと前世のカードゲームものの漫画なんかを思い浮かべたけれど、考えてみると時折ゲームが決闘裁判式に使われるのは、漫画のみならずリアル歴史でもだった。

　とするとこの世界でも、やっぱりギャンブルとか覚えておいたほうが――

「って、いやいやいや！」

　危うく説得されかけ、首を左右に振る。

「バクチはバクチでしょ！　マリーぜったい怒るって！」

「ほう、ウィル……」

　ガスがにやりと笑う。

「おぬし、さては怖がっておるな？」

「はぁ？」

「いやいやいや、隠さずともよい。《彷徨賢者》と讃えられるこのワシと、正面から知的遊戯の腕を競うなぞ、恐れをなして当然よ」

　見下すような笑みだった。

「そうじゃなぁ、マリーが怒るものなぁ。逃げても致し方あるまいなぁ！　逃げても！　うむ、よいぞ、逃げよ逃げよ。ワシはブラッドと楽しむことにするわい」

　ひひひ、とわざとらしい嘲り笑いまでつけてくる。

「……言ったなぁ？」

　それでつい、乗っかってしまった。

　ウン。……乗っかってしまったのだ。

　ご存のように、賭け事というのは依存性がある。前世では病的賭博、いわゆるギャンブル依存症などという病名が存在したくらいだ。

　賭博の負けは焦りと怒りを生み、勝ちは快感と充足といった刺激を脳に与える。そのうち刺激に耐性が生じ、より強い刺激を求め、人は賭博にのめり込む。

　前世のさまざまな典籍を引用するまでもなく、この魔の遊戯に魅せられた人間は枚挙にいとまがないわけで――

　つまり、何が言いたいかというと、

「六ゾロ！　よっしゃ俺の勝ちぃ！」

「くっ、相変わらずおぬしの勝負勘は……！」

「次、もう一回やろう！」

　うっかり僕ものめり込んでしまった。

　前世のバックギャモンみたいな、サイコロを使ってボードの上を駒を進めて競うゲームだ。

「よしよし、もう一勝負だな。だが待て、いいかウィル、コツを教えてやろう。こういうのは流れってのがあってだな」

「いや流れなぞ幻想よ！　すべては記録と確率じゃ、合理的な勝負を繰り返せば最終的にはじゃな」

「んなこと言ってジリ貧になってるの爺さんじゃねぇか」

　現在ブラッドが、手元にたくさんの金貨を積み上げている。

　ブラッドは細かい負けは多いのだけれど、ここぞの勝負をはずさないのだ。

　こういうのを見てると、流れとか勘とかそういうのを信じたくもなる。

「…………」

　次に勝っているのは僕だった。

　手元にはそれなりに手堅く挑み、ブラッドとの大勝負を避けた結果の銀貨の山。

「ぐぬぬ……」

　そして一番負けているのがガスだった。

　理論と確率が大事と言いつつ、ブラッドとの大勝負となるとついそれを捨てて張り合ってしまうのは、意地っ張りなガスの性格が出ているのだろう。

　このままうまく二位を堅持して、できればうまく機をうかがって一位をもぎとりたい。とすると次の戦略は――

　と、考えたあたりでスパーンと部屋の扉が開かれた。

　マリーの登場だった。

　僕もブラッドもガスも、一様に「あっ」と口を開いた。

「…………」

　彼女は目を伏せ、穏やかな微笑みを浮かべていた。

　いつもの表情のはずなのに、どうしてか僕は震えが止まらない。

「三人とも、そこに直りなさい」

　静かな声に、どっと冷や汗が噴き出した。

「いやそのじゃな」

「マリー、これには事情が」

「っていうかガスが」

　三人とも手を振って慌てて弁解しようとし、

「そこに直りなさい」

　けれどマリーの笑顔に、全員が逆らえなかった。

　お説教は長く厳しいもので、だから僕は、とても大切なことを学んだ。

　……賭博にのめり込むのは、良くないね！




　◆




　賭場開帳事件はともかくとして、そんな感じで大きく変化したガスの授業に対して、ブラッドの授業は、あまり変化がなかった。

「ふ……っ！」

　息を吐きながら木の枝を握り、僕は上半身裸で懸垂運動を繰り返していた。

　ゆっくりと背筋に効かせるように体を引っ張り上げる。

　――片手で。

「ふ……っ！」

「おお、背中が分厚くなってきたな」

　ブラッドの訓練は変わらない。

　体を鍛え、技を鍛え、そして狩猟や木登り崖登り、あるいは水泳や採取、それに伴う魚類や植物の見分け方などを習得していく。

　訓練は変わらない。

　けれど、僕の体はそれに伴ってゆっくりと変化していた。両手でしていた懸垂が錘を加えたものになり、次には片手で。腕立て伏せも背に錘を載せ、あるいは逆立ちで。

　腹筋は割れ、胸板は厚く、腕や腿は太くなり。少しずつ、変化してゆく。――かつてのブラッドのような、戦士の肉体へ。

「よっし、そこまで」

　日課の基礎トレーニングを一通りこなすと、ブラッドはそう言った。

「今日は何をするの？　打ち合い？」

「いや、今日はちっと蜂の巣狙いてぇ。水浴びて汗流したら、服をたくさん着込んで、布持って来い」

　僕は頷いて、水を浴びて汗を流すと服を多めに着込んでブラッドのもとに戻る。

　戻ってくるとブラッドは、小さめの壺を覗き込んでニヤニヤしていた。

「？　それは――」

「おう、見てみろ」

　覗き込んでみると、むんと甘い森の香りがして――同時に、鼻をつく独特の匂いがした。

　ぽつぽつと、中の液体から泡が立っているのが見える。

「いいか、ウィル。こいつはな、煮沸した壺に森葡萄の搾り汁入れてな」

「……お酒の醸造？」

「なんだ、分かってんじゃねぇか！」

　糖分のある液体にある種の菌が入り込むと、その菌は糖を分解してアルコールを生成し始める。つまりお酒だ。

「つまり蜂の巣狙おうって――」

「おう、はちみつブチ込んで加糖しようぜ！」

　当然、糖を増やせばアルコール度数が上がって、きついお酒になる。

「男なら、酒に慣れとかねーとな」

「……マリーに怒られない？」

「なぁに、こっそりやろうぜ、こっそり。男同士の秘密ってことでよ！」

　眼の鬼火を楽しげにキラキラさせつつ言われると、嫌とも言いづらい。

　僕はついついそれに乗っかり、二人で森を駆けて蜂の巣さがして、ゲハハと笑いながらソレをいぶし、はちみつを手に入れて酒壺に加糖した。

　ついでにブラッドに勧められて蜂の子を食べたのだけれど、意外と美しかった。……自分も前世にくらべて野性的になったものだなぁ、と思う。

　そしてしばらくの日数をおいて、ちゃんと発酵してお酒になっていることを確認してから、二人っきりの差し向かいで杯を交わした。

　といってもブラッドにはもちろん喉も舌もない。口に入れる端からぼたぼた落ちてしまって――

「ああ、うめぇ。うめぇなぁ」

　きっとお酒の味なんて分からないし、酔えないはずなのに。

　ブラッドはとても美味しそうで、楽しそうだった。

「……うん」

　僕も、ブラッドと差し向かいで飲むお酒は、美味しかった。

　大したつまみもなしに次々に杯をあけて、月を肴に差し向かいで酔っ払う。

　だんだん、ふわふわといい気分になってきて、ちょっとした冗談でゲラゲラと笑いあう。

　そうしてどんどんテンションが酔っぱらいのものになった結果――

「度胸試しだぁ！」

「度胸試し？」

「ちょいとマリーの着替えでものぞきにいくかぁ！」

「おー、度胸がある！」

「だろぅ？」

「さっすがー！」

　ハハハ、ハハハと笑いながらなぜかそんな流れになった。

　もちろんまずい行為だと、理性では分かっていた。

　そもそもコレ何が楽しいんだよ！　というもっともな指摘も、鈍磨した理性はちゃんとしていたように思う。

「ハハハ」

「ハハハ」

　酔っぱらいにそんな指摘は無意味だったけれど。

　……すみやかに移動する。神殿の廊下がふらふらしている。いや僕がふらふらしているのか。

　タイミングをはかり、するするとマリーの部屋に接近する。

　衣れの音。

　ブラッドと二人で隙間から覗き込む。

　ゆったりとしたローブを脱いでゆくマリー。

　僕もブラッドも、その気になれば身ごなしも静粛性も相当のものだ。覗きくらい余裕でこなせる。

「あっ」

「おまっ、ばっ」

　シラフの時であれば。

　ふらつく足で盛大に転倒した。

「きゃぁっ!?　だ、誰ですっ!?」

　逃げようとするけれど間に合わない。

　あっという間にありものを着込んで出てきたマリーにとっつかまり――

「ウィル、ブラッド!?　いったい何をって、酒臭っ!?」

　この時ばかりは、マリーもずいぶん取り乱していた。

「いや、あの……これは……！」

「おう、お前の着替え、ちょいと覗くかってなぁ」

「な、な、な……!?」

　たぶん生前であれば、赤面していたのではないだろうか。

　慌て恥じらうマリーは意外と可愛らしく、一瞬ドキリとしてしまい――

「何してるんですか、ばかぁッ！」

　そうして、僕の頰には紅い手形がつくこととなった。主犯のブラッドなんて頭骨がぐるぐる回転する勢いでぶん殴られたうえにそこからマウント取られて連続で殴打されていた。

　……泥酔したうえに女性の着替えを覗いたのだから、まぁ相応の処置というか、よくこれで許してもらえたものだと本当に思う。

　そして翌日目覚めたら、なぜか夢精していた。

　……そう、精通である。

　声変わりの時期だからそりゃ精通もするだろうけど、性の目覚めがマリーの着替え。

　性の目覚めがマリーの着替え……

　おまけにそれがブラッドにバレて指さして大爆笑されたので蹴りを入れた。

　そしてこのマリーに対する秘密は墓まで持っていくことを誓い合ったのだった。汚れた下帯を洗いながら。

　……今後、お酒は控えよう。ホントに控えよう。
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　そんな調子でブラッドやガスとのエピソードに焦点をあてると、何だか僕がとんでもない悪たれ小僧になった気分になってくる。

　けれど、基本的に僕はいい子だ。いい子、のはずだ……多分。恐らく。

「マリー、畑の草むしっといた、あと洗濯物は干しておいたよ」

「はい、ウィル、おつかれさまです」

「それとついでに神像の埃も払って、お花も供えておいたから」

「……あら、まあ！」

　その証拠に最近では、手伝いではなく、マリーの先回りをして家事ができるようになってきたのだ。先回り……つまり指示待ちではなく、ちゃんと家事の手順をすべて把握し、何が必要かを考え、マリーより先に実行するのは意外と大変だった。

　マリーは行動が早い。いわく、「ちょっと何かが気になった時に、すぐに処理をするのが家事を溜めないコツ」なのだそうだ。掃除道具や農具は普段から手に取りやすいところに置いてあり、ちょっとした埃や雑草でも気になったらすぐに処理してしまう。

　先んじるにはあちこちにちゃんと目を配らないといけないし、面倒臭がってもいけない。マリーの労力を減らすようにと考えて行動するのは、ある意味でブラッドやガスの授業よりも勉強になったかもしれない。少なくとも、普通に生活していくという意味では、腕っ節が強くなるよりよほど大切なことだ。

　前世でもこうやって、せめて家事でもしていれば、少しでも家族の負担を減らせたのかもしれない。……この世界で生きるうえは、同じ過ちは二度は繰り返すまい、と思う。

「ありがとうございます、ウィル。それじゃあ手も空いたことですし……そうだ、今日は散髪をしましょうか」

「あ、そういえば」

　気づいたら髪が伸びてきている。最後にマリーに散髪してもらったのは、いつだっけ。

　……マリーは散髪も巧い。ちなみにガスはやろうともしないし、一度ブラッドに頼んでみた時の結果なんて無惨の一言だった。

「それじゃ、お願いします」

　最近は声変わりも終わって、ぐんぐん背も伸びてきて、肩幅も広くなった。

　マリーもガスも追い抜いて、ブラッドとはまだ肩を並べるとはいかないけれど、それなりに体格差も縮まってきた。格闘戦の練習もできる。

　秋の涼しい午前。マリーはよく研いだハサミで、躊躇いなく僕の髪をちょきちょき切り落としてゆく。

「ウィルも喉仏が出てきましたし、そろそろ髭も生えてくる頃でしょうか……」

「そうだね。カミソリの当て方とか、ブラッドに習おうかな……ブラッド、覚えてるかな」

「ふふ、ブラッドも長いこと、カミソリなんて当てていないでしょうしね」

　前世じゃシェーバーが普及しすぎて、普通のカミソリで髭を剃ったことがある若者なんてどれくらいいるだろう。当然、僕もできないので、習わないといけない。

　でもカミソリ傷とか痛そうだし、外の世界の風習が許してくれるなら、あるいは伸ばすのもいいかなぁ……と考えたところで、ふと思うことがあった。

「そういえばブラッドの元の顔って、どんな感じだったの？」

　ガスはそのまんまだ。マリーも水分抜けてるだけで、豊かな金髪も優しそうな目元もそのままなので、想像できるといえばできる。ブラッドが一番想像しづらい。

　尋ねてみると、マリーは懐かしそうに遠くを見て、ハサミを止めた。

「……ウィルとはだいぶ違った感じでしたね。ブラッドは骨格からも分かるでしょうけど、腕も首も太くて、肩幅も広くて……いかにも自信満々で、向こう意気が強そうな、野性的な顔立ちでしたよ。獅みたいにたなびく髪に、相手を射すくめるような鋭い瞳……美男子、っていうにはちょっとコワモテだったかもしれません」

　見慣れたブラッドの骨格に想像のなかでたくましい筋肉をのせて、そこに皮を貼り付け髪をのせていく。射すくめるような眼しの、野性的でたくましい、獅子のような男……

「……わぁ、しっくりきた」

「でしょう」

　なかなか格好良かったんですよ、と少しはにかむように笑うマリーに思う。……やっぱりこの二人、そういう関係だったのだろうか。

　僕の前では二人とも、大人としての節度を崩さないのでよく分からない。前世の記憶があっても、無論その手の機微には詳しくないので、なおさら分からない。

　マリーはハサミの動きを再開し、僕の髪を切り落としてゆく。

　手つきにはあまり迷いがない。時々、あちこち覗きこんでは確認をしている。

「はい、できました」

　しばらくしてそう言うと、マリーは僕に手鏡を見せてくれた。

　……手鏡の向こうには、凜しく爽やかな顔立ちの青年がいた。少し癖のある栗をしていて、深い碧色の瞳からは柔和そうな印象を受ける。顔だけ見ればお坊ちゃんっぽくもあるけれど、筋肉のついてきた体とあいまって、なんというか良家の若武者といった感じだ。

「ふふ、なかなか美男子じゃないですか？」

「そんなことないよ。僕はブラッドみたいな顔のほうがよかったかな」

　この世界は危険らしいから、威圧的で押し出しのいい強そうな顔のほうが、たぶん実用的だと思うし……それに何より、僕はブラッドのようになりたかった。

「あんまり似てない、ってのはちょっと残念」

　そう言うとマリーは笑って、ブラッドが二人もいたら大変です、と言った。

「でも、ウィルも本当にそろそろ大人…………あ」

「……？」

「ウィルも、もうじき成人の儀式なんですから」

　切った髪を払い、首周りの布を取りながら、マリーは言う。

「守護神をちゃんと見定めて、何を誓うか考えておくんですよ」

　……しまった、すっかり忘れてた。
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　この世界は多神教だ。大小さまざまな神がそれぞれに敬意を受けている。

　そして人ごとに、自らが特に信奉する神である守護神がいる。成人する前の子供は、親の守護神の庇下にあるものとみなされるらしいのだけれど、この庇護下から脱する……つまり自分個人の守護神を見定めて、誓いを立て、守護を願うのが成人の儀式なのだそうだ。

　そして人は、自らの守護神のこころにかなうように生き、死ぬことが良いとされている。というと何か縛りがあるようだけれど、環境や心境に変化があれば、改めて儀式をして信じる守護神を変えることも可能らしい。

　また、たとえば旅に出るときは誰しも風神ワールに供物を捧げるとか、守護神以外を時に応じて拝むことも普通。……ゆるい多神教的な感じだ。

　死生観は、おおよそ輪転生を基本としているらしい。

　人は死ぬと次元の彼方、信奉していた神々のもとに招かれ、そこで生前の行いを検められる。それが神のこころにかなっていれば喜びの野で安息を、かなっていなければ苦しみの荒野で悔悟を促され、そして一定の時が過ぎると再び生まれ変わる。そうして幾度も生まれ変わり、死に変わり、いつか魂を鍛え抜いた果て、人は神への階を上る……のだそうだ。

　度外れた英雄や聖者というのは、人の次元を超えて神に至る。と、言われても実際にはよく分からない。

　日本とか古代ローマとかの多神教世界だと、並外れた人物は死後に神として崇められていた。あんな感じになるのがゴール、ということだろうか。

　……神殿の広間は、相変わらず荘厳な印象だ。

　あの日、ここで目を覚ましてから、どれほど経ったのだろう。あのとき分からなかった彫像の神々の名前も、歳を重ね学んでゆくにつれて、すべて分かるようになった。

　これらはみな、この世界に古くから存在する、もっとも有名な神々だ。

　いかずちを象った剣を右手で掲げ、天を手にした壮年の、荘厳で威厳のある男。

　これは正義と雷の神、ヴォールト。

　善なる神々の頭領であり人間の庇、恵みの雨と裁きの雷を司る主神だ。統治者層から民衆までひろく信仰され、兄弟神たる専制と暴虐を司る悪神イルトリートと、激しい戦いを繰り広げている。

　土に実る稲穂を背景に、赤子を腕におさめて、慈愛の笑みを浮かべるふくよかな女。

　地母神マーテル。

　マリーの信仰する神さまで、大地の恵みと育児を司り、さっきのヴォールトの妻でもあるという。その祝には農事や育児に関わるものが多く、ヴォールトとともに、とくに農村部であつく信仰されているらしい。

　燃え盛る火炎を背に、槌とやっとこを手にした、背が低くがっしりした立派な髭の男。

　これは炎と技術の神、ブレイズ。

　ドワーフたちの祖であるとも言われていて、例のドワーフ地下街でもよくレリーフを見た。職人層からの信仰の他に、激しい気性とたゆまぬ鍛錬の功を唱えることから、ヴォールトと並んで戦士にも人気があるそうだ。ちなみにブラッドは、このブレイズを守護神として立てている。

　吹きゆく風の象形とともに、愛の良い笑みを浮かべて、酒杯と金貨を手にした躍動感あふれる若者。

　風と交流の神ワール。

　商業、交流、自由、幸運なんかを司るトリックスター。陽気な小人族、ハーフリングの祖。商人や博打ち、旅人なんかに信仰されていて、街道によくワールを祀った小さな社があるようだ。

　清流に腰まで浸かり、弓を片手に、もう片手を妖精かなにかに差し伸べる、薄布を身にまとった美しく若い女。

　水と緑の神、レアシルウィア。

　海や川や森の恵み、狩猟、精霊などを司る気まぐれな女神で、エルフの祖とも言われている。狩人や漁師とか樵など、自然と関わる職業に信者が多い。気まぐれな神さま扱いなのは、自然災害との絡みかも。……ちなみに見たことはないけれど、精霊、妖精というのもこの世界には実在するらしい。その力を借りる独特の神秘の術の大系というのもあるのだとか。

　何かの文字の彫り込まれた背景に、杖と開いた書物を手にした、賢そうな隻眼の老。

　これはガスが以前言及していた、文字を作った神さまで、知識神エンライト。

　知識人層に信者の多い神さまで、その隻眼は見えるものを、失った瞳は見えざるものを見通すというのだけれど、ガスはこの知識神エンライトではなく風神ワールが守護神らしい。いわく「象牙の塔で書物に囲まれるより、カネもって旅したほうがよほど良い」とか。

　以上、六柱の神々は、ことに多くの地域で崇められているのだそうだ。

　神話では最終的に悪神たちとラグナロクめいた戦いで相討ちになり、次元の彼方でその傷を癒しているというけれど……時々、《木霊》と呼ばれる分体のようなものをこの世界に降臨させて人々を導いたりもするらしい。

　いくつか教えてもらった英や武勲詩にも、善悪の神々の《木霊》がちらほら登場していた。なんとも壮大な話だ。

　……まぁ、僕は普通に生きるつもりだし、一生そんなことに関わることはないだろう。

　そんなことを思いながら、以前、どうしてか気になっていた灯の彫刻を見る。

　背景はなく、長い柄つきのカンテラを手にした、性別不詳の神。

　これは雷神ヴォールトと地母神マーテルの子、生々流転を司る灯火の神、グレイスフィールだ。

　魂、そして輪廻を司っている、死神めいた神さま。死者の魂の前に現れて、灯火で道を照らし、神々の野へ、そして次なる生へと導いてゆく存在なのだという。伝承は乏しく、性別は不明、外見も伝わっていない。神格としても極めて寡黙で、啓示も少なく、祝禱術で与えてくれるその神固有の術も実利的なものが乏しい。

　たとえば地母神マーテルの神官なら大地に豊を、妊婦に安産を、子供に健康を与える祝禱術が使える。雷神ヴォールトなら対象の言葉の真偽を判定する裁きの祝禱とか、高位の神官なら祈りで日照りの地に雨を降らすとかがある。

　だけれどグレイスフィールの固有の祝禱術は、死者の魂に安らぎと導きを与えるとか、やや実利に乏しい。

　……この世界では、神さまが実際に、現実世界に影響力を行使している。実際、僕も祝禱術で作られたお粥やパンを食べて育ったわけだし、そこは疑うまい。

　つまりそれは、この世界ではある日突然に祝禱術に目覚めれば、それだけで人生が変わるということを意味する。

　いきなり傷癒しや様々な奇跡めいた術が使えるようになり、周囲にもてはやされる。宝くじが当たるようなものだ。そういう意味で、得られる祝禱術など実利的な面も含めて守護神を選ぶ人が多く、グレイスフィールはさほど人気がないらしい。

　確かに宝くじを一枚だけ貰えるなら、配当金ができるだけ高いくじが良い、と思うのは自然なことだろう。そうして集まる信仰は神々の力となり、力を得た神々はますます信仰される。なんか貧富の差についての話みたいになってきたなこれ。

　ともあれそんな感じの、六柱の大神に次ぐ程度の、二線級の神さま。

　それが気になるのは……僕が前世の記憶を保っているせいだろうか。

　生々流転や輪廻を司るだけに、妙な縁を感じてしまうのだ。

　……神殿を見回す。

　数え十五歳になる今年の冬至になったら、僕はこの中のいずれかの神さまに誓いを立てて守護神として……そして春になったら、この神殿を出ることになるだろう。

　生きている者は生きている者の輪のなかに戻らなければならない。

　三人とも、当然のようにそう考えているのだ。

「…………」

　手を見る。

　変色した火傷痕が絡みつくように残っているその手は、もう、昔とは違う。手のひらはマリーとの家事や土仕事による汚れや小さな傷がある。ガスとの勉強によるインクの染み、ブラッドとの鍛錬による握りダコ……

　幼い頃の手とも違う。前世の、あの不健康な手とも違う。ちゃんと何かに、打ち込んできた手だ。

　……本当に、ずいぶん、色々なことを教えてもらった。

　マリーは、以前、外の状況がどうなっているか分からないと言った。ただ、危険になっている可能性が高い、と。ガスもブラッドも、外の社会については何も言わない。

　僕がどうしてここに居るのかも、相変わらず分からないままだ。

　でも、だからこそ分かることがある。

　この手。色々な教えが染み付いたこの手には、三人のまごころが籠っている。

　たとえ外がどんなに危険な場所になっていても。どんなに出自不明の余に厳しい場所でも。それでも生きていけるように、三人は色々なことを教えてくれたのだ。

「いつか……」

　いつか、ここに戻ってきたいな。

　できれば友達とか、家族を連れて。これが僕の実家で、彼らが僕のお父さんやお母さん、お祖父ちゃんなんだと、ブラッドやマリー、ガスを紹介したい。

　帰ってきた僕を見て、三人はなんと言うだろう。友達や家族も一緒なら、喜んでくれるだろうか。何をお土産にできるだろう。

　……そんなたわいもない幸福を、空想した。
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「三人はさ、僕の守護神にどれかの神さまを推すとしたら、どの神さまがおすすめ？」

　とりあえず、守護神については一度、三人にも相談してみることにした。

「特にウィルが『こうなりたい』ってのがなけりゃ、雷神ヴォールトに無難な誓い立てるのがいいんじゃねえか？」

「ああ、それは良いですね。ヴォールトは信仰されている範囲も広いですし、社会的な信頼性が最も高いですし」

「ふむ。確かにのう……ブラッドらしからぬ賢明な選択じゃ」

「おい」

「ふふん」

「こら、二人とも。いけませんよ」

「むう……」

「げふん……守護神といえばワールも悪くないが、あれは信者に博徒や賊のたぐいも多いでな。社会的信用の面で一枚落ちる、やはりヴォールトじゃな」

　あっさりと三人の意見が一致した。主神である正義と雷の神、ヴォールトだ。

「……割と簡単に一致するんだね」

「無難に考えればそうなるからのう。あとあと変更できんというものでもないしの」

「お前に何か、職人になりたいとか学者になりたいとか夢がありゃ別だが、外の状況も分からねぇのに夢もなにもねぇしな」

「とすると、選択肢を広く取っておくのが良いですから……やはり雷神ヴォールト、次点で地母神マーテルでしょうか」

　今から選択肢を狭めることはない。あとあと何を選んでも対応できそうな選択を……なんか進路選択みたいだなぁ。とりあえず普通科の高校を出といて損はないぞ的な。

「分かった、覚えておくよ。……それと誓いっていうのは、どんな感じに誓えばいいの？　前に聞いた『バークリー剛勇伝』だと、『ヴォールトのいかずちの剣にかけて、一切の邪悪を打ち払わん』とか誓ってたけど」

「ああ。ありゃ武勲詩だからな。流石に一時の憧れで、そんな誓いは立てるなよ？　強い誓いを立てれば加護を得やすくなる代わり、苦難の運命に巻き込まれるってのはよく言われる話だ。英雄となるか、しからずんば死か、ってな」

「神々もそういう馬は面倒事に突っ込みやすいんじゃろうな」

　そういう俗信みたいなのもあるのか。

　……まぁ、苦難の運命とかがどこまで事実かは置いといて、流石にそこまで難しそうな誓いを立てるつもりはない。前世の記憶がある程度で自分は特別だと舞い上がる気もないし、英雄とかにも憧れはない。

「普通の人だとそうですね。『できうる限り悪を成さず生きることを誓う』とか」

「『隣人を思いやる』『虚言を口にしない』『家族を大切にする』……とかのう」

　家族を大切にする、ってのはいいなぁ。そして、並べられた例を見るとつまり……

「要は『悪いことせず、まじめに生きます』程度のことを誓えばいいの？」

「そんなとこじゃな。個別の神々の性格に応じて、相応のことを誓う場合もあるが」

「……えっと、たとえば？」

「あー、俺はブレイズに『日々鍛錬し、強くなる』ことを誓ったな。炎神ブレイズは、技巧と鍛錬を尊ぶ」

「私はもう少し抽象的に、マーテルに『御にかなうように生きる』と誓いましたね」

　おお、二人ともそれらしい。

「ワシゃ守護神も誓いも面倒じゃったもんで、そのへん一番緩そうな風神ワールに『好きなことやって面白おかしく生きる』と誓ったのう」

　……ガス爺さんは、やっぱりロックだった。

　そんなこんなで相談も終わって、マリーは湖へ洗濯へ、ブラッドは森へ柴、つまり燃料用の雑木を刈りに行った。昔話みたいだけれど、秋ももう終わりで冬備えは大切だ。

　ともあれ、そんなわけで僕はガスと授業だ。ひたすら二重魔法投射の練習を繰り返して、習熟度をあげる。

　ガスの授業は、きわめて実戦的な段階に入っていた。

「よいか、五つも数えるうちに敵がこちらを攻撃できる状態で魔法を繰り出すなら、考えて繰り出してはいかん。あらかじめ体に覚えさせた魔法を反射で放つのじゃ。……世の魔法使いの多くは頭でっかちじゃ、まず大抵はこれができん」

　何を使うか迷った隙に射撃されたり斬られたり、慣れない《ことば》を使おうとしてしくじって自爆したり……そういう例は枚挙にいとまがないのだそうだ。

　というのも、そもそも大半の魔法使いは都市の学者なり街の便利屋なりで、ガスのように戦いに用いることを想定して魔法を研しているひとのほうが少数派なのだ。

「知的な戦術なんぞは考える時間あってのものじゃ。突発的な遭遇戦なんぞ、下手に戦略を考えるより、慣れた魔法でひた押しに押しこむが良い。複雑な連係は要が一つ崩れれば総崩れ。単純なものほど破綻せぬ」

　そういうわけでガスの戦術思想は、ブラッドの教えとも類似している。

　実戦に磨かれると、だいたい皆こんな感じになるのだろうか。

「そしてウィル。おぬしの場合はことに、《ことば》に頼るべき時と、そうでない時を見極めよ。おぬしにはブラッド仕込みの武技という選択肢もあるでな」

　マナとかそういうものの影響なのか、もともとそういう風になっているのか、この世界は鍛えることによる能力の上昇幅が前世より大きい。ちゃんとした戦士の本気の身体能力というのは、ちょっとした怪物めいている。

　ブラッドなんて僕との訓練用にギアを落としていなければ、素振り用の分厚い鋼の棒をゆうゆうへし曲げ、飛のように素早くキレのある走りを見せる。というか言ってる僕の身体能力もブラッドのそれに追随しはじめていたりして、ちょっと怖い。超人一歩手前だ。

　一方、魔法は発声や記述を失敗すると自爆するというリスクがある。そのため戦闘開始が十メートル以内くらいなら、ほとんど戦士の独壇場にならざるをえない。

　……なおガスは、そういうとき用の『行儀の悪い裏技』というやつも幾つも知っていた。いったいどれだけの相手を、戦士の間合いで仕留めてきたんだろう、このひと。

「ま、そもそも戦いにならんことが何よりじゃがな。いざとなれば、見極めはしっかりのう」

　僕は頷いた。

「それとな。ここ数年、暇つぶしに天測をしてきたで……次の冬至の日は分かっておるぞ」

　言われて僕は目を見張った。わざわざ、僕の十五歳のために調べてくれたのだろうか。

「…………なぁ、ウィルよ。一つ頼みがある」

「頼み？」

　うむ、とガスは頷いた。

「恐らく冬至の前日あたりに、ブラッドはおぬしとの一対一を望むじゃろう。……マリーの祝による回復や再生も前提とした、本気の斬り合いじゃ」

　その言葉に驚きはない。

　ブラッドならそういうことを持ちかけてきそうだな、と前から思っていた。そして僕も、それに応じる気構えはできている。

「なぁ、ウィルよ」

　だけれど、ガスの表情は重く。




「その勝負、ブラッドに気づかれんよう、うまく負けてはくれんか」




　……吐き出された言葉は、苦渋に満ちたものだった。

「どうして？」

　思い出すのは、ガスに殺されかけた、あの時だ。

　あの時もガスは何かを考えていた。僕の知らない事情をもとに、僕の知らないところで考えを巡らせ、結論して僕を殺そうとして、なぜか中断した。

「どうしてなの？」

「どうしてもじゃ」

「違うよ」

　そうじゃない。

「どうして僕を除け者にするのか、ってことだよ!!」

　かっとなって、思わず叫んでいた。

「僕はガスが馬鹿じゃないって知ってる！　理由もなく誰かの気持ちを踏みにじるようなことをしないって、知ってるよっ！」

　ガスに摑みかかろうとするけれど、その手は空を切った。

　宙に浮かぶガスを、上目遣いに睨み据える。

「ガスがちゃんと説明してくれるなら、僕だって従える！　わざと負けたっていい！　あの時みたいに命を差し出してもいい！」

　なのに……

「なのに、なんで、何も話してくれないのさ！　僕はそんなに、ガスにとって信用ならないの!?　ガスにとってはその程度の、どうでもいい存在なの!?」

　心の奥に溜め込んでいた言葉が、堰を切ったように溢れ出た。

　ガスは苦い顔をしたままだ。

　苦い顔をしたまま……

「すまん。ウィル。……話せぬ。すまん」

　俯いて。拳を握り。

　絞り出すように、そう言った。

「……そう」

　そうなのか。

「それなら……それなら、こっちだって、知らないよ」

　突き放す言葉を、口にした。

　理由も分からず、大切な戦いをわざと負けるなんて、できない。

「ガスがさっき言ったこと。聞かなかったことにする」

　本気のブラッドに、無制限で挑める最後の機会。一人の戦士として、できれば全力をぶつけたいし、ブラッドだってそう思っているはずだ。理由も分からず、それにわざと負けることは……僕には、できないことだった。

　でも、誰にも告げ口はしない。僕はガスから何も聞かなかった。ただ、それだけだ。

「………………」

　それだけ言って部屋から退出する僕に、ガスはもう、何も言わなかった。

　――ブラッドから、最後の試験が予告されたのは、それから数日後のことだった。
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　冴え冴えとした冬の空気のなか、神殿のある丘を凍てつく風が吹き抜けた。

　湖に面した廃の家々は、吹き抜ける寒風にじっと耐えるように佇んでいる。空には薄雲がかかり、正午だというのに陽光は微かだ。見上げても、ぬくもりは感じられない。

　あれから月日はすぐに過ぎ、ブラッドとの対決の日はもう、今日だ。

　……明日には僕は成人する。たぶん春には、この神殿を出て旅に出る。

「…………」

　念入りに柔軟をし、それから素振り用の二倍の重さのある剣を振り回す。

　袈。薙ぎ。引きつけて突き。切っ先が風を切る音が辺りに響く。

「…………」

　ガスの言葉が脳裏に蘇る。でも、つとめて集中して、それを打ち消した。

　体が温まり、徐々に全力を発揮できる状態へと移行していく。

「……よし」

　準備運動を終えると素振り用の剣を置いて、装備を確認する。

　本身の長剣。金属の枠に木製の板と、革を貼り重ねた円盾。ベルトには組み打ち用の短剣。厚手の鎧の上に、革製のソフトレザー・アーマーを着こみ、更に要所は金属製の首鎧、胸甲、籠、脛てなどで覆っている。更に仕上げに、シンプルな曲線を描く兜。これが今日、使用する装備のすべてだ。

　全部装着すると、もうどう見ても重戦士とか騎士とかそんな感じになる。

「ウィル。手伝いましょう」

　流石にこの重装備になると、一人で装着、点検するのは極めて面倒だ。マリーが手慣れた様子で鎧の紐や金具を確認してくれる。

　……これだけ装備を重ねていくのは、もう今日くらいだろう。

　春には旅で、僕は街中でも山の中でも常に鎧兜を着て歩ける、コンピューターゲームの登場人物ではないのだ。どれほど長く旅をすることになるか分からない以上、過剰な武装よりも旅支度が優先されてしかるべきだ。

　ただ、それはそれとして、今日は別だ。……相手が本気のブラッドなのだ。いくらマリーの祝禱術があると言っても、即死は流石にどうしようもない。

　本気のブラッドの一撃が直撃しても、即死しない防護を考えると……都市からドワーフ製の銘品たちを探し出して、徹底的な完全防備というのを結論にせざるをえない。

　あくまでこれは試合、つまり腕の試し合いなのだ。殺し合いではない。

「よう、ウィル。準備はいいか？」

　ブラッドが問いかけてくる。彼は僕へのハンデとして鎧を装備していなかった。

　また、腰には剣帯を巻いて黒の片手剣を差しているけれど、主役はそれではない。

　……長大な、呆れるほど長大な、両手持ちの大剣。

　あれがブラッドの、本気の武装だ。

　辺りを見回す。

　枯れ草ばかりの丘の上には、マリーとブラッドが居るばかり。ガスの姿は、ない。

「――いつでもいいよ。やろう」

　軽く首を振り、ガスのことを頭から追い出す。

　集中しろ。今は、戦いのことだ。

「おう、それじゃあ最後に確認な。魔法ナシ、即死狙いナシ、その他すべてアリアリで、何かあればマリーの術で対応。勝敗は参ったの宣言か、戦闘不能だ」

　ブラッドは軽い口調で言いながら、距離をとって大剣を構える。

　マリーが本気になれば、潰れようが千切れようが再生できるということで、条件は極めて容赦がない。そして――

「死なねぇように、注意しな」

　ぞっとするほど低い声とともに、最後の試験が始まった。




　◆




「っ……！」

　それは、まるで嵐だった。

　厚い鋼の刃が、その大質量が、信じられない速度で上下左右から襲ってくる。

　一撃でもまともに受けた瞬間、剣はへし折られ、盾は叩き割られるだろう。まして防具でなど、どの部位で受けてもそのまま戦闘不能に追い込まれるに違いない。

　ひたすら直撃を避けて、大剣の軌道を側面から叩き、盾で斜めに逸らし、かわし、回り込み、凌ぐ。

　ある程度は予想はしていたけれど、あれだけ着込んだというのに、防具が本当に「即死しないためのもの」でしかない！

　不死者の力と技は、生前に準拠する。……とんでもない力と、それを武器に乗せるための技がそこにあった。

　前世の知識でいうなら、普通、日本刀でも鎧兜は切れないし、西洋剣でも西洋鎧は切れない。あっさりそんなことができるなら、世に甲なんてものは発達しない。

「ぐ……！」

　でもブラッドのこれは違う。圧倒的な体格、きわめて長大な得物による遠心力、そして生前鍛えぬかれた筋力由来のパワーで、何もかもを強引に叩き斬ってくる。たとえ切断しきれなくとも、衝撃だけでノックダウンは確実だろう。

　――鍛えぬかれた筋力による暴力があれば、大抵のことは解決する。

　まさにブラッドの日頃の言葉の体現だった。

「……く、ぅ！」

　こちらの長剣のリーチは短くない。短くはないけれど、相手の大剣のリーチはそれを更に上回る。

　現状、こちらの間合いの外からいいように連打されている状態だ。そして不死者であるブラッドは疲れないため持久戦は不可能。くそったれだ。対ブラッド用の策がないわけじゃないけれど、このままでは使う機会さえ与えて貰えそうにない。

　ブラッドめ、本当に大人げなく勝ちにきてる……！

「……ッ！」

　あえて大きく距離を取り、ブラッドの追撃を誘うと、僕は腰の短剣を引き抜きざまに投する。

「ほう」

　ブラッドが両手剣を盾のように構えて短剣を弾いた瞬間に、短剣を追うように飛び込み、

「うわっ!?」

　急制動をかけて、跳び退かざるをえなかった。

　ブラッドが片手で柄の端、もう片手で刃の根本の刃引きされた部位を握って、まるで薙のようにすね払いを繰り出してきたのだ。

「はっはっは……懐に入ればと思ったか？」

　ブラッドの眼の鬼火がゆらりと揺らめく。ドクロ顔が、にやりと笑った気がした。そういえば前世で、野太刀や両手持ちの大剣にそういう運用があると読んだ、おぼろげな記憶がある。

「そうもいかないみたいだね……やんなるよ、もう」

　広く握って薙刀みたいな運用ができるとなると、すね払いのほか、小刻みな突きもありうる。

　下手に懐に飛び込んでも、棒術めいた対応をされかねない。

　単なるパワーだけではない。ブラッドは完全に、この長大な武具の扱いに習熟していた。

　きわめて重く威力の高い武器を、もの凄い筋力で遠くの間合いから、速く巧く精密に、すさまじい回転数で連打。懐に飛び込んでも握りを変えて近間に対応。……つまりひたすら、まんべんなく強いのだ。

　武器に偏っているわけでも、力に偏っているわけでもなく、技に偏っているわけでもない。全部がほぼ満点。付け入る隙がない……《戦鬼》とはよく言ったものだ。本当に鬼にでも遭遇した気分だ。

「…………」

　もう、これは、賭けるしかない。そう肚を決めた。

「お？」

　するとブラッドもそれを読み取ったのか、大剣を大上段に構える。

　何をやってこようが叩き潰す、と言わんばかりだ。

「…………」

　剣で受けたら剣が砕ける。盾で受けたら盾が砕ける。鎧で受けたら鎧が砕ける。

　半端な小細工程度では、握り替えで対応される。

　その一撃をどう凌いで、こちらの間合いに飛び込むか……

「――やぁあああッ！」

　答えは一つだ。

　自分を鼓舞するように叫んで突っ込む。ブラッドの対応は――大上段から八双に引き寄せて、胴薙ぎ！

　野球のバットをフルスイングするかのような一撃だ。振り下ろしでは、盾で逸らされて突っ込まれるかもしれない。頭を薙げば身を伏せ、脛を薙げば跳躍して突っ込まれる可能性もある。けれど胴薙ぎは、跳び退るか、受けるほかない。制動をかけて跳び退れば元の木、受ければブラッドの膂に破砕される。

　ブラッドらしい合理的な手の選択。

　――だからこそ、読めた。

　盾で受けたら盾が砕ける。鎧で受けたら鎧が砕ける。

「ぅお……!?」

　だから、盾を滑らせ減速させて、鎧で受けた。

　盾がひしゃげる勢いで大剣が炸し、更に胴のプレートに直撃する。

「っぐ、ぅ……ッ!!」

　耐えきれるかは、賭けだった。

　そして、僕は賭けに勝った。

「ぉ、おおおおッッ！」

「ッ!?」

　そのまま低い姿勢で突っ込み、突き上げるように盾ごとの体当たり。

　……ブラッドの足が、浮いた。

　そうだ。

　不死者には謎の力が働いていて、パワーや制動は不死者化しても生前のそれを保っている。大剣を振るえるし、振り回す大剣の重量に引きずり回されない。
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　でも、純粋な意味でのウェイトはどうだ？　ごくごく単純にその体を持ち上げようとしたら、ブラッドは生前なみに重いのか？

　……違う。そのことは、ヴラスクスで実証済みだ。

　骸骨化すればウェイトは落ちる。

　戦士として格上のブラッドを攻略する糸口があるとすれば、そこだ。

　人間の骨の重さは、髄液を含めても体重の十パーセント以下。

　生前のブラッドが体重百キロを大幅に上回る巨漢でも、今は十キロ前後がせいぜい！　武器重量を含めても五十キロは超えない！

「おおおおおおおおおッッ!!」

　体勢を崩したブラッドに、全力で長剣を突きこむ。

　狙うは背骨だ。一撃で……

「ウィル」

　優しげな言葉が、耳に届いた。

　次の瞬間、長剣が、肋に挟むように捕らえられた。

「っ!?」

　大剣を手にしたブラッドが、僕の長剣の刀身を肋骨の間にひっかけざま、全身を使ってひねりこむ。……骸骨ならではの、肋骨を使った白刃取りもどき。

　驚きで長剣の柄を手放すのが間に合わず、気づいた時には大剣ごとの重量で腕が捻られ、引き倒されていた。地面にたたきつけられ、衝撃が走る。息が詰まる。

「――なかなかのもんだったぜ」

　とっさに起き上がろうとした時にはもう、僕の首には刃がぴたりと添えられていた。

　剣帯に提げていた、ブラッドの予備の片手剣。艶消しの黒い刀身に、走る真紅の文様が鮮やかなそれは、魔剣だろうか。

　……禍しいけど美しい剣だなと、場違いにそんなことを思った。

「参りました」

　それから、静かに降参を宣言した。

　ガスは色々と考えていたようだけれど、そもそもわざと負ける、負けない以前にこれだ。策を練り、全力を尽くしても……悔しいけれど、僕は純粋な剣術比べではブラッドに勝てないのだ。

「おう、お疲れ。……しっかし、くそ。やっぱ筋肉ねぇと不利だなぁ」

　決着がつくと剣を納め、ブラッドがぼやいた。相変わらずツッコミどころが多い発言だけれど、言いたいことは分かる。僕もそれについて、何かを言おうとしたところで、

「……ブラッド？」

　底冷えするマリーの声が響いた。

「げっ。マリー……」

「げっ、とは何ですか、げっ、とは」

　腰に手を当てたマリーが、いかにも怒っていますよ、といった風にブラッドを睨む。

　なおミイラであるマリーに眼球はないので、これがまた怖い。

「……あの技、もう使わないって言いましたよね？」

　あの技？　もう使わない？

「な、なんのことだっけな？」

「とぼけない！　あの、肋骨使って相手の武器を巻き込む技ですっ!!」

「いや、でも、今はもう内臓とかねぇし……」

「はぁっ!?　ブラッド、あれ生前にやったの!?」

「やったんですよこの人!!」

　憤やる方ない、といった調子でマリーは続ける。

「信じられないでしょう！」

　頷く。信じられない。

　不死者ならではの技だと思ってたけど……そういえば不死者は成長しないのだ。基本的に、繰り出す技なんかは生前に準拠する。

　つまり、生前にあの頭おかしい動きの経験がなければ、あんな真はできない。

「あの時は、《貫通》の《ことば》が刻まれた刺突剣を持ったデーモンが相手でした」

「俊敏なヤツでな、得物の相性も悪くて、俺抜けてマリーに突っ込みそうだったんでつい……」

「ついじゃありません!!」

　つい、胴体エサにして肋骨で巻き取って捻じ倒して首刈った？　……正気の沙汰じゃない。まさに《戦鬼》の所業だ。

「よ、よく生きてたね？」

「祝なしだったら死んでたに決まってます！」

「だからオメーの祈りアテにしてやったに決まってんだろ！」

　うわー、そういう戦術が成立するんだ。そしてマリー庇ってのことだったんだ……

「私は！　貴方が即死したんじゃないかと！　本気で心配したんですからね！　二度とやらないで下さいと言ったでしょう！」

　珍しく、マリーがガミガミと怒っている。

　うん、ブラッドの気持ちも分かるけれど、マリーの気持ちも分かる。

　……そりゃマリーも怒るよ、ブラッド。

　ひとしきり怒られるブラッドを、僕は苦笑して眺めていた。

　流石に僕でも、なんとなく分かった。――犬も喰わないなんとやら、ってやつだ。

「あー、ともあれ、だ」

　ごほん、とブラッドが咳いの真似をした。

「ウィル、俺には勝てなかったが、これだけできりゃあ上々だ。……俺には勝てなかったが！　俺には勝てなかったが!!」

「二度も強調すんなよ！　やらしいなぁもう！」

　くっそぉ。まさかあんな変態機動、予測できるわけがないだろ！　ちゃんと事前に大威力の大剣の捌き方も、ウェイトの軽さを突く方針も決めて、攻略法組んできたのに全部ハマった上でひっくり返された！

「はっはっは、今どんな気持ちだ？」

「うがぁぁああっ!!　次は絶対、真正面から完封してやる！」

　そんで、「ねぇねぇ今どんな気持ち？」とか言ってやるんだ！

「はっはっは、その意気、その意気だよウィルくぅん？」

「調子に乗らない！」

「いてっ」

　はたかれてやんの。いい気味！

「もうっ、ブラッドもウィルも、真面目にやりなさいっ！」

　僕まで怒られた。

「さ、話を進めるっ」

「へーい……」

　マリーのお説教に、ブラッドがしぶしぶ頷く。

「しかし、あれだな。なんぞ必殺剣とか奥義技でもありゃ、伝授してやれたんだけどな」

「ないの？」

「ないな」

　ブラッドはあっさりと断言し、肩をすくめる。

「俺の戦い方と、お前の戦い方は違う。俺は、お前を『俺の模造品』に仕立てたつもりはねぇ。だから俺にとって頼れる技は、お前にとってのそれじゃねぇんだ。

　……それに前にも言ったとおり、技なんて限定状況下で使うもんだ。一つの技を頼みにしてもしょうがねぇ」

　滔と語られる言葉は、落ち着いたもので。

　歴戦の戦士の風格のようなものを感じる。

「それより基本だ。今まで覚えてきたことを、ちゃんといつでも使えるようにしとけ」

　とん、とブラッドが拳で僕の胸板を突く。

　マリーがそんな僕たちを見て、微笑む。

「俺もマリーも。……大事なことは、もうみんな、教えてあるさ」

　熱のない骸骨の拳。

　でも、そこから胸の中にじんわりと広がる、温かいものを確かに感じた。

　だから少しだけ勇気を出して、

「はい。……お父さん、お母さん！」

　胸を張って、笑ってそう答えた。

「はは、お父さんだぁ？　そういや、そういうことになるのかねぇ」

　ブラッドがからからと笑った。

「なりそうですねぇ。ふふ……」

　と、マリーがおっとりと笑う。

　僕はなんだか気恥ずかしくなって、照れたように頭を搔いた。それからひとしきり、僕とブラッドとマリーは笑いあった。

　居心地がよかった。春になれば、離れなければならないのが、無性に名残惜しくて仕方がなかった。

「……そうだな。奥義は教えられねぇが、親離れの証ってことでな」

「？」

「コイツをやるよ」

　ひとしきり笑った後、ブラッドが剣帯を解いて差し出したのは、決着に使ったあの魔剣だ。禍々しく妖艶な、艶消しの黒い片手剣。

「俺の所蔵する魔剣のなかでも、最強の一振りだ」

　……最強？　ブラッドの手持ちで？　えっ、流石にそれは、

「勝ってもないのにそんな」

「親離れの証だっつったろ？　ほら、抜いてみろ」

　と、ブラッドは僕の手に、強引に剣帯ごと片手剣を握らせた。

　僕は躊躇いがちに剣帯を巻くと、おそるおそる片手剣を抜いてみる。

「…………」

　艶消しの黒い、両刃の片手剣。

　やや膨らんだ切っ先の辺りに重心が寄っていて、切断力が高そうだ。装飾はどこか禍々しい印象を受け、刀身を走る真紅の文様は妖しく艶美。

「銘は《喰らい尽くすもの》。魔剣の格としては最上級。神々の《木霊》が相手だろうが、刃さえ届きゃ斬れる格だ。

　刻まれてる《ことば》は極めて難解だが、効果で言えば一語」

　ブラッドは淡々と語る。




「この剣で生命ある存在を斬ると、斬ったぶんだけ使い手の生命力が回復する」




　……え？

「え、待って。聞き間違い？」

「この剣で生命ある存在を斬ると、斬ったぶんだけ使い手の生命力が回復する。……聞き間違いじゃねぇよ」

　乱戦で何も考えず振り回してるだけで最終勝者になれる剣だ、とブラッドは言った。

　その意味を想像して、僕は青くなる。

「お前は賢い。もう察しはついてる様子だが……できるだけ抜くな。頼るな」

　ブラッドは淡々と語る。

「コイツは持ち手を『強くなった気』にゃぁさせてくれるが、持ち手の精神を高める部類の名剣じゃねぇ。頼ればそのうちお前はそれに依存し、剣技は傲慢でいい加減なものになり、見る影もないほどに弱くなる。そのまま舞い上がって、格上に遭遇するか、毒を盛られるか、遠巻きに射手に包囲されて、あとは真っ逆さまに輪へ逆戻りだ」

　そういう意味で、真性の魔剣なのだとブラッドは言った。

「ま、不死者になってる俺にゃぁ生命力ってもんはねぇから、こいつを持っても吸いも吸われもしねぇ。すっかり無用の長物だ。だからこの際、お前にやるよ。色々言ったが、お前なら大丈夫だろうし、使いどころも分かるだろ」

　マリーも、同意するように頷いた。

　……二人は僕が、こんな恐ろしいものを扱いきれると信じているのだ。

　前世の記憶がよぎり、少し、胸が疼いた。

　二人が信じてくれるほど……僕は、大した人間なのだろうか？

「さぁて。魔剣を渡すとなりゃその来歴も語るのが、いにしえよりの戦士のならわしだ！　この剣について語るとしようや！」

　そんな一瞬の憂慮を打ち消すように、明るい声が響く。

「もちろんこの剣にまつわる……お前が知りたがってた、俺たちと、お前の来歴も一緒にな」

　それは。

　それは僕が、ずっと気にしていたことだ。

「……！　ブラッド……」

　ブラッドはマリーに視線を向ける。マリーは、微笑んで、頷いた。

「ウィルは、もう一人前ですからね」

「……でっかくなったら教えてやる約束だ。お前はもう十分、心も体もでかくなった」

　ちょいと長いが、語ってやる、とブラッドは言った。

「それはこの大陸を征服せんとした悪魔たちの王のなかの王、《永なるものどもの上王》の話であり。多くの英雄と、そして俺たちの敗北と死の話」

　ざぁ、と。

　丘の麓の墓地を抜けるように、寒々しい風が駆け上がり、抜けていった。

「――そして、お前がここで育った理由の話でもある」




　◆




　その悪魔の王を示す称号は数あれど、そのまことの名を知る者は誰もいない。

　其は《不死の剣魔》。

　其は《王の中の王》。

　其は《無なる邪悪》。

　其は《尽きせぬ暗黒》。

　其は《戦嵐の駆り手》。

　其は《哄するもの》。

　――其は、《永劫なるものどもの上王》。

　今より遡ること二百年ほど前。当時、長年の平和を謳していたサウスマーク大陸を、無数の悪魔の軍勢を率いて席したのは、そう呼ばれる悪魔の王だったという。

「この次元界に対して野心を有する、奈落界のデーモンの諸王が、長き雌伏の時を経て巻き起こした世界規模の大乱でした」

「あちこちの大陸に《王級》だの《将軍級》だの、そうそう現れちゃいけねぇ位階の連中がゴロゴロ湧いて出てな……」

　悪魔の王たちの共謀のもと開始された、物い大乱であったらしい。

　どれほどのものかというと、前に倒したヴラスクス。あれが分類上《隊長級》だった。

　そして《将軍級》はその一つ上、《王級》は更にその一つ上だ。

　ヴラスクスを基準に考えるなら、僕単独でも《兵士級》に囲まれた《将軍級》くらいなら、多大なリスクを背負えばいけそうだけど……流石に《王級》になると多分もう、双方単独で会敵したとか、ありえない想定をしないと勝ち目なんてないだろう。

　そんなのがゴロゴロ現れたとなると、どれだけ大変なことか分かる。世の中、戦いの訓練を受けている人ばかりでもないだろうし、僕のように訓練を受けていたって《兵士級》が群れれば蹴散らすのには手間と体力がかかるのだ。

「その上、そうして湧いて出た《将軍級》やら《王級》のデーモンどもが莫量の血肉を捧げて、奴らの神である次元神に対して大儀式を幾度も行ってな。

　お前もガスから地理は習っただろうけども、今もあの通りだとは思わねぇことだ。……陸で大穴あいて海になってたり、海が干上がって陸になってても驚かねぇよ」

「応じるように専制と暴虐の神イルトリートや、不死神スタグネイトの眷も、世界各地でそれぞれに活性化し……それに対抗するため善なる神々も多くの力を費やし、といった具合で、地図が変わるほどの戦いが幾度も起こり情報は錯、混乱。各地の連絡は完全に断絶しました」

　ちょっと、想像が、つかないくらいの混ぶりだ。

　とにかく世界中ゴチャゴチャになった、と。

「そんなわけで、当時の他の大陸のことは、俺たちもよく分からん。分かってるのは、サウスマークで主に暴れていた、その《上王》についてだけだ」

「ずいぶん物騒な二つ名が並んでたよね……」

「おう。……正直それでも不足だって喚きたくなるほど頭おかしい性能でな。見た目は酷薄そうな目をしたガキだったんだが……」

　が？

「まず、自分が流した血から《兵士級》デーモン、削がれた肉から《隊長級》デーモンを無限に生成可能でな」

「…………僕、耳が遠くなったのかな？」

「流した血から《兵士級》デーモン、削がれた肉から《隊長級》デーモンを無限に生成可能でな」

「なにその反則技……」

「チート？」

「ずるいやつだってこと！」

　戦力を無限に生成可能ってなんの冗談だよ！

「更には刃物以外で傷つかねぇ。魔法ぶちこんでも矢を射掛けても、かすり傷ひとつ負わねえ上……」

　ブラッドはため息をついて言った。

「愛剣はその《喰らい尽くすもの》でな」

「……………」

「敵と斬ったり斬られたりしながら高笑いして軍勢を生み出す、狂ったような奴だった」

「……言葉も無いよ」

　なんという反則野郎だ……

「いつしかそれは、王の中の王を意味する《上王》と呼ばれはじめました。《王級》のうちでも明らかに抜きん出た……あるいは逸脱したその性能から」

　多くの街がデーモンの群れに吞まれました。

　そうマリーがつぶやく。

「この街もそうです。湖上交通の重要拠点でしたが、人とドワーフの意地の守りでさえ数日ともちこたえられず陥落」

　廃の街を、遠い目で見ている。

「そして《上王》は、そのまま街に居座りデーモンを増産。近辺の水上交通は完全にデーモンたちに制圧されました。帆船に満載された《兵士級》《隊長級》のデーモンは水運を利用して各地の村落を襲い、連日連夜の殺と放火。難民は溢れかえり、無事な都市は時には内紛、時には受け入れきれず暴徒と化した難民を虐殺……」

　聞いているだけで、胸が悪くなるような状況だ。

「誰も奴を殺せない。サウスマーク大陸の滅亡は確定的。それどころか海峡や中つ海を経て、北のグラスランド大陸まで《上王》の手は及ぶだろう。誰もがそう思った時です」

　マリーは笑って言った。

「――ガスが、《彷徨賢者》オーガスタスが、『今こそ』と《上王》討伐を提言したのは」

　僕は目を見開いた。

「今、こそ？　ちょっと待ってよ？　その《上王》って、無数の群れに囲まれて、矢でも魔法でも死ななくて、唯一効く剣で斬っても血肉からデーモンを生むんだよね。その上、相手を斬ると回復する魔剣を持ってる」

「ええ」

「討伐って……どう討伐するの？　っていうか、その《上王》って殺せる相手……」

　ふと、言葉が止まった。頭のなかで、チカチカと瞬き。何か、出てきそうな感じ。

　思考を巡らせる。デーモンの軍勢。剣以外、矢も魔法も効かない。血肉をデーモンとする。魔剣。街。地下街。ブラッドの戦技。マリーの祝。ガスの作戦……

「……………………あ。分かった」

　電流が走るように閃いた。

　確かにそうだ。分かった、これなら確かに可能性がある。やりようによっては、殺せる。

「わ、分かっただぁ？」

「……本当に分かったんですか？」

「うん。多分」

　腰の剣帯に吊るした、《喰らい尽くすもの》に触れる。

　理論上、これでいける。殺せる可能性はあるはずだ。

「ガスが狙ったのは、たぶん地下街からの精鋭部隊での侵入」

　この街にはドワーフが張り巡らせた複雑な地下街がある。僕にはそれを探すほどの才覚はなかったけれど、恐らく隠し通路のたぐいもあるはずだ。どこかからなんとか潜り込めば、デーモンの軍勢を抜けて中枢を突ける可能性がある。

「それも恐らく、物探しの魔法なんかを使って《上王》の位置を特定した上で、かな。ガスならわけないだろうし」

　マリーやブラッドが驚く気配がする。ここまでは当たりらしい。

「そして、」

　口元に手を当てて、閃いた考えを再確認する。

　問題は殺し方だ。矢を弾く、魔法でも傷つけられない。斬りつけると傷がつくけどデーモンが無限湧き、しかも相手の魔剣の一撃を喰らえば与えた傷も回復される。

　それをどうにかする方法は――




「魔剣を、戦闘中に奪う」




　……多分、これしかない。

《喰らい尽くすもの》は、相手を斬ると自己の生命を回復するという。多分、名前からして吸い取るかなにかしているんだろう。

　で、その剣を相手が持っているから問題なのだ。

　斬撃でしかダメージが入らない相手が、雑魚を無限湧きさせながら回復しつつ殴ってくる。これは、勝てない。

　でもこの「勝てない」前提の一つである魔剣は、譲渡や奪取が可能なただの物品だ。別に《上王》が生まれつき備えた、固有の能力とかではないのだ。

「魔剣を奪えば、《上王》の特性は逆に《上王》自身の首を絞める」

　斬れば斬るだけ、こちらが回復するための雑魚が溢れてくれるのだ。

　ブラッドは言っていたじゃないか、乱戦で何も考えず振り回してるだけで最終勝者になれる剣だ、と。

　こちらは溢れ出てくる雑魚を回復源に、《上王》を斬り続けられる。

　対する《上王》は回復用のアイテムである魔剣を失い、無限再生は不可。

「根比べを始めれば、音を上げるのは《上王》が先のはず」

　ぶつぶつと呟く。

「奪う手順は……ガスが取り巻きを大魔法で一掃。《上王》は魔法で傷つかないから丁度いいや」

　とにかく短期的にでも一対一に持ち込んで……

「それでブラッドが仕掛けて、マリーは祝禱術で両方を回復すれば、それ以上デーモンは現れない」

　血肉がデーモンに化けるなら、負傷次第、回復してやればいいのだ。

　こっちの第一段階の狙いは、相手の負傷ではなくあくまで武器だ。

「……多分、周りから寄せてくるデーモンを止めるための人手がいるよね。数十人か、百人ちょっとの作戦かな？」

　多分、この人たちも相当の精鋭なのだろうけれど、周りにいるであろう数が数だ。恐らく、徐々にすり潰される形になるだろう。

「あとはブラッドが、巻き込みなり組み打ちなり指や手首を斬るなりなんなりで、とにかく頑張って魔剣を奪う。これは絶対成功したはず」

「おい待て、なんで断言できる」

「ブラッドが魔剣を持っていること自体が、奪えた証拠でしょ？」

「…………」

　うん、正解らしい。

「それで、詰み」

　ほとんど反則といっていい相手だけど、理論上はこれで殺せる。なら、ガスがそのチャンスを見逃すはずはないし、うまく精鋭を募ってやり抜いたのだろう。

「《上王》は死んだ、のかな。そのあと、皆も残党のデーモンの群れに揉み潰されて……」

　ほとんど相打ちのように、全員死んでしまった。悲しい結末だ。

　だけど、それで大陸は救われて――

「違うぜ、ウィル」

　……え？

「お前はやっぱり天才だよ。ますます確信した。が、その結論は間違いだ」

　ブラッドは苦々しげに吐き捨てた。

「俺たちは……俺は、《上王》を、殺しきれなかったんだ」

　その言葉には、深く滲んだ絶望と、諦念がこもっていた。




　◆




「殺し、きれなかった……？」

　ブラッドは俯いていた。

　マリーが、僕の言葉に頷く。

「ウィル。あなたの予想は正しいものです。驚くほど何から何まで、当時のガスの作戦を言い当てています。あなたの予想したように、ガスは見えていた要素のすべてを活用し、《上王》を殺す可能性を手繰り寄せました」

　そして実際にその作戦は成功しました、とマリーは落ち着いた口調で語る。

「しかし」

　遠く、何か虚ろなものを眺めるような声。

「しかし、見えていた要素は、《上王》のすべてではなかった。《上王》は、ガスの予想すら上回る怪物だったのです」

　今度こそ、本当に、言葉も無い。反則も大概にしろだとか、そういう言葉さえ出てこない。

　……何なんだ、そいつは。

「本性を現した《上王》は、童子の姿を破り捨て、醜悪な異形の戦士の姿を取りました。そして、その……」

　マリーが言いづらそうに口ごもり、ブラッドがあとを引き取る。

「本気の《上王》は、俺以上の剣の遣い手だった」

　ブラッドは、遠くを見ていた。

　それは、《上王》との戦いを回想しているのだろうか。

　だけど。

「……届かねぇんだよ。デカい相手と斬り合ったことは何度もあるが、何一つ届かないのは初めてだった」

　想像がつかない。

　ブラッドが敵わない？　それは、どんな技量なんだ。どれほど積み上げれば、そんな高みに至れるんだ。

「こちらの魔剣は空を切り、あっちが《取り寄せのことば》で引っ張りだした、ありきたりの魔剣はこっちを切り刻む。外じゃ、俺たちに託して壁になった仲間が、次々にすり潰されてるっていうのにな」

　出来の悪い悪夢を語るような、空笑いを含んだブラッドの声。

「言い訳をすりゃいくらもできるぜ？　相手はデーモンの親玉、《王級》のなかの《王級》だ、身体能力が違うとか。奪った魔剣が普段使いの大剣とは勝手の違う片手剣だったから、とかな」

　だけどな、とブラッドは言う。

「俺はガスの魔法と、マリーの祝禱による十分な支援を受けてた。既に《上王》はガキの姿の段階で、十分に手傷も受けていた」

　言い訳できる要素があるのは相手も同じで、実戦とは得てしてそういうものだ。

　そうブラッドは告げていた。

「その上で、ほんの僅か。……たぶん、一段だけ、奴が上をいっていたんだ。俺が生きてるうちに、届けなかった高みにな……」

　それは、ブラッドの心に刻まれた、深く無惨な傷なのだろう。いつも明るいブラッドが、こんなにも沈んだ口調で語り続けるのは、初めてだった。

「今でも考えちまう。俺に何が足りなかったのか、どうすれば良かったのか……」

　マリーは目を伏せた。なにも言えない様子だった。

「だけど、もう遅い。……ウィル、お前も知ってるな」

　不死者は、成長しない。

　ブラッドがどれだけ考えても。どれだけ剣を振るっても。

「もう、俺の剣は、ここで打ち止めだ」

　《上王》が佇む一段先へ、ブラッドが登ることは、決してないのだ。

　しばし、沈黙が落ち――

「そして、私たちの敗色が濃厚となったとき」

　マリーが、黙り込んだブラッドの話を引き取り、言葉を発した。

「ガスと私は、それぞれの奥義を尽くして《上王》に封印を施しました。殺せずともせめて、と」

　それは、二人が、ブラッドの勝利を諦めたということだ。

　三人が深く信頼しあい、互いの持つ人格と能力に尊敬の念を払っていることは、よく知っている。

　その彼らが、仲間がその能力を発揮すべき、最大の舞台で。『お前の能力では無理だ』と言い渡すも同然の行為に踏み切るのは……どれほどの気持ちだったのだろう。

「幸いにして……術は成功しました。ガスの術により拘束された《上王》は、マーテルの奇跡により生じた大地の裂け目へと吞まれ、この地の深くに封じられました」

　それが、この大陸の大半を征服した、悪魔たちの《上王》の最後。

「ですが、それが単なる時間稼ぎだということは、私たちにも分かっていました。デーモンの中には、《ことば》を使いこなす魔法使いや、次元神に仕える強力な神官も多くいます。外の壁を担っている者たちは既に討たれ、私たちのもとに迫るのも時間の問題」

　そして、三人が討たれれば、どうなるか。

「あとはデーモンたちが寄り集い、悠々と時間をかけて、彼らの《上王》の封印を解くでしょう。私とガスの行いは、しょせん苦し紛れの行いでしかなかったのです」

　マリーの口調にも、深い悔恨と絶望が混じっていた。

「……私たちは、最後の最後で、ブラッドを信じきれませんでした」

　どれほど確率が低くとも、ブラッドの剣が《上王》に届く、その可能性を最後の一瞬まで信じるべきだった。マリーの声は、そうありありと語っていた。

「そして……」

　凍てつく風が吹く。長く話し続けたせいで、体はすっかりと冷え込んでいた。

「そして。そんな私たちをあざ笑うかのように……」

　ぞくりと、悪寒が体を駆け抜ける。

「不死神スタグネイトの《木霊》が、降臨したのです」

　《木霊》。神々の分身――

「悪なる神々の陣営は一枚岩ではありません。

　彼らはそれぞれ異なる理念のもとで動いており、利害が一致すれば協力もしますが、逆もまた然り」

「不死神としちゃ、都合が悪かったんだろうな。《上王》は強すぎた。アイツは《喰らい尽くすもの》を手に、神の《木霊》だろうが高笑いしながら斬り殺せる怪物だ」

　それが次元神ディアリグマの眷として一大陸を制覇し、そして次なる大陸に食指を伸ばす。時間をかければかけるほどに膨れ上がる軍勢は、二大陸の、そして世界の制覇すらあるいは成し遂げるだろう。しかもそれを為す本体が、神々でさえ殺害に苦慮するほどの怪物。

「《上王》が封じられたなら好都合とばかり、不死神は俺たちに取引を持ちかけてきた」

「不死神は、なんて？」

「……お前たちは優秀だから、不死者となりこっちの陣営に参加しろ、ってな。そうしたら、この街の有象無象のデーモンどもは打ち払ってやる。あとはそのまま、不死の体で好きなだけ封印を守り続ければいい」

「不死神スタグネイトは、かつて善なる陣営にありながら、生死の悲劇を見ることに耐えかね道を違えた神。あらゆる優秀な魂を不死化させ、永遠に停滞した悲劇なき世界を生むことを望んでいます」

　私たちは不死神に見込まれたのです、とマリーは言った。

　目をつけられた、のほうが正しいんじゃねぇかとブラッドは肩をすくめた。

「実質、強制みてぇなもんだ。選べと言われたが、選ぶ余地なんざなかった。……俺たちは奴の手を取った」

　マリーが、いつか言っていた。

　自分たちは、『善なる陣営の裏切り者』だと。自身の信じる神である、地母神マーテルを裏切ったのだと。

　それは、この瞬間に行われた契約だったのだ。

「そして俺たちは不死者になった。《上王》に肉を切り刻まれていた俺は、そのまま骨ばかりのスケルトンに。マリーはマーテルの炎に焼かれながら不死者化したせいか、ミイラに。そしてガスはもう己の老いた肉体に執着していなかったのか、ゴーストになった」

　どれも生前の知性を完全に保ったままの、最上級の不死者さまだとブラッドは皮肉げに言う。

「不死神の野郎は、そのまま街を一掃したよ。下級のデーモンどもはその圧倒的な神威で体の構成を作り替えられ、本来なるはずもねぇ不死者になっちまった」

　……それで今でも、街には、デーモンの不死者が彷徨っていたのだ。

　すべてがつながってゆく。今まで見てきたものの理由が、明かされてゆく。

「そうして俺たちは、《上王》の封印の守護者になった。不死の体のな」

　最初は封印を解こうとする《上王》麾であったデーモンなどがたびたび街にやってきたが、すべて撃退したという。

　疲れることもなく、眠ることもなく、完全に破壊されなければ傷すら勝手に治ってゆく。日の光さえ恐れることはない、最上位の不死者となった三人には、もう敵はいなかった。

「そうして二百年。かつてともに《上王》に挑んだ仲間たちを埋葬し、街にはガスが魔法による警戒網を張り巡らせ……私たちはこの街の封印を守り続けました」

「それしかすることはなかった。俺たちは契約でこの街に縛られていたからな、街から一定以上には離れられなかったし、魔法で外の状況を探ることもできなかった。サウスマーク大陸の人類圏は滅びたのか。北のグラスランド大陸はどうなったのか。何も分からねぇままで居た。もうとっくに、人類なんて滅びてるんじゃねぇかって三人で話し合ったこともある。そうしていたところに……」

「いた、ところに？」

「お前が来たんだよ、ウィル。……正確には、お前を連れたデーモン連中だがな」

　ああ、そういうことだったのか。

「分かったよ」

　頭のなかで、情報がつながった。

「つまり、僕は《上王》の封印を解くための生だったんだね」

　だから、赤ん坊がいたのだ。こんな人里離れた、最果ての廃に。

「……あはは、それじゃ言えなかったのもしょうがないや。流石に子供の僕に、『お前は悪魔の生贄だったんだ』なんて言いづらいもんね、二人とも」

　明るく言ってみると、ブラッドとマリーの雰囲気が少しだけ和らいだ。

「ええ。流石にガサツなブラッドといえど、この件は配慮していました」

「ガサツとは言ってくれるな畜生め」

　いつものやりとりが戻ってくる。

「デーモンたちを仕留めたあと、少しガスと議論がありましたが、私たちはウィル、あなたを保護し養育することにしました」

　ガスが僕のことを邪険にしていたのは、この時、揉めたことが原因だったのだろうか。

「そして、デーモンたちがあなたを連れてくることができたということは……」

「つまりどこか、ほど近い場所に人類の生存圏が存在するってことだ」

　赤ん坊は弱く、脆い。魔法を使えるデーモンといえど、輸送には限界がある。

「外の様子は分かりません。凄惨な状況になっているやもしれませんが……」

「それならそれで、そういう状況を打破する力をつけてやりゃあいい。こうしてな」

　そうして今の僕がいる。つまりは、そういうことだったのだ。

　謎は解けた。過去と現在が、一本の糸で繫がった。

　僕はこれから、嵐のような大乱を生き延びたであろう、人々の国へと向かうのだ。

　三人から託された力をもって、新しい人生へ、踏み出すのだ。

　……いつか、この街に帰ってこよう。家族や友達を連れてきて、三人に紹介しよう。

　この街を、ふたたび建て直してもいいかもしれない。

　いつか、きっと……

「俺たちのことは忘れて、生きてる連中と一緒に、楽しくやれよ」

「ウィル。幸せに、そして善意と祈りを忘れずにね」

　……え？

「お前は最高の弟子だった。今日の試験だって、まぁ内容的にゃ俺の負けだ。……こまっしゃくれた賢い息子め、愛してるぜ。強くなれよ」

　ブラッドが乱暴に頭を撫でてきた。

「つかの間、ほんとうの家族になれて幸せでした。ウィル、かわいい坊や。……母はあなたを、愛しています」

　マリーが、僕をそっと抱きしめた。

「え？　待ってよ」

　待って。なんで。

　そんな、

「最期の、別れみたいな……」

　その時。にわかに空が厚い暗雲に覆われた。不自然な雲の動きだった。

　丘の上にごうごう風が渦を巻き始める。

　笑い声が響いた。ノイズが交じったような、不快な、幾重にも響く笑い声。

　虚空から、闇のように真っ黒な何かが噴出した。火山が噴き出す不気味な黒煙のようなそれが、凝ってゆく。人の姿が編み出される。

　若い男。不自然なほど均整の取れた体。血が通っていないかのような青めた肌。淀んだ昏い瞳。

【……別れは済んだか？　英雄よ】

　その姿を見ただけで。その声を聞いただけで。……魂を鷲みにされたように、僕は動けなくなった。

「……おう」

「どうぞ。覚悟は済んでいます」

　ブラッドとマリーも、抵抗する様子もなく目を伏せた。

　僕は全身が凍りついたかのように、なにもできない。

　目の前のそれが。あまりに圧倒的な、人の力の及ばぬものだと、魂が理解していた。

【お前たちは、ついに執着を失った】

　何がおこっているのか分からない。

　でも、動かないと。

【契約に従い】

　動かないと。

【今ここに】

　ブラッドが、マリーが。

【その魂を】

　なんで動けない。

　動け、動け。

　動け……動いて、おねが、

【我が手に……】

　あ、ああ。

　あああああああああ………！







「《破壊よ在れ》ッ！」
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　青白い男に向かって衝撃が炸し、轟とともに土砂が弾け飛んだ。

【……ふん】

　丘の一角が無惨にめくりあげられ、土砂がぼたぼたと落下する。

　命中はしていない。男は十メートルほど離れた場所に忽と立ち位置を変え、億そうに一言呟いただけだ。

　僕、ではない。僕は動けていない。動けなかったままだ。今でも震えている。

「ウィルよ。……ブラッドとマリーを連れて、下がっておれ」

　半透明の霊体の背中が見える。見慣れた背中だ。

　偏屈で、守銭奴で、口が悪くて。殺されかけたことだってある。

「安心せい」

　その周囲には、渦を巻く濃密なマナ。大魔法を行使するために、両手を大きく開き。決然とした声で、彼は言った。

「あやつは、ワシが仕留める」

　愛する祖父である、ガス。……賢者オーガスタスが、そこに居た。




　◆




　場違いに、懐かしい思い出が蘇った。

　朧な記憶。前世の、たしか子供の頃。図書館で児童向けの小説を読んだ思い出だ。

　割と理解の早い子供だった僕は、高学年向けの難しい漢字の使われた本でも次々読んでしまって……

　両親はそれを喜んだのか、よく僕を図書館に連れて行ってくれた。

　子供の僕には図書館は広くて、見渡すかぎりの本にくらくらするような思いがした。

　児童書コーナーで、たくさんの本棚の隅から隅まで、色々な本を探した。

　むさぼるように読んだ。

　……その中に、お気に入りの本があった。

　擦り切れた、古いファンタジー小説。魔法使いの出てくる本だ。

　今ではもう、なんというタイトルなのかも思い出せないけれど……

　両手を広げた老魔法使いが、とても格好よかったことを覚えている。




「《縛り付け》、《結び目よ》、《束縛し》――」

　莫量のマナが高速で収束し、奔る。《ことば》は流星のように青白い男に向かう。

【ハハハ、賢者よ。すべてを知りつつ、抗うか？】

　この世ならぬ不浄の気配を発する男は、それをせせら笑う。まばたきのうちに黒い靄のように崩れ……

「《結びつき》、《追尾せよ》っ!!」

　しかし、ガスはそれを見逃さない。

　幾条もの闇色の尾を引き、拡散して束縛をかわそうとした靄の塊の周囲に、《ことば》が弾けるように広がった。何でもないように見えるが、戦いの中で一瞬の相手の変化に合わせ、淀みもなく適切な《ことば》を継ぎ足す極めて高度な技だ。

　最後に付け足されたほんの一、二語で、文章全体の印象が変わることがある。技巧の凝らされた詩文や、トリックのちりばめられた小説のように。……連なる《ことば》は、時に花開くように変化する。

　再び黒い靄から形を戻した男の周囲には、マナによって形成された不定の檻と鎖が、幾重にも重なっていた。強固で重層な、束縛と封印の陣だ。

【ふむ――】

　けれど、拘束された靄の男にたいした感慨はないようだ。

　余裕の態度を崩さぬまま、周囲を覆う檻状のマナに対して、

【……《破壊よ在れ》】

　《破壊のことば》を投げかけた。

　ガスの放ったそれすら上回る強烈な破壊の渦動が、あっさりと檻を引きちぎろうとし――けれどその時には、ガスは《しるし》を刻み終えていた。

　右の《守護のことば》が渦動を妨げる。左の《消去のことば》が渦動を消し去る。

　そしてその時には、展開された《ことば》の連なりそのものが、更に《ことば》を刻んでいた。檻による束縛が強化される。

【…………！】

　――四重魔法投射。

　ぐったりと力を失ったマリーやブラッドの傍で、僕はただただ目を見張っていた。

　ガスは優雅にさえ見える動作で両手を開くと、決意の眼しで青白い男を睨み据える。

「《青褪めた死は》、《等しき足どりで蹴り叩く》……」

　朗唱される長大な《ことば》に気づいた男の顔が、はじめて歪む。

【……貴様！】

　男が矢継ぎ早にいくつもの《ことば》を発する。空間が軋む。周囲の地盤がめくれ上がり、千切れ飛ぶほどの衝撃が撒き散らされるが、《ことば》の拘束は揺るがない。

　あれは、あのガスの詠唱は。

「《貧者の小屋も》、《王者の尖塔も》！」

　左右の《しるし》によっても増強されるそれは、本来、数人がかりで息を合わせて行う儀式魔法。

　一人ではまず行えないはずの、究極の魔法のうちの一つ。




「《全存在の抹消》ッ!!」




　物質、現象、魂。森羅万象ありとあらゆる《ことば》と《ことば》の連なりをずたずたに分断し、無意味化してマナに還す、無色透明の崩壊の波動。

　究極の破壊魔法。《存在抹消のことば》が、丘の一部を抉って抜けた。

　巨大な獣の顎に嚙みちぎられるように、丘の一部にぽっかりと空白が生じる。急激な消滅の空白を埋めようとするかのように、丘の周辺には強風が吹き荒れた。

「…………」

　《存在抹消のことば》が確かに決まっても、ガスに油断はなかった。周囲の気配を警戒し、いくつかの《ことば》で確認さえ行う。

　しばしして、ようやく相手の消滅を確信したのか、ガスは身構えを解いた。

「……ブラッド、マリー。魂をもっていかれてはおらんな？」

「おう、まぁな」

「な、なんとか……」

　ガスはため息をついた。

「なら、とりあえずウィルをなんとかしてやれ。ワシは触れられんでな」

　ガスは僕に視線を向けた。目尻を下げた、見たことがないくらい優しい視線だ。

「――怖い思いをさせたのう」

　言われて、体が、まだ硬直していることに気づいた。

　マリーがそっと、手を握ってくれる。ブラッドが、不器用に背中をさすってくれた。

「ぁ……」

　息を詰めたまま、ほとんど呼吸もしていなかったことに気づいた。

「……っ、は……！」

　肺が酸素を求めていた。荒く息を吸う、吐く。

　どっと全身から冷や汗が出てくる。がたがたと、遅れて震えがやってきた。

　自然に、目尻に涙が滲む。

　怖かった。怖かった、怖かった、怖かった……！　本当に恐ろしい相手だった。

　僕もそれなりに強くなったはずだ。武術ではブラッドに、魔法ではガスに、精神性ではマリーに及ばないにしろ、真面目に訓練してきた以上、その自負はあった。

　それなのに、あの黒い靄の男を前にして、僕はまったく動けなくなった。

　絶対に勝てない、そう確信してしまったのだ。

「すまねぇ、爺さん。……やっぱ、あんたの懸念通りになっちまった」

　ブラッドが言う。

「ウィルが旅立つまでは保たせたかったのですが……」

　マリーが残念そうに呟いた。

「それが二人の決断じゃろう」

　ガスが肩をすくめる。

「……ワシとて、それを選んだ意志まで貶めるほど偏屈ではないわい」

　二人をいたわるような、優しい口調。

「それに何より、存外うまくいったではないか」

「……そうだな。格好良かったぜ」

「ありがとうございます。本当に、いつも……」

「なに、お互いさまよ」

　二人と、そっと微笑みを交わすガス。何かの溝が埋まったような、そんな雰囲気。

　それからガスは、僕のほうに振り向いた。

「やれやれ、ウィル。とんだことに巻き込まれてしまったのう」

　まぁ、心配はいらんがな、とガスは笑う。その表情は、ずっと抱えていた懸念が解決したのか晴れやかだ。

「さて。なんと説明したものかな……そう込み入った話でもないのじゃが」

「……まぁ、こんなことになっちまったら、これも伏せとくわけにはいかねぇか」

「ええ、話しておくべきかと……ああ、中に入りませんか？　ウィルは寒いでしょう」

　薬草茶でも淹れましょう、とマリーが提案する。ブラッドが、いいな、と笑って神殿の入り口に向かう。ガスもやれやれといった調子で、僕に振り向いた。

「そうじゃな。暖炉の火でも囲んで、話そうではないか。なに、もう心配はいらぬ」

　いつにない笑みを浮かべたガスを見ていると、僕もなんだか嬉しくなってきた。

　緊張がほぐれる。暖かい暖炉の前で、薬草茶のカップで手を温めながら、話を聞いてみよう。ずっと繰り返してきた、家族の団だ。

「何もかも、なんとかなったの」

　ガスに向けて、笑い返し。一歩を踏み出した僕の笑みが――

「じゃか、ら……？」

　凍りついた。




　――黒い靄でできた腕が、ガスの胸部を貫いていた。




「ぁ、が…………」

　霊体であるはずのガスが、苦痛に呻く。

　そして僕が何をする暇もなく……ガスの体が、あっさりと、上下に引き裂かれた。

「爺さ……ッ!?」

「っ、ブラッドっ！」

　呆けた僕と違い、即座に反応したのがブラッドとマリーだ。

　ブラッドはマリーの声に応じて前衛となり、マリーは祝を行使する構えを取る。一瞬の遅滞もない反応と連携は、二人の練達ぶりの証左だ。

　その二人が。

【……クハハ】

　潰れた。ぐしゃりと。地に、伏した。

　一瞬で。

「が、あああ……ッ」

　べきべきとブラッドの全身の骨が破砕される音がする。黒い靄に圧迫されている。僕の頰に、弾き飛ばされた骨片が当たった。

「ひゅ……っ」

　マリーの喉笛が黒い靄にえぐり取られ、両腕が小枝のように折れた。空気の漏れる音がする。もう、神へ祈ることはできない。

【驚いたな。まさか単身で、私の分体を崩壊せしめるとは……】

　黒い靄が人の形を取っている。

　ノイズ交じりの声。不自然なほど均整の取れた体。血が通っていないかのような青めた肌。淀んだ昏い瞳。

【あらかじめ力を分け、分体を二分しておらねば、長く活動に支障をきたしたところだ】

　男は、片手に握ったガスの上半身に向けて語りかける。

【賞賛しよう、《彷徨賢者》よ。お前は確かに、たぐいまれなる大魔法使いだ】

　ガスは。胸から下を引き千切られたガスは、血走った目で男を睨み据えていた。

　男はそれを受けて、なお涼しげに笑っている。

「スタ、グ……ネイトォ……ッッ！」

　スタグ、ネイト。スタグネイト。不死神。……《木霊》！

【滅ぼすのは惜しい。お前の執着が失われるまでは、待ってやろうではないか】

　そう告げて、《不死神の木霊》は無造作にガスの上半身を投げ捨てた。

【そして、そこのお前】

　不死神の視線が、こちらを向く。どきりと心臓が跳ねた。

　足が、がくがくと震えだす。目をそらしたいのに、それさえできない。

　にぃ、と唇が吊り上がるさまが、はっきりと見える。

　歩み寄ってくる。動けない。

　僕に近づこうとする不死神を認識したのか。

　マリーとブラッドが半壊のまま、男の足元に食らい付こうとし、更に圧し潰される。骨が砕ける音が幾重にも響いた。

　不死神が目の前に来る。

　僕が、死を、予感した瞬間、

【よくやってくれた】

　笑みを含んで放たれたそれは、

【お前のおかげだ。感謝をしよう】

　まごうことなき、賞賛の言葉だった。

「なに、を…………」

　震える唇と、もつれかけた舌で、なんとか言葉を紡ぎだす。

【これなる英雄たちは、私と契約を行い、最高位の不死者となった】

　不死神は両手を広げて語る。それはそれは、愉快そうに。

【いつか《上王》に対する執着を失ったその時――再び私とまみえ、完全なる下僕となることを条件にな？】

　不浄の気配を漂わせる男が、語る、それは。つまり、

「ぼ、くが……」

【そうだ】

　不死神が嗤う。

【お前のおかげで《賢者》の執着は薄れ、《戦鬼》と《愛娘》に至っては、完全に《上王》への執着を失った】

　言葉が耳を通り過ぎる。理解が、追いつかない。だって、だって、それは、

【お前のおかげで、ようやくこれなる英傑たちが、我が下僕となる】

　不死神は、愉快そうだ。

【……お前がこやつらの息子として、よく生きてくれたおかげだ】

　それは、だって。僕は、生まれ変わって。

　今度こそ。今度こそ、生きようって。

　ちゃんと、生きようって……

【ハハハ、よほどの衝撃か！　まぁ、無理もない】

　思考が、回らない。

【だが、私の感謝は偽りではないぞ？】

　声が耳から入ってくる。

【そして未熟なりに、この三英傑の弟子であるというのも悪くはない】

　理解ができない。

【どうだ。お前も私にかしずき、我が陣営に属さぬか】

　理解ができない。




【……この三人と、永遠に、仲睦まじく暮らさせてやろう】




「――っ！」

　それ、は……

【ハハハ。興味があるか？　あるだろうな？　だが即断させるのも味がない……】

　考える時間をやろう、大切な家族ともどもな、と不死神は笑った。

【明日は折よく冬至。忌々しき太陽がもっとも力を失う時なれば】

　不死神の姿が崩れ、黒い靄と化す。

【――その晩に、返事を聞こう】

　風が吹き抜ける。不死神の姿が消える。

　僕は、馬みたいに突っ立って。何もできないまま、それを見送るしかなかった。
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　不死神が去ったあと。

　ボロボロに痛めつけられ、意識を失った三人を、僕は神殿の部屋に運び込んだ。

　不死者として活動できる限界ぎりぎりまで破壊されている。完全に破壊されなかったのは、不死神の目的が三人の魂の掌握だからだ。

　三人とも、高位の不死者だ。多少の傷はすぐに復元するのだけれど、今回はそうもいかない。

　損傷があまりに大きすぎる。その上、傷をつけたのが不死の力の源である《不死神の木霊》だ。あっさりと復元するわけもない。

　あまりにも遅々とした傷の復元。恐らく、明日になっても、完治どころか重傷のままだろう。

「……――――」

　最初に腕が砕け、喉を抉られたマリーを担いで運んだ。その体はぐったりと力が抜けていて。細く、悲しいほど軽かった。

　次にガスを運んだ。霊体のガスには触れることができない。いくつかの《ことば》を使って移送しようとして、何度も声が震えた。

　砕けたブラッドの骨を一つ一つ、部位ごとに整理して運ぶ。何度も、何度も、歯をくいしばって涙をこらえながら、神殿と丘を往復した。

　……僕のせいだ。僕が、ブラッドとマリーの執着を奪ってしまったのだ。

　ガスが僕を育てるのに反対した理由も、過度に知識を詰め込もうとした理由も、殺そうとした理由も、わざと負けろと言った理由も、やっと分かった。

　ブラッドとマリーの二人は、僕を見捨てられるような気質をしていない。でも僕を育てれば、執着を失うかもしれない。だから育てることに強硬に反対した。

　そしてそれが通らず、育ててみると、僕が……僕が前世の記憶から、理解の早い、良い子であろうとしたから。だから、ブラッドとマリーに熱が入ってしまった。

　ガスがあの頃、僕に物い詰め込みを課したのは、僕を潰そうとするためだったのだろう。沢山の無な課題で圧し潰して、学ぶことを嫌がるようになれば、と。それでも僕は潰れなかったから……ブラッドとマリーの二人が《上王》への執着を失って、僕に傾倒していくのが見えたから。

　だから、思い切って殺そうとした。

　あの時、《石人形の創造》や《石礫》を使ったのは、沢山の瓦の転がる地下街での事故死に見せかけるためだ。

　それを、酷い決断だとは思わない。

　友人二人の魂が永に悪神に囚われる可能性と、十年ちょっと前に拾った子供の命。両者を天にかけ、前者を選ぶというのは、けしておかしな決断ではない。

　それでも、多分、ガスは葛藤していた。

　僕を殺すこともそうだし、ガスのことだ、僕の死に二人が虚脱して、更に執着を失う可能性に思い至らなかったとも思えない。結局、問題は二人の心にある。論理的に正解が選べる問題でないことを、きっとガス自身、分かっていたのだ。だからこそ、天運に決着を任せるように、僕に反撃の機会をくれたのだろう。

　……あの時、ガスは、一体どれほど苦しんだのだろう。どれほど悩んだのだろう。どういう思いで、僕を見逃してくれたのだろう。

　わざと負けろ、なんて言った時もそうだ。あれは僕が勝ち、ブラッドが満足して執着を失わないようにするためだったのだ。

　僕の反発を予期しつつ、ガスは理由について何も言わなかった。お前が二人を破滅させようとしていると、言いたい気持ちもあったはずなのに……なにも、言わなかった。

　そして、ついに致命的な事態になった時。

　ガスは、神の《木霊》と一人で戦う決意をしていた。僕も、ブラッドも、マリーも守るために。あの恐るべき存在と、たったひとりで、戦ったのだ。

「………………」

　ブラッドとマリーはたぶん、覚悟していたような気がする。

　僕を育てれば執着を失うことを。ひょっとしたらガスを独り残して、破滅してしまうことを。全部分かった上で、僕を育てることを選んでくれた。

　見捨てることだって、できたはずなのに。あるいは適当に育てることだってできたはずなのに。まっすぐに向き合って、僕のことを育ててくれた。

　たぶん、ガスと何度も揉めたのだろう。

　そのたびに、きまりが悪そうな態度で、でも譲らないブラッドが。申し訳無さそうにしながらも、僕を庇ってくれたマリーが。ありありと想像できる。

　僕は何も知らずに、ずっと、のうのうと過ごしてきた。ガスの苦悩と、ブラッドとマリーの自己犠牲の上にあぐらをかいて……

「う……」

　次こそちゃんと生きる、だなんて舞い上がって。いつか説明すると言われて、それを無邪気に信じこんで。外の世界にいくんだなんて希望を抱いて。

「うう………」

　おぼろな前世の記憶が蘇る。

　モーターの回る音がする。目の前を、白い棺を載せた台車が進む。無機質な機械音とともに火葬炉の扉がゆっくりと閉まってゆく。

　前世の、両親の死。僕は迷惑をかけつづけて。何も返せないうちに両親は死んだ。

「うううぅぅ……」

　涙がぼろぼろと溢れる。

　昏状態の三人を前に、膝をつく。やり場のない、焼けつくような気持ちが胸の中をかきむしる。それが痛くて、あまりに痛くて、冷たい床にうずくまった。

「ごめん、なさい……」

　今度こそ？　何が今度こそなんだ。

「ごめんなさい……ごめんなさい……」

　僕のせいで、また死ぬんだ。

　迷惑をかけて。何も返せず。どうしようもないまま。

「ごめんなさい、ごめんなさい……許して、ください……」

　ああ。やっぱり僕は、クズだ。

　生まれ変わっても、どうしようもなく無能なクズだ。

　何が今度こそ、だ。今度もまた、同じだ。

　肝心な時に何もできず。暗い部屋にうずくまって。やり場のない感情に胸を焼かれて。どこにも届かない謝罪を繰り返す。

　……生まれ変わったって、何も、変わらないのだ。




　◆




「よぉ……」

　声に、はっと気づいて目が覚めた。

　うずくまって、泣いて、呻いて、謝って、謝り続けて……気づいたら、途中から記憶が途切れていた。気を失ったのか、眠ったのか、それすら定かではない。

「ひっでぇ顔だなぁ……おい……」

　あちこち壊れたままのブラッドが、かたかたと顎を鳴らして笑っていた。

「あら、本当に……」

　喉を壊されたままの掠れ声で、マリーが言った。

　上半身だけのガスが、肩をすくめている。

「駄目ですよ、ウィル。真冬なのに床で眠ったりしたら」

「うむ。薬草茶でも沸かしてくるとええわな。……どうせ昨日から、何も食っとらんじゃろう」

「お、そいつはいけねぇな。きっちり食え、まずはそれからだ」

　みんな、いつも通りだった。……何もかも、夢だったんじゃないかと思うほど。

　その温かさに触れて。焼けつくような感情が胸の中をかきむしって。

　胸のなかから、何かがこみ上げてくる。呼吸がままならない。涙がにじむ。

「ごめん、なさい……」

　思わず、俯いてしまう。顔が上げられない。

「違うぜ、ウィル。俺たちは、昔のバカな真のツケを払うことになっただけだ。お前のせいじゃねぇ」

「私たちは輪に背いて長く存在しすぎました。代価は支払わねばなりません」

　その言葉にも、僕は三人を見ることができない。

「……つってもまぁ、ガス爺さんは契約ガン無視で、取り立て人を殴り飛ばそうとして失敗したわけだが！　相変わらず凄えよな」

「ふん。相手の弱みに付け込んで強要した契約なんぞ契約とは言わんわ。土壇場で殴り飛ばされて当然じゃ。とはいえまさか、《木霊》を二つに分けておるとはな。十年はこの次元に顔を出せぬよう、念入りに消し飛ばすつもりじゃったのじゃが」

「ふふふ。でも、こう言ってはなんですが……あの不死神の青白い顔が消し飛ばされる様子は、ちょっと爽快でしたよ？」

　マリーが珍しく物騒なことを言って、二人がどっと笑った。

「ええ。不死神の《木霊》が道連れなら、悪くはないではないですか」

「そうだな。……三人がかりで痛い目見せてやっか？」

　流石に神には勝てるはずもなし、契約だから仕方ねぇと思ってたが、一体消し飛ばせたなら意外といけるかもな、とブラッドが笑う。

「うむ、その意気じゃ。……この状態で放てるかは分からんが、《存在抹消のことば》を派手に使って、奴もワシらもいっぺんに吹き飛ばすか？」

「そりゃいいな！　欲しがってた俺たちの魂ごと解体消滅か！」

「素敵な計画だと思いますよ、ガス」

　さっぱりした雰囲気だった。

　三人とも、きっと生前から、こんな風に話していたのだろう。

　……から元気だ、とは流石に分かる。

　ガスは奇襲から、相手の予想していない札で一気に押しこむことでなんとか一度勝った。でも二度目はないだろう。……三人は、ひどい重傷だ。

「つーわけで、ウィル。お前はほれ、もう成人して独立したんだ。とっとと出てけ」

「成人のお祝いも、儀式もしてあげられないのは残念ですが……」

「ま、今まで教えてやった心得のすべてが贈り物ということで納得せい」

　胸が、痛い。

「外に出て、たっぷり暴れて子分とか作って、悪い遊びもいっぱい覚えてこいよ」

「あっ、こら、ブラッド！　そうやって変なこと勧めない！」

「ハハハ、まあ多少は目を瞑ってやることじゃ。男なんてのはそんなもんじゃ」

「悪い習慣に慣れちゃうと、ズルズル歯止めがきかなくなるでしょう！」

　胸が、痛い。焼けつくような感情が、胸の内側をがりがりと引っ搔いている。

「ちょっと痛い目見るのも勉強のうちだって、なぁ爺さん」

「うむ。……なに、ウィルなら問題なかろう」

「ああ、ウィルなら、うまくやる」

「それは私も、そう信じていますけど……」

　胸が痛い。耐え切れないほど、痛い。

「…………ちがう、んだよ」

　違うんだ。違うんです。

「僕は、そんな、三人が期待するような存在じゃ、ない……」

　血を吐くように。震える声で、絞り出した。

「……ん」

　話してみろ、と促すようなブラッドに、僕は堰を切ったように語りだした。

　自責とか、羞恥とか、悲嘆とか、負の感情でグチャグチャになりながら。

　前世の記憶があること。前世でどうしようもない人間だったこと。

　生まれ変わって、今度こそと思ったこと。何も気づかず三人を苦しめて、のうのうと生きてきたこと。結局、何も返せないこと。

　罪を告白する咎のように、僕は胸のうちのすべてを言葉にした。

　三人は静かに、それを聞いていてくれた。

「前世だって……さんざん迷惑かけた両親が死んだ時、泣いたかどうかも覚えてない」

　そうだ。

　あの時、僕は。僕は――なんて思っていたんだ？

　それすら、朧な霧の向こうにある、僕は……

「クズなんだよ」

　新しい環境に、やり直せるということに、舞い上がっていただけの。

「…………どうしようもないクズだったんだ」

　そんな僕に、外の世界なんて無理だ。期待通りになんて、できるわけもない。

　思考がぐるぐる回る。辛い。痛い。悲しい。恥ずかしい。

　三人の顔がまともに見られない。

「…………ウィル」

　マリーが僕を呼んだ。……おそるおそる、顔を上げる。

「歯を食いしばりなさい」

　衝撃が走った。おもいっきり、頰を張り飛ばされたのだと、遅れて気づいた。

　マリーの復元しかけの腕が、更に捻れていた。ひ、と僕は悲鳴のような声をあげ、

「ま、マリ……」

「こっちを見なさい！」

　マリーはそれを無視して、僕の頰にがっちりと手を当て、目を合わせる動作をする。

　そこに、眼球はない。あるのは虚ろな眼だ。

　マリーの眼球は既に無い。いつも彼女は、目を伏せていた。淑やかで控えめというだけではなく、この眼窩で僕を怖がらせないように、ずっと目を伏せていた。

「ウィル。それ以上、自分を傷つけることは、母が許しません」

　ぴしゃりと彼女は言った。

「あなたがクズ？　冗談も休み休み言いなさい。あなたはいつも真剣で、ひたむきだったではありませんか。ガスにどんなに無な課題を出されても、ブラッドとの鍛錬で何度怪を負っても、山野や地下街に放り出されても」

　マリーは静かに、しかし有無を言わせぬ勢いで言い募る。

　こんなに強い口調のマリーを、僕は一度も見たことがなかった。

「自分の為してきたことを見つめなさい！　前世の記憶が何ですか!!　たかが不死神に揺さぶられた程度で、何を動揺しているのですっ!!」

　がつん、と頭を殴られたような気がした。

「前世の両親が死んだ時、泣いたかどうかも覚えてない？　あなたは泣いたに決まっているでしょう！　ただ記憶が曖昧だというだけで、それだけ後悔できるあなたが！　今、私たちのためにこんなにも泣いてくれるあなたが！　泣かなかったわけなど、どこにありますかっ！」

　がつん、がつんと、心が揺さぶられる。鈍麻していた感覚が、鮮明になってくる。

　さんざん泣いたはずなのに、また、涙が滲んできた。

　……冷えきっていた心のなかに、ゆっくりと、温かい何かが灯り始めていた。

「ウィル、ウィリアム！　いじけていないで、しゃんとしなさい！　……返事はどうしました！」

　マリーの声に。

　僕は、一度、しゃくりあげてから、

「っ……はいッ！」

　背筋を伸ばして、まっすぐマリーを見て、答えた。胸の中をひっかく、どうしようもない感情は、すっかりどこかに消えてしまっていた。

　マリーの肩の向こうで、ブラッドとガスが苦笑していた。

「けけけ、ウジウジしてっから叱られるんだぜ？」

「どうやら、いじけの虫は去ったようじゃな」

　勢い良く頷く。もう迷わない。

　心に灯った温かい何かは、だんだんとマグマのような熱を帯び始めていた。

　明になった思考が、高速で論理を組み立て始める。

　大丈夫。僕は、もう、大丈夫だ。……マリーが、僕を守ってくれたから。

　だから――

「お願いがあります」

　今なら、戦える。

「どうか、僕に皆を守らせてください」

　僕はきっと、戦える。

　――決意は、晴れ晴れとしたものだった。
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　日の出ているうちに、温かい食事を食べた。湯気の立つ食事は、冷えた体に染み渡り、活力と勇気をくれた。

　装備を整える。奴は夜に来ると言った。短の《おぼろ月》は二メートルほどの長さにして、照明を最大範囲、最大輝度で。

　盾で殴ることも考慮した、縁の部分を研いだ円盾を左腕に通し、ベルトで固定する。

　厚手の鎧の上に、革鎧を着こみ、更に要所は金属製の首鎧、胸甲、籠、脛て。兜は視聴覚を阻害する可能性を考えて、あえてつけない。

　どうせ神を前に生半可な防具なんて気休めだ。汗が目に入る可能性と、攻撃の余波で額を割られる可能性だけは考慮して、代わりに鉢金を巻いた。

　そして、《喰らい尽くすもの》を吊るした剣帯を確認する。

　《木霊》にも通じるというこの剣が、すべての鍵だ。

　魔法や祝で可能な支援は、マリーとガスの協力を得て、既にありったけをかけてある。おかげで身体能力や魔法への抵抗力は、平素の三割増しだ。しょせん三割になるか、されど三割になるかは、まだ分からない。

　……三人にはさんざん止められた。せめて自分たちと共に戦おうとも言われた。

　けれど、現状のあの三人が参戦しても戦力的に心もとない。一人のほうが身軽に戦えるという確信があった。

「最初の街を出る前に裏ボスかぁ……」

　ふと、前世のゲームを思い出して呟いた。ろくでもない構成だ。

　でも、現実なんて往々にしてそうだ。ろくすっぽ準備の整わないうちから、いきなり無茶苦茶な相手にぶつかることもある。

　順番通りにザコ敵からステップアップできれば良いけれど、常にそうなるわけじゃない。いきなり絶望的で、どうしようもない相手に当たることだってある。

　なら、どうするか。

「……工夫して、ぶつかって、頑張るだけだよね」

　根性論で精神論だけど、愚直さが大切な時があると、僕は生まれ変わって学んだ。

　勝ち目が高いとか低いとか。勝てるとか勝てないとか。できるとかできないとか。

　パラメーターもないリアルじゃあ、ぶつかってみないと分からないことも多い。

　リスクを考えるのは大切だけれど、失敗を過剰に恐れてリスクをすべて排除していたら、最後まで何の行動も起こせずうずくまったままだ。

　ぐ、ぐ、と念入りに柔軟をする。それから神殿の神々の彫刻の前に香を焚いて、膝をついた。

「善なる神さま。これから僕は、大切な父と、母と、祖父のために戦います。……邪悪な神と、たった一人で」

　手を組む。目を伏せる。

「その行いをみそなわして下さるなら、どうか少しなりとご加護を下さい」

　怯みませんように。竦みませんように。三人の教えに恥じぬ戦いができますように。

　そう短く祈ると、立ち上がる。

　神殿の大扉を開く。

　闇夜の中に。外の世界に。……僕は、自ら一歩を踏み出した。

　びょうびょうと、凍える風が吹き荒ぶ夜の丘。その麓、墓地のほうからおぞましい不浄の気配がする。

【……さあ、心は決まったか？】

　ああ、決まったよ。

「不死神スタグネイト。悪しき神」

　歩き出す。徐々に速度を速め、歩きから早足へ、早足から疾走へ。

「あなたには何一つ、くれてやらないッ！」

　僕は、神に挑む。
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　周囲を照らす槍を構え、土を蹴立てて丘を駆け下る。

　街とは反対側、鬱とした森を背に墓石が立ち並ぶあたりに、青白い顔に淀んだ昏い目の男が佇んでいる。昨日は全く動けなかった相手だ。

　圧力は変わらない。けれど今日は、不思議なほど体が動く。

　マリーの叱が、激励が、熱量さえ伴って僕を突き動かしていた。

　……圧倒的な力を持つ悪神の《木霊》を相手に、敵対を宣言して真正面から挑む。一見して愚かな行いだけれど、これは最適を考えた末の結論だ。

　そもそも相手は神の分体。存在の次元が違う相手だ。単純に鉄剣やら石ころやらを叩きつけてどうこうできる相手ではない。

　これを損傷させ、あるいは消滅させる手段は、今考えうる手だとおおよそ三つに限られている。

　他の神の力を借りるか、ガスのように高位の魔法を直撃させるか、高位の魔法の武具を叩き込むか、だ。

　このうち一つめの、善神の《木霊》の降臨などは最初から期待していない。どこかにいるであろう善なる神が、都合よく自分の祈りに応えて現れてくれると考えるほど、僕は自分本位ではない。自分の制御下にないパワーを最初から当てにするなら、戦うよりも引きこもって祈っているべきだ。

　次に二つめの高位の魔法だけれど、これは難しい。僕もガスの弟子だ。頑張れば《存在抹消》級の魔法を撃てないこともないけれど、それは入念に時間をかけて準備すればそれなりの成功率で、くらいの話だ。あんな高速の多重魔法行使で《拘束》した後に、《拘束》ごと《存在抹消》で吹っ飛ばすとかいう荒技は、どう考えても昨日の今日で模倣はできない。模倣できない以上、一度やられて似たような手を警戒しているだろう相手に、より劣化した手で挑んでもしょうがない。

　そして三つめの高位の魔法の武具。これが唯一、通じそうな可能性だ。ブラッドから貰った《喰らい尽くすもの》は間違いなく、それに相応しい格の魔剣だ。こちらを叩きつけるというほうが、まだ魔法を警戒している相手の前でトロトロと大魔法を準備するより望みがある。

　そのうえで、リーチが短い魔剣を使うのだ。できれば騙すなりなんなりして油断させて、奇襲を狙いたくはあったけれど、これは無理だと判断せざるを得なかった。相手を傷つける手段が限られている以上、それができる品を抜剣できるよう装備しているということは、つまり敵対の宣言に等しい。

　想像して欲しい。降伏しますと言いながら、あきらかに後ろ手にナイフ持って近づいてくる相手を。……僕なら絶対に信頼しない。不死神だってそうだろう。

　魔剣をなんとか隠すという考えもあるけれど、神の化身の知覚力を相手に尋常の隠蔽でなんとかなると考えるのは希望的観測に過ぎる。

　そんな分の悪い博を試みるくらいなら、むしろ開き直って完全に戦支度を整えて正面から挑むべきだ。その上で、

「相手をしてもらうっ！　まさか神ともあろうものが、人間の小僧ごときを相手に逃げないだろうなッ!!」

　相手の神としての、上位者としての誇りに訴えかける。

　この程度の安い挑発にのって、一騎討ちでもしてくれれば最高の展開だけれど、本命はもうちょっと低いラインだ。けれど。

【ハハハ。小僧なりに、なかなかよく考えてきている】

　靄をまとった端正な《不死神の木霊》は、興がるように、迫る僕に拍手を送った。

【――自分に対して意識を絞らせ、私の行動を縛りたい、といったところだな？】

　見抜かれている。とにかく相手をするにしろしないにしろ、「僕をどうするか」という点に意識を絞らせたかった。

　なにせ後ろには弱ったブラッドとマリーがいるのだ。ただでさえ勝ち目の無い相手だというのに、僕を無視して二人を回収することに徹されてしまったらどうしようもない。

【良いだろう、乗ってやろう。だが神に挑むというのだ……】

　丘の麓に佇む不死神から、黒い靄が蠢き、地を這う。油のように、それが地面に染み入ってゆく。

　……何をする気か分からないけれど、先手を打たなければまずい！

「《加速》！」

　咄に《ことば》を唱えて更に加速。身体増強の効果も加わり、圧倒的な加速感だ。

　もはや一蹴りで何メートル跳んでいるのかも分からない。

　弾丸のように不死神のもとに到達し、《喰らい尽くすもの》を抜き打ちに叩きつけようとし、

「――ッ！」

　横手から繰り出された打撃に、ふっ飛ばされた。

　無理に勢いに逆らわずに跳躍し、辺りを転がって跳ね起きる。

【その資格を、まずは示してもらおうか？】

　辺りの墓石が倒れる。土が盛り上がり、何かが起き上がる。

「これ、は……」

　それは戦士だった。

　錆びた装備を身にまとい。あちこちが欠けた、骸骨の戦士たち。

　それは魔法使いだった。

　朽ちた杖を手に。虚ろな眼でゆらりと佇む、骸骨の魔法使いたち。

　体から墓土をこぼしつつ、次々に周囲に起き上がる骸骨の群れ。

【われは不死神、不死神スタグネイト】

　思い出すことが、一つある。

　三人はここに《上王》を倒しにやってきた。沢山の仲間と一緒に。

　仲間を犠牲にして。不本意にも不死神との契約に手を染めて、《上王》を封印した。

　封印の守護者となり、犠牲になった仲間の死体を埋葬した。

　……どこに？

　決まっている、ここだ！

【不死なる戦士たちを率いるものよ】

　中身の魂まではそのものではないかもしれないけれど……三人の仲間なのだ。

　すべて、英雄と呼ぶに相応しい人物の亡。

【くく……ハハハ！　さあ、若き戦士よ。存分に、その力を示すが良い！】

　不死神が笑っていた。両手を広げ、招くように。

　来られるものなら、私のもとまで来てみろと。

　その周囲を、不死者となった英雄たちの亡骸が取り巻いている。

　――その数、およそ百。

　弄ばれている。勝ち目はない。

　そんな言葉が脳裏に浮かびかけ――

「はっ！」

　それがどうした。

　引きつりかけた口の端を、強引につり上げる。獰な笑みを浮かべる。

　きっと生前のブラッドがしていたように。

　短を構えて、周囲に目を配り、最適の戦術を思考する。

　きっと、ガスならそうしただろう。

　諦めない。揺るがない。最後まで可能性を信じる。

　マリーから教わったように。

「片っ端から――相手してやるっ！」
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　……状況は極めて悪かった。

　戦士の不死者の懐に飛び込むと、横殴りに盾の縁を叩きつけ、脆くなっていた肋と背骨を力任せに砕く。大きめの墓石を背に《ことば》を叫び、脂や蜘蛛糸を展開し、迫る新たなグループ一つを阻止。その間に棒術めいて短槍を振り下ろし、薙ぎ払い、接近してきた幾体かの骨を叩き砕く。

　と、墓石を飛び越え身軽な軽戦士風の不死者が跳躍してきた。身につけた鎖帷子は綺な銀色。《真なる銀》か何かだ、たぶんあれは切れない。

「せ、ッ！」

　なので腓と脛、下を構成する主要な二本の骨の隙間に短槍の穂先をひっかけ空中で姿勢を崩してやる。落下したところで、流れるように踵を打ち下ろして、頭骨を踏み砕いた瞬間には、既に短槍は石突きを背後に繰り出し牽に。

　横合いから放たれた魔法の弾丸を、

「《加速》！」

　魔法で加速をかけつつ跳躍し、回避。

　大きめの墓石を飛び越え、空中で棒高飛び競技めいて身を捻り、

「《落ちる》、《蜘蛛網》っ！」

　背後から迫っていた数体を巻き取りつつ、追い込まれないよう立ち位置を変更する。

【ほう。曲がりなりにも百の英雄を相手に、これか】

　不死神が感心したように呟いている。けれど、僕は習った通りに戦っているだけだ。

　もし出現した百の不死者がすべて三人なみの、知性を持った最高位の不死者なら終わりだった。けれど、幸い神とはいえ、そこまでの不死者を即時量産はできないようだ。

　戦士の不死者は確かにもと英雄らしく恐ろしく鋭い太刀筋だけれど、部位や装備が欠けているものが多いし、ブラッドに比べれば二段ほど遅い。

　状況を制御して一対一に持ち込めば、手間取っても三手で壊せる範囲だ。

　魔法使いの不死者のほうは、もうほとんど論外だ。運用する中身の知性がお粗末すぎる。無駄に時間のかかる大魔法を詠唱したり、射撃照準が甘かったりで、身体増強をフルにかけて高速で動き回っている現状、まぐれ当たりだけが怖い。

　ガスの教え通りに拘束、阻害の魔法をメインに順序よく、敵集団を行動制限して一対一に持ち込めば、ブラッド仕込みの戦技で潰せる。

　……だけれど、状況は極めて悪い。

　問題は百体倒せるかじゃない。百体倒した後に不死神と戦えるか、なのだ。

　こんな百人組手もどきをやっていたら、いくらなんでもスタミナがもたない。

　息が切れれば魔法の口頭詠唱は失敗率が上がる。技だって疲労で鈍る。

　《喰らい尽くすもの》で生命力を吸収できれば、疲れもなく戦い続けられるかもしれないけれど、あいにく相手は生命のない不死者ばかりだ。

　どうする。また一体を叩き壊しながら考えた時だ。

【……待て】

　不死者たちが、その動きを停止した。

　不死神は顎に手を当てると、ふむ、とつぶやいた。

【三英傑のついでと思っていたが……予想以上だ。お前、名はなんという？】

　不死神は、笑みを浮かべていた。

「……ウィル」

　慎重に返答する。油断してくれていたほうが良かったのに、どうやら評価を上方修正されたようだ。更に容赦なく潰される可能性を考慮した時、

【そうか、ウィルよ。……改めて、我がもとに来ないか？】

　そんな言葉が、耳を打った。

【私はお前が気に入った。その絶類の戦闘能力も、たった一人で私に挑む精神性も、すべてが好ましい。我が不死なる軍勢の、将の一人として迎えよう】

「何を……」

【まぁ、待て。お前はおそらく、何か誤解をしているのだ。あの三人も、お前も含め、私は己にすべてを捧げるものを無下に扱うつもりはないぞ？】

　……それは、少し意外な言葉でもあった。ブラッドやマリーの覚悟のほどからみても、不死の悪神に魂を囚われるという言葉にも、陰惨なイメージがつきまとっていた。

【私とともに来ることを選ぶなら、その身から厭わしき死を取り払おう。亡霊たちの船に乗り、海の果て、我が国に至れば、そこには老いも病もない楽土がある】

　意外な展開に驚く僕をそのままに、不死神は朗々と語る。

【時には私の号令一下、善なる神々の陣営の軍勢と刃を交えることもあろう。お前は手ごわき強敵を相手取り、いにしえの英雄や聖者、賢者たちと肩を並べ、戦場を駆ける】

　おのが理想を語る不死神の口調には、淀みがない。

　おそらく、本当にそうなのだろうと思わせるだけの力がある。

【戦が終われば宴を開こう。大いに騒ぎ、楽しみ、武勲を語らい、そして次なる戦いに備えるのだ。魂強き最高位の不死者ならば、喜楽の感情を持つことは知っていよう？】

　それは、知っている。三人と暮らして、知っている。

【ウィル。お前は育ての親たちと、永く、仲睦まじく暮らすことができる。別れも悲しみも必要はない。そして我らがこの次元を制覇すれば、それは永遠となる――――】

　それが我が目的なのだ、と不死神は言った。

【この世界には、悲劇が多すぎる。死は美しいものではなく、多くが想像を絶する苦痛と恐怖を伴うものだ。あるいは誰かを愛せば、必ず愛した者の苦しみと、死による別れがそれに報いる。力持つ英雄や高潔な聖者は、その力ゆえ、高潔ゆえに、疎まれ、殺される】

　――不死神スタグネイトは、かつて善なる陣営にありながら、生死の悲劇を見ることに耐えかね道を違えた神。

　――あらゆる優秀な魂を不死化させ、永遠に停滞した悲劇なき世界を生むことを望んでいます……

　マリーの言葉を思い出す。彼女はたしかに、そう言っていた。

【理不尽ではないか。この世界は、悲劇が多すぎる。……私はそれを、覆したいのだ。死によって脅かされることのない、永遠に優しい世界を作りたいのだよ】

　不死神の言葉には、慈しみさえ伴っていた。たぶん、その言葉に噓はない。

「…………」

　本当に、そんな世界が実現できるのだとしたら。実現、できるのだとしたら……

【さあ、ウィルよ。彼らのように、私と契約を結ぼう】

　不死神が、どこからか杯と短剣を取り出した。くすんだ銀杯と、簡素な短剣。

　けれど、それらには強い神威が籠っている。

　杯を構え、不死神が手首を浅く切った。不死神の黒い血が、静かに杯に溜まってゆく。

【……我が血を飲むが良い。そうすればお前は、死と決別することができる】

　不死神が、僕に向けて、杯を差し出した。

　あの血を飲めば、不死者になれる、というのだろう。

　僕は頷き。短槍を地面に置くと、ふらりと、杯に向けて踏み出し――




　抜き打ちざまにその手首を叩き斬った。




【――～～～ッ!?】

　《喰らい尽くすもの》の黒の刃から紅色の茨の蔓のようなものが走り、不死神の傷口に絡みついた。

　剣を握った右手から力が溢れてくる。疲労は抜け、細かな傷が癒え、たちどころに活力が湧き出す。……切れば生命力が回復するとはこういうことか、と理解するうちにも、訓練された肉体は刃を翻した。一瞬の動揺に付け込んで狙うのは、首ではなく、的の大きい胴への薙ぎだ。

【ぐぉ、お……ッ！】

　入った。直撃だ。

　真紅の茨が不死神の胴にも絡む。

「せ、ぁッ!!」

　いける。そう確信し、とどめに脇から首へと払い上げようとした瞬間、

「……っ!?」

　軸足が恐ろしい力で何かに引きずられ、僕は転倒した。

　衝撃。不死神が逃れる気配。

　視線を向ける。足に、血まみれの蛇が絡みついていた。

　蛇は――不死神の手首とともに転がる杯から、這い出していた。

　しまった。手勢をこんなところに……！

【ぐ、ぅ……賢者といい、お前といい、本当に……油断のならぬ奴らよ……】

　不死神の声が聞こえる。

　ぎりぎりと、蛇はその細身から想像できないほどの恐ろしい力で、僕の足を締めあげていた。

　縦に裂けた、無感情な瞳孔が僕を眺める。蛇の牙からは――滴る、不死神の血。

　しゅう、と蛇が鳴いた。不死神が呻きながら応じる。

【構わぬ……やれッ！】

　その一言とともに、蛇が僕の首に向けて飛びかかる。

　咄に受けた腕に蛇が絡みつき――防具の隙間から、鋭い痛みが走った。

　振り払おうとするけれど、蛇の牙はがっちりと腕に食い込んでいる。

　……相手を不死者と化す、神血を帯びた牙を、打ち込まれていた。

　傷口から異様な悪寒が、恐ろしい勢いで全身に伝わってくる。

　体が硬直しはじめる。もがこうとする体の自由が、きかない。

　視界がぼやける。意識が混濁する。

　平衡感覚がおかしい、地面がねじれて揺れている。

「ぁ……」

　倒れこんだ。

　ふわふわした視界の中。不死者たちが、僕に武器をつきつけるのがぼやけて見える。

　地面をひっかき、もがく。

　……だ、めだ。

　けれど、動けない。

　どうしても、動けない。

　……僕は、守らないと、いけない、の、に……

　視界は徐々に暗さを増し、僕の意識は暗転した。
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　気づくと、燐の舞う星空の下にいた。

「……？」

　辺りを見回して、気づいた。

　なんだか手がふわふわしている。ガスの霊体みたいな……っていうか、霊体だこれ。

　ということは、死んだのだろうか。不死神の血を受けて、その拒絶反応とかで……

「…………」

　そういえば、何だかここは懐かしい気がする。

　以前も、歩いたことがあるような……

　そう思って、気づいた。足元は星空を映す、暗い水面のようになっていて。その水面に、ぼんやりとした灯りが大きく映っている。

　僕の後ろだ。

　振り向くと、長い柄のついたカンテラのような灯りを手にした人影があった。

　フード付きのローブを目深にかぶった誰かだ。誰かは、もう、知っている。

「……お久しぶりです。灯の神さま」

　軽く頭を下げる。なんとなく、思い出してきた。

　たしか、僕は前もこの星空の下を歩いたのだ。この、灯火の神さまに導かれて。

【………………】

　無口な神さまだ。

　たしか以前も、先導するばかりで、一言も口をきいてくれなかった気がする。

　でも、その足取りは。僕が遅れていないか、確かめるように歩くその足取りは、気遣いと慈しみに満ちたものだったのを、覚えている。

「………………」

　そうして、ふっと気づく。

　暗闇の中に浮かんでいるのは、星じゃない。あれは、世界だ。

　幾つもの宇宙、無数の恒星、更に無数の惑星を内包した世界が、巨大な天球儀の星々のように、ゆっくりと動いている。

　肉体の枷より解かれて拡大した知覚が、そのすべてを捉えていた。

　時に互いに近づく世界から、ほのかな光の粉が舞って、別の世界へ吸い込まれてゆく。

　とても微かな光なのに、なぜだか儚いとは思わない。むしろ、力強ささえ感じる。

「あれは……？」

【――魂の巡り。何もかもが淀まぬように、世界すら越えて】

　返答があった。なぜだか驚かなかった。

　なんだか今は、答えてくれるような気がしたのだ。

「そっか。……こうやって巡っていて、こうやって巡ってきたんですね」

　星空を見上げていると、またひとつの世界から光の粉が立ち上った。

　ふわりと、力強く。またたきながら、別の世界へ。

　星空のような無数の世界と、その中で生きて死に、そして渡りゆく無数の魂たち。

　心臓の鼓動のように。

　繰り返しまたたき、巡り。

　連綿と、命が紡がれてゆく。

　それは切なくなるほど、美しい光景だった。

「……どうしてこの景色を、忘れてたんだろう」

【………………】

　今度は、神さまは何も答えなかった。前に出て、僕をどこかに導こうともしない。

　ただ、その場に佇んだまま。

【……問う】

「はい」

【何ゆえに、不死神の誘いを拒絶した？】

　神さまの問いは、意外と現実的なものだった。

　もっと抽象的で概念的なことを問われるかと思っていた。

「何ゆえ、と言われても……そうですね」

　ちょっと考える。

　こんな言い方でいいんだろうか、もっと形を整えたほうが……いや、今さらか。

「僕、前世でひきこもっていたじゃないですか。たぶん何かでつまずくか、打ちのめされるかして、そのまま立ち上がれずに。――相当ダメな生き方でしたけど、でも、あれで、ちょっとだけ分かったことがあるんです」

　神さまは、無言で先を促してくる。

「《生きてる》のと、《死んでない》のって、ずいぶん違うんだなって」

　前世の僕は、生命活動をしているうちは、間違いなく死んではいなかった。

　でも、生きていたかと言われると、どうだろうかと首を傾げてしまう。

「前世の僕は、死んでいないだけでした。何をする勇気もなく、あと何十年もただひたすら生きなければならないことが、重荷でさえあった」

　今でもあれは、一つの地獄だと思う。身動きもできないどん詰まりに閉じ込められて、何十年も生きるのは、下手な物理的な苦痛よりもくるものがある。

「……だから、あの記憶が、少しでも残っていたから。僕はこの世界で、ちゃんと《生きる》と決めました」

　幼い日のあの誓い。

　あれは今でも、今の僕、ウィルの立脚点だ。

「前世の僕は、死ぬことがどうでも良かったから生きてなくて、生きてなかったから死ぬのも怖くなかったんです」

　痛みは嫌だから、積極的に死のうとしたりはしなかったけれど。手軽に、安全確実に眠るように死ねる手段があったなら、前世の僕は喜んだかもしれない。

　死はその程度のもので、生はその程度のものだった。

「片方の価値を貶めたら、もう片方の価値も貶められてしまう」

　ガスは、最初に魔法を教えてくれた時に言っていた。

　大地を作れば、おのずから天空ができる。良いものを作れば悪いものができる。

　だとしたら、きっと逆も然りだ。

　天空がなければ大地はない。悪いものがなければ、良いものだって存在しないのだ。

　全部ならされて、平な無になってしまう。だから……

「きちんと生きるなら、きちんと死ぬべきだと思うんです。それがどんなに痛くても、苦しくても。……でないと、また僕は、あの部屋に逆戻りしてしまう」

　不死神のあの誘いは、要はそういうことだ。死を否定して永遠に生きて良いって提案は、永遠にあの部屋に引きこもっていても良いって提案に等しい。

「どんな付加価値がついていたって、お断りです」

　肩をすくめて、笑った。

「僕は、あの三人の家族として、生きて、死にたいんです」

【…………】

　灯火の神さまは、無言で頷いた。どうやら、質問の答えにはなったらしい。

「……それで、その。僕は、死んだんですか？」

【死んではいない】

「では、生きてる？」

【かろうじてだが】

　どうやらそうとう酷いことになっているようだ。たぶん、仮死なのだろう。

　だからこんな、魂の巡る、多元世界の天球儀みたいな場所なんかへ迷い込んだのだ。

「それじゃあ、どうにか戻しては貰えませんか？」

【戻ってどうなる。……留まれば望み通り、死ねるが】

　言うことは分かる。……まぁ、勝てないだろう。

　全身に不死化の神血が回った状態で、僕を完全に警戒しはじめたであろう不死神相手に何かできるとも思えない。

　所詮、僕は僕だった。頑張っても、物語の英雄みたいには格好良くいかない。

　あのまま無様に、地に転がったまま殺されるのがオチだろう。

　どれだけ痛いか、苦しいか。考えたくもない。

　最悪、不死化させられて、生きても死んでもいない永遠の牢に放り込まれる。

　でも。

　それでも――

「家族くらい、守りたいじゃないですか」

　痩せ我慢して、ぎこちなく、格好つけの笑みを浮かべた。

　どんなに不格好でも、泥にまみれても。……今度はせめて、家族くらい、守りたい。

　目覚めれば、あるいは奇跡でも起こって、相討ちくらいには持ち込めるかもしれない。

　それも無理でもせめて弱らせれば、三人が何かの方策を講じてくれるかもしれない。

　そうすれば、僕は僕の家族を、少しなりと守ることができる。

「……いつか、恩返しするって、決めてたんです」

　それが果たしきれないのは、死ねなくなるよりも嫌で、悔しくて、苦しいんです。

　だから、戻して下さい。神さま。

「お願いします」

　自然に、膝をついていた。

　頭を下げる。

【………………】

　神さまは、しばらく黙っていた。

　僕はずっと、頭を下げて待ち続けた。

【……汝、ブラッドとマリーの子、ウィリアム。世界を渡りし魂よ】

「はい」

【命の重み。しかと理解したな】

「はい」

【それでもなお、死を受け入れる覚悟はあるか】

「はい」

【死の絶望。しかと理解したな】

「はい」

【それでもなお、消え行くすべての命を慈しむか】

「はい」

　頭を伏せたまま、答える。

「……はい。やっと、そのことが、分かりました。あなたの、恩のおかげで」

【…………】

　この特殊な場にいるからこそ、なんとなく分かってきた。

　転生した魂は、前世のことを忘れてしまう。僕も、この場所のことを忘れていた。

　それは前世に引きずられず、新たな自己を確立して生きてゆくために、必要な措置なのだ。

　だから朧げなりと、微かに前世のことを覚えていたのは……この神さまが、後悔と自責まみれの憐れな魂に、慈悲をかけてくれたおかげなのだろう。

「……感謝いたします。生々流転を司りし、慈悲深き灯火の神よ」

　どれだけ伝えられるかは分からないけれど。

　心から感謝します。

　チャンスを与えてくれて。ブラッドとマリーの子供にしてくれて。ガスの孫にしてくれて。本当に、ありがとうございました。

　感謝しても、しきれません。

【その想い、確かに受け取った。……面を上げよ、人の子よ】

　言われて顔を上げて、僕は目を見開いた。

【汝、ウィリアムよ】

　膝をつき、見上げた視線の先。

　正体不明の灯の神のフードの下には……穏やかそうな、黒髪の少女の顔があった。

【その覚悟を忘れぬ限り、汝には資格がある】

　少女、グレイスフィールが無表情を崩し、ふわりと微笑みを浮かべる。

　白い手が、目の前に差し伸べられる。

【さあ、起きよ。誓いを立て、ともに行こう】

　手を握り返す。

【その生が終わり、再びわれが汝を導くまで……】

　立ち上がろうとすると同時、意識がぼやける。




【――われは、汝の守護者とならん】
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　朦とした意識のまま、目が覚めた。

　仰けに倒れている。曇った夜空が見える。

　腕に蛇が嚙み付いている。籠の隙間から、不死の神血を流し込まれている。腕が痛い。痛い。熱い。

　不死者と化した英雄たちが、僕を囲んでいる。十重二十重に囲い込んで、油断なく武器を突きつけている。

　その向こうで、不死神が笑っている。勝利を確信して、笑っている。

「………………」

　どう考えても、どうしようもない。

　詰みの形。終わりの状況。けれど……

　どくん、と心臓の鼓動を感じた。

　脈打っている。まだ、僕の心臓は、鼓動を刻んでいる。

　大丈夫。それなら、大丈夫だ。

　胸の中の、マグマのような熱が。ゆっくりと、鼓動とともに全身に巡っていく。

　感覚の鈍っている手を、ゆっくりと組む。

　この世界では、こう祈るのだと、マリーから習った。

「……生々流転を司りし女神、グレイスフィールよ」

　新しい力が、吹き抜ける爽やかな風のように体内に巡ってゆく。

　どう使えばいいのかは、自然と、最初から分かっていた。

「どうか、僕とともに歩んで下さい」

　僕は守護神を選び、誓いを立てる。

　今日は冬至だ。子供が独り立ちする、めでたき祝いの日だ。

　――神様の加護が、与えられる日だ。

【祝？】

　異常を察知した不死神の表情が歪む。

　それは、驚きではない。無駄な抵抗に対する、嘲りだ。

【はッ、使えたところで何ができる。生半可な術で、体内に打ち込まれた我が血は】

　ぼ、と腕から白炎が噴き上がった。

　熱くはない。むしろ、体内の不浄な何かが、焼かれてゆくのを感じる。

　大丈夫。いける。

【……聖痕、だと？】

　マリーの祈りを知った時についた、あの勲章。腕の火傷痕。神の炎に焼かれた腕だ。

【よくよく見ればその体……いったいどれだけの聖を口に！】

　不死者の身でありながら、マリーは僕のために毎日、地母神に糧を祈ってくれた。

　マリーの日々の祈りは。折れない心は。不死神の予想を、完全に覆していた。

「そして、我が神に誓う」

　――強い誓いを立てれば加護を得やすくなる代わり、苦難の運命に巻き込まれるってのはよく言われる話だ。

　ブラッドの言葉を思い出す。

　口の端を、無に笑みの形にする。

　苦難の運命。上等だ。

　今、ここで不死神をぶっとばせるなら。

　……そのくらいの代価は、安いものだ！

「我が生涯を、あなたに捧げる！

　あなたの剣として邪悪を打ち払い、あなたの手として嘆くものを救う！」

　思いつくまま、強い誓いを立てた。

　灯火の神さまが、相変わらず無言のまま、小さく笑う声が聞こえた気がした。

「……流転の女神の灯火にかけて！」

　傍らに、ぼう、と証のように火が灯った。ほの明るく、温かで柔らかい光だ。

　……死後に導くだけじゃない。

　きっと彼女は、すべての魂あるものを、その死の一瞬まで照らし続けているのだろう。

　それに気づかれることがなくても。

　倦むことなく。飽くことなく。静かな愛と、慈しみをもって。

【……グレイスフィールの加護を得たか】

　不死神は、その表情を歪めていた。

【惜しい。惜しいな……ぜひ、我が陣営に加えたかったのだが。やつに取り込まれたとあらば、是非もない】

　殺意が噴き上がる。

　……今までは、「心を折って取り込もう」程度の考えで対応されていた。

　だけれどここからは、殺しに来る。相手も本気だ。

　ずっと避けようとしていた、対等の殺し合いのステージに立った。立ってしまった。

　だけど。……だけど、もう、負ける気はしない！

「不死神スタグネイト！　貴方を倒して、誓いを果たすっ！」

【若き英雄よ。……志半ばで、果てるがよい！】

　叫びが交錯し、最後の戦いが始まった。
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【殺せッ！】

　初手を制したのは不死神だ。

　号令一下、不死者と化した英雄たちが刃を突き出してくる。

　四方八方から突き出されるそれはもう比喩ではなく、鋼色の壁だ。

　逃れようもない。切り込む隙もない。

　……だから体の奥底から湧き出す力を、湧き出すままに全方位に叩きつけた。

　僕を中心に空間が僅かにたわみ、無色透明の清浄な波動がほとばしり、

「――――……！」

　声なき叫びが墓地へと響く。

　それは苦痛ではない。心地よい安らぎと、解放に対する歓喜の叫びだ。

　骸骨たちが塵と化し、鋼の壁が砂のように崩れた。古びた武器防具が次々に落下し、けたたましい音が響く。視線は向けないけれど、頭上、宙の一点に灯火が灯り、ふわりと空へ浮かんで消えたのが知覚できる。

　昔、確かに聞いた。――グレイスフィールの固有の祝禱術は、死者の魂に安らぎと導きを与える。

　《聖なる灯火の導き》の祝禱。

　貴重な癒し手である祝禱術の遣い手が、前線で不死者と直接相対することに利が少ないため、この術はそこまで注目されることはない。けれど、この状況では極めて強力だ。

　……不死神が再び迷える魂を集め、墓地に眠る骸を起こそうとする。

　それに対して、再び灯火の神に祈る。

　無色透明の波動が走り、周辺一帯のすべてのさまよえる魂が、安らぎのうちに神々のもとへと旅立ってゆく。

【なりたての神官ごときが、なんという！】

　その速度か、あるいは規模が予想外だったのか、不死神が悪態をつく。

　確かに僕は神官としてはなりたてだ。

　だけど祈り方は、知っている。マリーを見て、彼女を手本に、ずっと祈ってきた。

　今さら、祈りに戸惑うわけがない。

「《加速》！」

　愚直に、まっすぐに突っ込む。迂な策など使わない。

【く……っ】

　ここまでの攻防で、不死神がさほど剣技や体術に優れていないことは分かっている。

　でなければ、いくら油断を突いたとはいえ僕の剣が二撃も入らない。

　小細工は弄さず、ひたすら距離を詰める。

　懐に入れば勝ちだ。魔剣の連撃で、今度こそ反撃を受ける間もなく消散させられる！

【《破壊よ》……】

　と、聞こえた詠唱に首筋が粟つ。

　急加速中に強引に地を蹴り、足を軋ませながら横っ飛びに跳んだ。

【《在れ》ッ!!】

　《破壊のことば》。ガスのそれ以上の出力で、地面が弾け噴き上がる。直撃は避けたけれど、噴き上がる土砂と荒れ狂う衝撃の余波に翻弄され、地を転がる。

　不死神は、自分を巻き込む位置で、地面に向けて破壊の魔法を炸させていた。

　そうだ。知っていたはずだ。

　神の《木霊》は、きわめて強力な魔法や魔剣でしか傷つかない。

　つまり常人の魔法使用の定石と異なり、魔法の余波を恐れる必要がないのだ。自分を巻き込もうが構ったことではない。

　……不死神が剣術や体術を深く身につけていない理由が分かった。白兵距離でこれだけ凶悪な魔法運用が可能なら、そもそも剣も拳も不要だ。

　懐に飛び込んで来たものは、もろともに魔法で吹き飛ばせばいい。

　今まで不死神が、それをやらなかったのはただ一つ。……あいつが僕の心を折って取り込もうとしていたからという、向こうの事情にすぎないのだ。

「っ！」

　流石は裏ボス。

　神の《木霊》だ。

　ちょっと新パワーに覚醒したからって、簡単に勝ちをもぎ取れる相手じゃない。

　だけど変わらず、負ける気はない。

　変わった魔法運用くらい、それと分かれば捌きようがあるのだ。

　なんとしてもこの場で叩き潰す。そう決意して、《傷ふさぎ》の祝禱で細かい傷を塞ぎながら跳ね起きる。

　辺りには粉砕されて巻き上げられた土砂のために、土煙が立ち上っている。

「…………」

　……どこから来る？

　土煙で視界が悪い中、うかつな動きは隙に繫がる。

　触覚を皮膚の外に広げる感覚でマナの働きを感知する。大きな動き――つまり広い範囲を一掃する攻撃の予兆――があれば、即座にこの場から跳び退かねばならない。

　逆に相手がうかつな動きを見せたら、一気に懐に飛び込んでとどめの一撃を入れてやる。

　じりじりと、時間が経過しようとし……

「…………っ!?」

　頭のなかに、閃のようにひらめく何か不吉な予感。

　現在の行動に対する、守護神からの警告の啓示。

　一瞬、戸惑う。

　不死神は僕と戦っている。明らかに僕を殺す気で、熱くなっている。

　形勢は互角で、このまま戦えば……

　いや。

　いや。まさか。

　まさか……もし熱くなっていなかったとしたら？

「まず……っ！」

　神殿！

　神殿だ、はやくっ！

「《加速》！」

　走る。

　走る走る走る。

　全力で丘を駆け上がる。

　不死神のあの言動、全部ブラフだ！

　驚いたり、熱くなったり、苛ったふりをして、僕との戦いに熱中していると思わせた！　その上で土煙を巻いて状況を膠させて……

「くそっ！」

　面倒な駒となった僕を、戦局から浮かせて放置することが狙いだったのだ。

「……畜生っ!!」

　奴が狙っているのは、マリーとブラッドだ！
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　駆ける。駆ける。

　幾度も加速の《ことば》を唱え。枯れ草の丘を蹴り、冷たい空気のなか全力で走る。

　分かっているつもりで、分かっていなかった。

　想像できないほど長い年月を生きた神。この世のものならぬ存在。人間の尺度を越えたもの。

　そういうものを、想像したつもりで、想像しきれていなかった。

　不死神の言うことを信じるなら、僕は不死神にとって多少は注目や警戒に値する存在なのかもしれない。

　だけれど、それは不死神スタグネイトにとって必ずしも今、重要な話ではない。

　十年、二十年と経って、僕が危機に直面した時。三十年、四十年と経って、今の在りように疑問を持った時。五十年、六十年と経って、老いの苦しみを実感しはじめた時。

　その時に出現して、改めて排除するなり翻心を促すなりしてもいいのだ。

　《木霊》は殺せても、次元の果ての神本体は流石に人間がどうこうできるものではない。ヒューマンスケールを超越した不死神には、幾度もチャンスがある。

　それよりも不死神にとっての問題はブラッドとマリー、そしてガスだ。

　僕が灯の神の祝を手に入れたとなれば、僕は三人を輪廻に還せる。目をつけ、半分までは手元に引き寄せた英雄たちを奪われる。

　しかし僕を直接に殺すには、ガスに片割れを破壊された今の分体では不安が残り、確実とはいえない。

　恐らく不死神は、極めて冷静にそのリスクとリターンを勘案し……

　その上で、道化を演じたのだ。

　いかにも大仰に、それこそ物語の安っぽい敵のように驚いたり怒ったりしてみせて、僕に迂のリスクを一時失念させた。

　――これは、最初に僕がやろうとしていたことじゃないか！

　僕に注目させ三人のことを失念させるつもりで、僕が不死神に三人のことを失念させられた。

　灯火の神さまの一瞬の警告がなければ、完全に終わっていた。

　なんと恐ろしく油断ならない存在か。

「…………っ!!」

　間に合え。間に合え、どうか……！

　そう念じながら走る。

　丘を駆け上がりきり、見えた神殿の正面扉は開け放たれていた。

「マリー、ブラッドッ!!」

　神殿の奥。

　不死神がいた。

　満のマリーとブラッドに向けて、手を伸ばそうとしている。

　抗戦を試みたのだろう。ガスは壁際に黒い靄で縫い付けられているし、マリーを庇うように立つブラッドも既に崩れかけている。

「……ぁ」

　それを見て、悟った。

　悟らざるを得なかった。

　この距離、このタイミングでは……絶対に間に合わない。

　マリーも、ブラッドも、ガスも、対応できる状態ではない。

　……さぁっと、頭から血の気が引いた。

　まさか。そんな。ここまでやって。

　神さまの力まで借りて。

　やっと互角の戦いに持ち込んで……

　それなのに不注意で、あんなペテンみたいな一手に引っかかって。

　それで終わりだ、なんて……

【ハハハ……！】

　勝ち誇る不死神が、ブラッドの頭骨に手を伸ばすのが、やけにゆっくりと見え――

　次の瞬間、その手が弾かれた。

「……え？」

　僕ではない。

　ガスでも、ブラッドでも、マリーでもなかった。

　不死神の手を弾いたのは、柔らかな衣服に身を包んだ女性だった。

　マリーとブラッドを庇うように、立ちはだかっていた。

　見覚えは、ない。ない、はずなのに。

　僕は、確かに、その人を知っているような……

「ぁ……」

　マリーが、虚ろな目をいっぱいに見開いた。

「ぁ、ああ……」

　その声は、震えていた。

　流れるはずのない涙が、マリーの目尻から零れ落ちる。

　女性の姿は、すぐにそれがまぼろしだったかのように、ふわりと夜気に溶け、消えてゆく。

　マリーに向けて、慈しむような笑みを向けて。彼女を、抱きしめるように。

　それで、十分だった。すべてが伝わった。

　……マリーは最初から、許されていたのだ。彼女はマリーを憎んでなど、いなかった。

　マリーが許しを求めていなかったから。甘い態度など望んではいなかったから。

　だから見守り、望まれたように叱り続けていたのだ。

　けして、その加護を剝奪することもなく、ずっと。ずっと。二百年も。

　マリーが自分を、許せるようになるまで。

　……ひたむきに自分を慕う娘の危機に、それを庇わぬ母親がどこにいよう。

　彼女は。マリーが慕い続けた神は――地母神マーテルは、偉大な女神だった。

　すべてを悟って泣き崩れるマリー。

　確信したはずの勝利が手からこぼれ、硬直する不死神。

　――そして地母神のはからいに感謝しつつ。

　降って湧いた好機に、僕とブラッドが動いた。
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「灯火の神グレイスフィールよ！　安息と、導きを！」

　即断で、僕は祝禱術を使った。

　狙うのは、マリーとブラッドだ。

【なん……っ!?】

　不死神が目を見開く。明らかに驚していた。

　僕がまさか、守るべき相手に術をぶっぱなすなどとは予想していなかったのだろう。

　放つのは《聖なる灯火の導き》。輪の輪へと魂を導く、無色透明の清浄な波動だ。

【ちッ！　輪廻よ停滞せよ、導きよ惑え!!】

　僕の意図を悟った不死神が、相反する性質の不浄の波動を放ち、それを相殺する。

　マリーとブラッドを庇うように立って。

　……おかしな形だけれど、不死神はマリーとブラッドを狙われたからこそ、庇わざるをえないのだ。もし僕が不死神を狙って攻撃を繰り出すなら、不死神は神の分体としての耐久力に任せて、相討ち気味に二人の魂を掌握しようとするだろう。

　降臨に時間と労力がいるとはいえ、不死神にとって《木霊》は使い捨てだ。消滅と引き換えに二人が確保できるなら良い取引だ。

　だけれど、ブラッドとマリーに《聖なる灯火の導き》を撃ち込まれた場合、話は別だ。二人は間違いなく抵抗しない。不死神の手をすり抜けて、輪廻の輪へと戻ってゆく。

　そうなると不死神にとっては、わざわざこの次元に分体を降ろした目的そのものが消失してしまう。完全な骨折り損だ。

　それを避けるため、不死神は祝禱術の照準がマリーとブラッドに向けられる限り、僕から二人を庇うというおかしな状況に陥ってしまう。

　皮肉な話、不死神の状況は悪役の攻撃を前にして、守るべき市民の前に立つ正義の味方と同じだ。体を張って、余波の一つも通さないよう守るしか、選択肢がない。

　そして、僕の術を完全に打ち消すために、注意を削がれた不死神に……

「ぜ……ァッ!!」

　満身創痍のブラッドが、しかし残る力を振り絞って愛用の両手剣の一撃を振り下ろした。

　《喰らい尽くすもの》ほどではないにしろ、ブラッドの得物も、もちろん彼の剣技にふさわしい格の魔剣だ。無視はできない。

　不死神がとっさの回避に費やすほんの一秒足らずの時間は、

「《加速》！」

　僕が神殿内を突っ切るには十分すぎる！

【っ、《破壊よ》】

　不死神が《破壊のことば》を詠唱しようとする。

「《沈黙せよ》、《口よ》ッ!!」

　その口が、強制的に一瞬の沈黙を強いられる。

　ガスだ。壁際で、靄に縫い付けられたまま、してやったりと笑っている。

　ガスが今振るえる力なんて限られているはずなのに、最適の一瞬に最高の妨害を決めてくれた。

　――とにかく小さい魔法を巧く、精度よく使う。

　昔教えられた、その言葉を思い出す。《存在抹消のことば》なんて大魔法よりも、今の《沈黙のことば》は、よっぽどガスらしい痛快な一撃だった。

　一歩。二歩。三歩。左右の壁が矢のように後ろへ流れる。

　弾丸めいて距離を詰め――

「やあああ――ッッ!!」

　衝撃。手応え。

　《喰らい尽くすもの》を、不死神の胸へと突き立てた。

【が……っ！】

　引き抜き、更に斬りつける。

　斬りつける。斬りつける。

　不死神も回避や防御をしようとするが、この距離ならもうすべて抑えられる。

【お、のれ……おのれェ……ッ!!】

　斬りつける。斬りつける。斬りつける。

　魔剣から真紅の茨が走り、不死神の全身を苛んでゆく。

【……ウィル。マリーとブラッドの子、グレイスフィールの使徒、ウィル！】

　不死神が憎悪にぎらつく淀んだ瞳で、僕を睨む。

　以前の演技の憎悪や殺意ではない。本気の憎悪であり、殺意だ。

【その名、忘れぬぞ！　我が軍門に降らぬ限り、もはやお前に安息の夜はない！】

　完璧に目をつけられた。だけど、

「……そのセリフ、三流の悪役みたいだよ。神さま」

　一言で切って捨てて。

　灯火の神さまから僕が引き出せるありったけの浄化の力を、真紅の茨にまみれた不死神に叩きつけた。

　――ついに、おそるべき不死神の《木霊》が崩れ去ってゆく。

　目をつけられるのが怖いなら、最初から神さまになんて挑んでいない。

「グレイスフィールの灯にかけて……」

　消滅する不死神に向けて、魔剣の切っ先を突きつける。

「僕はあなたのものにはならない。ちゃんと生きて、そして死ぬ」

　それが僕なりの敵対の宣言であり、消えゆく不死神の分体に対する手向けだった。

　不死神の《木霊》が、憎悪を込めて僕を睨みながら、塵と化して消えてゆく。

　……僕は、それを、最後まで見つめていた。
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　不死神の《木霊》が消滅して。

　実は三体目がとか、更なる敵がとか、そういう展開もひとわたり警戒して。

　その上で、やっと勝利を確信した時、こみ上げてきたのは歓喜というよりも、へたり込んでしまうほどの安だった。

　戦闘でずいぶん荒れた神殿の床に座り込んで、はぁぁ、と深く息をつく。

　強敵だった。それも掛け値なしの。

　不思議と、やってやったぞ！　みたいな達成感は、湧いてこなかった。

　どう考えても、勝因の多くが僕以外のところにあったからだろうか。

　ブラッドから貰った高位魔剣、《喰らい尽くすもの》の存在。ガスが相手の隠し球であったはずの、《木霊》の片割れを倒してくれていたこと。灯火の神さまが僕に、守護神として加護をくれたこと。そしてマリーの守護神である地母神マーテルが、土壇場で時間を稼いでくれたこと。

　更に言えば、これまで三人が分け与えてくれた、剣や魔法、祈りの技術。そしてそういう戦闘能力よりももっと大切な、人間としての芯のようなもの。

　そういうものが積み重なって、本当にギリギリ、撃退できたのだ。あるいは僕が死んでいてもおかしくなかったし、どれかの要素が欠けていたら勝ち目なんてなかった。

　神さまの加護のおかげであり、そして何より三人のおかげだ。

　周囲に恵まれた。その幸運をかみしめていたら、ぎゅっと抱きしめられた。

「ウィル……ウィル、よく無事で……っ」

　焚いた香木の、優しい匂いが、ぎゅっと僕を包む。

「……ウィル、よくやったな」

　骨っぽい、柔らかさのない手が、乱暴に僕の髪をかきまわす。

「ふん。血のつながりはないとはいえ、仮にもマリーとブラッドの子。このくらいは成し遂げて当然じゃ」

　相変わらずの、素直じゃない憎まれ口。

「マリー、ブラッド、ガス……！」

　三人の声に、涙が滲んできた。心が震える。今さらに、達成感を感じる。

　そうだ。僕は物語の英雄みたいに、強敵を倒したかったんじゃない。

　ただ、三人を。大切な家族を守りたかった。うずくまったままでいたくなかった。

　ただ、それだけを願って、命をかけて戦って。

「うん、やった……やったよ……」

　守れた。

　ちゃんと、立ち上がって、戦えた。うずくまったままじゃ、なかった。

　三人とも、ここにいる。……守れたのだ。

「よかった……よかった……」

　こみ上げてくる色々な思いに、胸が詰まる。ぽろぽろと涙がこぼれた。

「みんな無事で、よかった……」

　マリーを抱きしめ返す。

　ブラッドを、ガスを見た。

　笑っていた。みんな笑っていた。つられるように、僕も泣きながら笑った。

「よーし、んじゃ改めてウィルの成人祝いも兼ねて、祝勝会だな！」

　ブラッドが威勢よく拳を振り回した。

「そうですね、片付けとかは後日でいいでしょうし」

「うむ。ならばとっておきの、二百年もののドワーフ火酒をじゃな」

「火酒!?　ガス爺さん、んなもん隠してたのかよ！」

「子供に飲ませるには勿無い酒じゃろうが！」

「ドワーフ火酒？　それって美しいの？」

「うむ、実体がありゃワシが飲みたいくらいじゃ！」

「いいじゃねぇか、フリだけでもよ。めでてぇ席だ！」

「そうそう。ガスも一緒に飲もうよ！」

「ウィル。……飲み過ぎないようにするんですよ？　前みたいなことがあったらもう容赦しませんからね？」

「は、はいっ！」

「目ぇ見開いて真顔で見つめると、お前、超怖ぇのな……」

「ふふ、ブラッドの顔ほどじゃありませんよ」

「はは、違いないわい」

「それでガス爺さん、火酒ってのはどこに……」

　そんな風に、わいわい話しながら。

　移動しようとしたところで――

　マリーとブラッドが、膝から崩れ落ちた。




　◆




　何が起こったのか一瞬分からなかった。

「マ、リー？　ブラッド？」

　自分の発する言葉が、やけに場違いに思えた。

「あー……やっぱ、ダメか」

「ダメみたいですねぇ」

　二人は何度か立ち上がろうと試みて、足が動かないのか、諦めてその場に座り込んだ。

「仕方ありません。執着も消えて、不死神に魂を売るのも拒否して、善なる神を信仰しながら、なお不死者でいたいです、なんて通るわけがありません」

「ま、そりゃそうだよなぁ。……祝勝会が終わるくらいまでは、目こぼししてほしかったっつーのは本音だが」

「グレイスフィールはものすごく手心を加えて下さっていますよ。本来なら即座に消えていても不思議じゃあありません」

　何を言っているのか理解できない。

　理解したくない。

「あー、ウィル。……俺とマリーはここまでだ」

「じょ、冗談だよね」

　受け入れたくなくて、反射的にそんな言葉が口からこぼれた。

「ふ、二人して、悪戯してるんだよね」

　声が震える。

「せっかくのお祝いなのに、ひどいなぁ、もう……」

「ウィル。……あなたは賢いから、分かっているでしょう？」

　でも、やっぱり。

　頭のどこかでこうなることは理解していて。

　そう言われて、見つめられると、もうダメだった。

「…………そういうこと、いきなり言うなら。悪戯だって種明かしして、笑って欲しかったよ」

　拒絶の気持ちは、ゆっくりと萎んでいった。

　息をつく。あとに残ったのは、諦め混じりの、虚ろで、寂しい気持ち。

「すまねぇな」

「ごめんなさいね……」

　マリーも、ブラッドも、似たような気持ちを抱えているのかもしれない。

「……どうにかならないの？」

「なりません。できたとしても、してはいけません」

　マリーが首を横に振った。

「お前も言ったろ？　『ちゃんと生きて、そして死ぬ』ってやつだ」

　途中でちょっと二百年くらい迷ったが、まぁぎりぎり寄り道の範囲だろ、とブラッドがおどけるように言った。

「それに、親は子供よりも先に死ぬものです。それが自然の、大地の摂理というものです」

　マリーが言った。地母神の神官らしい言葉だった。

「うん、そっか。そうだよね」

　それが本来の在りようだ。灯火の神さまだって、同じことを言うだろう。

　でも、

「……一度だけ、言っちゃいけないことを言うね」

　でも、

「それでも僕は、マリーとブラッドが逝くところなんて、見たくない」




　◆




　嫌だ。絶対に嫌だ。見たくない。

　マリーとブラッドが逝くところなんて、見たくない。

　瀕の親を前にした子供としても、輪と魂を司る神の神官となった者としても、絶対に言ってはいけない言葉。不死神に対する、あの格好をつけた宣言さえ覆す言葉だ。

　でも、言わずにはいられない。

「いつかここに帰ってきた時、またマリーとブラッドに会いたい。ブラッドと試合をしてやっつけたりやっつけられたりして、馬なことを言い合いたい。マリーと一緒に家事をして、上達しましたね、なんて言って欲しい。いつか僕の子供や孫とかを見て欲しいし、その子たちにも僕みたいに色々教えて欲しい」

　それが、夢だった。どこかで半ば叶わぬと分かっていた、甘い夢。

「それなのにもう、いま、消えちゃうなんて。ひどいよ、嫌だよ、耐えられないよ！　二人がいなくなったら、僕はこれからどうやって生きていけばいいのさ……！」

　声が震える。

　あとからあとから涙が出てきた。

「いかないでよ……嫌だよ……ずるしてもいいから、残ってよ……」

　我ながら、情けない姿だった。

　泣いて、わめいて、駄々をこねて。まるで、子供だ。

　でも、それでも、伝えたかったのだ。

「……マリー」

「ええ」

　そんな僕を見て、マリーとブラッドは、視線を合わせて頷く。

　それから二人はそれぞれ拳を作ると、僕の頭をこつりと叩いた。

　痛くない。軽く小突くような、そんな拳。

「ダメだ、ワガママ言うな」

「ブラッドの言うとおりです。聞き分けなさい」

　優しい言葉で、叱られて。

「ぅ……」

　それでもう、こみ上げてくるものに、耐え切れなくなった。

「う、ぁあああああああ……っ」

　涙が溢れる。

　くしゃりと顔が歪んで、視界は涙でぐちゃぐちゃで。何度も何度も、しゃくりあげる。

　こんなに泣くのはいつ以来だろう。

　こみ上げる感情は、もう言葉にならない。

「ハハハ、久々に父親らしいことやったな」

「ウィルは、ほんとうに手のかからない子でしたからね」

　二人が笑い合っている。

「……なぁ、ウィル。俺たちもお前のためなら何でもやってやりてぇよ。だけど、そりゃダメだ」

　ブラッドが僕に向けて、語りかけてくる。

「俺たちが逝ったら、どうやって生きてくんだ、だって？　……それでもなんだかんだ、生きてくんだよ。もう生きていけない！　なんて思ってもな、人間、意外と飯食って寝てりゃ死なねぇし、別の大事なモンだって見つかるんだ」

　ブラッドがぐいと僕を引き寄せ、赤ん坊の頃以来はじめて、僕を抱きしめた。予想通り、温かさのかけらもない、隙間風だらけの硬い骨の感触だった。

　わしゃわしゃと、子供の頃と変わらない調子で頭を撫でられる。

　全然心地よくないその感触に、また涙が溢れた。

「外に出たらな。いっぱいダチ作って、綺な姉ちゃんの二人や三人はひっかけて、楽しくやるんだぞ」

「ブラッド。不誠実なことを勧めちゃいけません。……ウィル、恋愛や結婚は誠実に、ですよ！」

　まったく、とお説教めいた調子でマリーが言って。

　それから……と、言葉を継いだ。

「ウィル。あなたは灯の神に強き誓いを立て、神殺しを成し遂げました。それは英雄の所業です。あなたのこれからの運命は、波乱に満ちたものになるでしょう」

　居住まいを正したマリーの言葉は、まるで託宣を下す神官のような厳かさで。

「損をすることもあるでしょう。理不尽に責められることもあるでしょう。

　助けた人に裏切られ、行った善行は忘れ去られ、築いたものを失って、多くの敵ばかり残るかもしれません」

　でも、その厳かな雰囲気も、すぐにふわりと和らいだ。

　招き寄せられ、ぎゅっと抱きしめられる。

「それでも、人を愛してください。善いことをしてください。損を恐れず、壊すより作り、罪には許しを、絶望には希望を、悲しみには喜びを与えてあげて下さい。

　そして、あらゆる暴威から弱い人たちを守ってあげて。……私たちのために、不死なる神に挑んだように」

　たぶん、これが最後の抱擁だと分かっているのだろう。

「ウィル。ウィリアム。……私の子。ブラッドと私の、かわいい子」

　僕を抱きしめるマリーの腕は、震えていた。

　僕の腕も、震えていた。

「……勇気の精霊と善き神々の加護が、常にあなたとともに在りますように」

　ふと、涙のせいじゃなく、マリーの顔が二重にぼやけてみえた。

　霊体が分離しかかっているのだろう。

　豊かな金髪と、ちょっと垂れ目がちのエメラルドの瞳、ほっそりとした立ち姿。

　……淑やかで優しそうな、おかあさんの姿があった。

「いいか。結果を信じて前に出ろ。人は決意一つあれば、何だって始められるんだ。……お前は考えこむとこがあるけどな、悩み過ぎて足を止めるんじゃねぇぞ」

　ブラッドの姿も、二重にぼやけて見える。

　獅のような赤毛、戦士らしい鋭い目つきに、隆々と鍛えあげられた肉体。

　……野性的で快活な、おとうさんの姿だ。

　二人の姿と、貰った言葉を、胸に刻んだ。きっと、忘れない。

　それは神さまの灯火のように、きっと僕の生を照らしてくれるものだから。

　そして暫く、無言で居ると……ふと、ごほん、と咳いの音がした。

　振り向くと、ガスが居た。どこから持ってきたのか、高そうな火酒の瓶と、グラスを四つ浮かせて持ってきていた。

　ぽつんと佇むその様子を見て。

　なんだかおかしくなって、皆でどっと笑った。

　それから四人で、火酒を飲んだ。

　四人で酌み交わした初めてのお酒は、喉を焼くほど強い酒精と、芳な香りが印象的で。

　――その晩、聖なる灯火に導かれて、僕の両親は輪廻に還った。
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　爽やかな風が吹き抜ける。

　朝にわずかに霞む、夜明けの丘の麓。広大な湖に沿って石造りの都市が広がっていた。古代か中世か、といったふうだ。高い塔や、美しいアーチの連なる水道橋らしきものも見える。

　……そのすべては古び、廃となっていた。

　建物の屋根はところどころ崩れているし、壁の漆は無残に剝がれ落ちている。街路の石畳の隙間からは草が伸び、緑の蔓や苔があちらこちらで建物に絡みつき、張り付いていた。かつて人の営みがあったであろう街並みが、まどろむように緑とともに朽ちてゆく。

　そのすべてを、昇る朝日がやさしく照らしていた。

　……この、都市を見下ろす丘の上に、マリーとブラッドのお墓を作った。

　湖と、廃墟となった都市とが見渡せるこの神殿の丘には、沢山の思い出があるから。

　だから、ここにお墓を作ろうと思った。

「…………」

　またいつか、ここに戻ってきたい。

　マリーやブラッドにはもう会えないけれど。彼らが輪に還ったことは知っているけれど。

　でもせめて、お墓に報告をしたいと思う。

　いつか見た夢のように。友達や、家族を紹介したい。自分たちの子供はきちんと生きてるんだと、安心できるような。そんな大人になって、戻ってきたい。

「……だから、今は、少しお別れだね」

　両手を組んで、しばらく無言で祈り。いってきます、と二つの墓に語りかけた。

「もうよいのか？」

「うん」

　頷く。

「……それでさ」

　それで、こういうこと言うのはなんなんですけどね。

「なんでガスは死んでないのさ」

「こりゃひどい。老い先短い老人の死を願うとは……鬼孫ッ!!」

「誰が鬼孫だよっ！　悲しいなぁ、もう！　……ただ僕は、ガスが死ねば溜め込んだ財宝は僕のものだと思っただけなのに！」

「鬼孫じゃ！　鬼孫が自白をしおった――ッ！」

　ちょっとしたじゃれ合い。

　あれこれあって隔たりができていたから、こんな風にガスとじゃれ合うのは、ずいぶん久しぶりだ。

「ふふふ。使い道のないお金に使い道を与えてやろうというだけの話じゃあないか、ねぇ、おじいちゃぁん？」

　嫌みたっぷりの調子で、わざとらしくそう言うと、

「うむ、それもそうじゃな。じゃ、持ってけ」

「へ……？」

　いきなり真顔に戻ったガスがいくつかの袋を押し付けてきた。

　中をあらためる。

　……朝日を照り返して、無数の金貨と銀貨が光っていた。更に幾つもの宝石に、指輪や腕輪、ボタン、ブローチ、ピン、マントどめ。金糸銀糸の織り込まれた飾り紐や帯。

「…………」

　わあ、すごい。一財産、って。

「なにこれぇぇえええ――ッ！！？」

　驚きのあまり思わずそれらを取り落としそうになり、慌てて保持しなおす。

「何といって、ワシの財産じゃ。無利子で貸してやるわい。上く増やすんじゃぞ」

　そのための方法は教えたじゃろう、とガスはニヤリと笑う。

「や、でも、だって、だって……」

「回らず淀んだカネなど死んだも同じよ。ワシは淀んだカネは好かぬ。おぬしも言っておったろう？　『ちゃんと生きて、そして死ぬ』と」

　カネも同じじゃ、とガスは肩をすくめた。

「ちゃんと活かして、そして務めを終えるまで、淀まず回してやってくれ」

　それは、ガスなりの、こだわりなのだろう。

「ワシはもう、それを見ることはできんからのぅ……」

「ガス……」

　だから僕はぺこりと頭を下げると、その金銀財宝を受け取った。

　別れの覚悟を決める。これが、ガスから受け取る最後の……




「まぁ、あと十年はワシゃ逝かんが」




　…………は？

「いや、そら、じゃってな？　《上王》の封印守護の問題があるじゃろ」

　デーモンなんぞに解放されたらことじゃぞ、とガスが言う。

「じゃから昨晩、啓示を下してきたおぬしの神とちょっと交渉してじゃな。不死神が調子を取り戻す十年先までは、この都市で彷徨ったままでいる許しをもろうた」

　僕は、魚みたいに口をぱくぱくさせた。

　な、なにやってんの、この人……!?　ていうかグレイスフィール様もなにやってるんですか!?　いや必要なのは分かるけど！

「一応、ワシはグレイスフィールの《遣い》のような感じに変わっとるらしい」

　確かによく見ると、ガスから不浄な気配が薄れている。むしろ神聖な霊っぽい気配だ。

　……でも、だったら、

「あの二人は、それを望まなんだそうじゃ」

　その考えを読んだように、ガスが言った。

「あと十年を与えられたら、欲が出る。未練が出る。十年いられたなら、もう十年。あと十年。せめておぬしが逝くまで一緒に……そう考えてしまうと分かっていたからこそ、あやつらは逝ったのじゃ」

　あやつらも格好をつけておったが、心のなかは泣いて喚いたおぬしと同じよ、とガスは言った。

「…………」

　そう言われると、何も、言えない。

　……あの二人は、ずるをしなかったのだ。最後まで。その方法が、あると知りつつ。

「こんな欲の出る立場は、この老いぼれ一人で十分じゃ」

　そう言って、ガスは肩をすくめた。

　確かに、ガスならそれができるだろう。ゆうゆうと封印の守護者を務め上げ。

　期日の十年目が来たとなったら、一言の不服も申し立てずにあっさりと逝くに違いない。

　……ガス爺さんは、いつだってロックなのだ。

「十年たった後は……封印は、どうするの？」

「それまでにおぬしが考えよ、とのことじゃ」

　……神さま、酷い丸投げです。

「グレイスフィールへの信仰は、外ではやや廃れておるらしい。ワシらへの介入だけで、かなりの力を費やしたそうじゃ」

「え？」

「灯の神の未来も、おぬしの頑張りにかかっておるな」

　出発前から有形無形の荷物が増えていく。

　こ、これが苦難の運命というやつか……!!

「ま、ともあれカネは必要じゃろう。持ってけ持ってけ」

「うん。なんかやるべきことが色々あるみたいだから、ありがたく頂きます……」

　改めて、金銀財宝を荷物の各所に含めて調節しなおす。

　厚手の上下。革手袋に頑丈なブーツ。大きくポケットの多い背負い袋にベルトポーチ。あと替えの靴を一足。毛布やら手鍋やら保存食や水袋、作業用のナイフと手、懐中筆に羊皮紙、ロープに着替え一着に、野営用の厚手の帆布。

　細かいところだと気付け代わりの若干の火酒や、針と糸に大小の布、岩塩の小さな塊なんかも大事だ。

　鎧は不死神戦で英雄の亡の一つが装備していた、《真なる銀》の鎖帷子を拝借した。何がいいといって、これが極めて軽いのだ。頑丈なのに、ほとんど鎧を着ているという感覚がない。

　更に鎖帷子を隠すようにもう一枚を羽織り。フード付きのマントを重ね、ガスのくれたマントどめで留める。フードの布の間には《守護のことば》を書き込んだ護符を縫いこんで、ある程度は頭部を守れるようにした。

　不死神に目をつけられてしまったので、荷物の重量と装備の強度の両立は急務だ。無限にアイテムが入る袋とか、あったらほんとうに便利だよなぁ……と前世のコンピューターゲームを思う。

　まぁ、そんな都合のいいものは無いので、無いなりに頑張るしか無い。

　そして武器は短の《おぼろ月》、片手剣の《喰らい尽くすもの》。それにあとは、円盾だ。

　《おぼろ月》はガスのくれた飾り紐を穂先の根本につけたりして、ちょっと綺に装ってやる。《喰らい尽くすもの》に格で劣るとはいえ、初めての戦利品だし便利だしで、コイツには愛着があるのだ。

　逆に不死神戦で活躍してくれた《喰らい尽くすもの》は、申し訳ないけれど古びた布と柄を巻くことになる。……ブラッドの言うように、あまりに格が高い上に効果が凶悪すぎて、抜くに抜けない危険物だ。メインウェポンとして普段使いするようなものじゃない。あくまで奥の手だ。

　円盾は携行するか迷ったのだけれど、地味に何度も役に立ったので、これがない状況を考えると怖い。盾というのは地味だけれど、あるとないとでは大違いだ。一応携行用に、ベルトをつけて楽に担げる感じにしてあるけど、重量負担はけっこうありそうだ。

　……これらの旅装は、以前から整えて準備していた。

　マリーとブラッドの二人が、ずいぶん協力してくれたのを覚えている。

「…………」

「のう、ウィルや」

　最終確認を兼ねて荷物を整理しなおし、二人の事を思い出してしんみりしていると、ガスが声をかけてきた。

「おぬしも外の世界に出るなら、一応、名乗る姓が必要じゃろう。ウィリアムという名前は二人がつけたで、姓のほうはワシがつけてやろうと思うが、どうじゃ」

「？　……ガスがそんなこと言うなんて、珍しいね。うん、いいよ」

　特に拒否する理由もない。

　ガスからの最後の餞と思って、受け取ることにする。

「では、エルフやハーフリングの一部の部族の習慣にのっとることにしようかのう」

　へ？　エルフやハーフリング？　何でまたそんな……

「それら部族では、父母の名を重ね己が姓とする」

　ガスは厳粛な表情で、僕に対してそう告げた。

「マリーブラッド。……おぬしはウィリアム・マリーブラッドじゃ」

　言われて。

　口の中で、その言葉を転がしてみる。

　マリーブラッド。

　ウィリアム・マリーブラッド。……なんだか、あつらえたように、しっくりきた。

「二人の名前を連れて、行くがよい。ワシはもう、放浪は十分に楽しんだからのう」

　あとは親子水入らずで楽しんでくるがよいと。

　《彷徨賢者》と呼ばれた老人が、肩をすくめる。

「うん、ありがとう。……とっても気に入ったよ、その姓」

　荷物の最終確認も終わった。

　ベルトポーチを巻きつけて剣を吊るし、背負い袋やらの荷と盾を担い、短槍を持つ。

　身体能力はけっこうあるけど、荷物の量が量だ。けっこうな重みが来る。

「……よし。それじゃ、元気でね。また来るよ」

「うむ」

　僕はガスとあっさりと別れを交わすと、丘を下り――振り返って、

「あと、ミドルネームにＧって入れておくよ！」

　と手を振りながら叫んで、にやりと口の端をつりあげてみせた。

「バカモン！　ワシの名の頭文字はＡじゃ、授業で何を学んどったんじゃこの！」

　ガスの笑い声が聞こえる。

「だって、ガスはガスだよ！　オーガスタスおじいちゃんなんて呼びにくくてしょうがないや！」

　けらけら笑い返して、そう叫んだ。

「ふん、なら仕方のない孫じゃのう！　……では、さらばじゃ。ウィリアム・Ｇ・マリーブラッド！」

「さようなら、ガス！　またいつか、絶対！」

　お互いに手を振り。

　それから前を見据えると、振り返ることなく、僕は歩き出した。

　都市の傍らにある湖から続く川には、それに沿うように古びた街道の跡がある。

　とりあえず、北に続くこれに沿って、下っていってみよう。

　――燦たる朝の光を浴びながら、僕は外の世界へ向けて歩き出した。








〈最果てのパラディン　死者の街の少年　完〉
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　満月の夜。その砦には、死の臭いが満ち満ちていた。

　人の骸があった。斬り殺され、あるいは突き殺され、嚙み殺され、殴り殺された死体たち。血と臓物と汚泥にまみれた体。うつろな瞳は、もはや何者をも映さない。

　悪魔の骸があった。人を模ったようなものがあれば、人と獣を奇怪に混ぜあわせたようなものもある。それらすべてがやはり、斬り殺され、あるいは突き殺されていた。

　人と悪魔の死骸は、絡みあうように、もつれ合うように各所に転がっている。

　殺しあったのだ。互いに。手足を失ったものもあれば、眼球を引きずり出されたもの、はらわたをこぼしたものもある。互いの急所に武器を抉りこみ、息絶えたものもある。

　凄惨の一語を体現する砦、その中庭に対する二者がいた。

　一人は男。赤毛の巨漢であった。分厚い魔獣革の鎧。隆々と鍛えあげられた肉体。獅のような蓬に、鋭い目つき。名はブラッド。戦士である。

「…………」

　彼は無言で両手持ちの大剣を構えていた。長大な刃は分厚く、鋭い。

　そのブラッドと向き合うように、巨大な影が一つ。

　それをなんと評せば良いか。

　大きい。ひたすら大きく、分厚い。

　頭は、峡谷に住まう野生の黒に似ている。巨大な角。面長の顔。だがその瞳は山羊のものではなく、爬のように縦に裂けた瞳孔をしている。無感情な瞳には、しかし野の獣にはない知性が、たしかに見て取れた。

　そして、山羊の首から下に目を向ければ、その体は人に似ている。

　短い黒毛に覆われた、太い筋肉の絡みつく腕。分厚い胸、六つに割れた腹の筋肉。たくましい太から、足に至ると今度は山羊の関節構造と蹄。

　人間と山羊をデタラメに混ぜあわせたかのような、不気味な誇張画めいた姿。その手には、鉈か肉切り包丁にも似た、ひたすらに分厚く巨大な半月刀。

　巨漢であるブラッドを更に一回り、二回りは上回る、巨の悪魔。博物学の分類に従えば、名をバフォメットという。

「――よう、砦の大将。ご機嫌かい？」

　ブラッドが声を発する。バフォメットはそれに応じず、半月刀を構えた。

　眼前の人間の雄を、容易ならぬ相手と見定めたためだ。

「いざ戦う前にゃ、名乗りとともに一言二言、ってのは戦士の習いなんだがな」

　悪魔ってのは無粋でいけねぇ、とブラッドは肩をすくめる。

　それを隙と見たのか。バフォメットが猛然と踏み込み、半月刀を真っ向から振り下ろす。

　――その瞬間、バフォメットの頭が弾けた。

　ブラッドが、バフォメットに倍する速度で踏み込み、斬ったのだ。斬撃に真っ向飛び込む形だが、自身の刃を相手の軌道に割り込ませ逸らしたため、傷ひとつ負っていない。

　頭部を失ったバフォメットの体が、膝から崩れるようにして地に倒れる。

　悪魔の将に孤剣で向かい合い、一合にて打ち勝つ。尋常ならざる剣腕であった。

「……悪魔ってのは、まったく、無粋でいけねぇ」

　ブラッドは再び肩をすくめる。

「貴方に無粋と言われてしまっては、悪魔も立つ瀬がありませんね」

　と、新たに涼やかな声がした。血臭に満ち満ちた戦場に、似合わぬ声だ。

　現れたのは、豊かな金髪を束ね編み上げた女。白と若草色を基調とした神官服の上から剣帯を巻きつけ、片手剣と小盾を提げ、なめし革の部分鎧を纏うさまはやや不似合いで……しかし立ち居は堂に入っていた。一定程度の武技の心得があるのだろう。

　名を、マリーといった。

　マリーは、美しい翠の瞳を細めて、ブラッドに笑いかける。

「小人の背比べという喩えをご存ですか？」

「そりゃひでぇ、俺は小粋で洒落た男のつもりなんだが」

「洒落。お酒を呷って肉をかっくらって殴りあっていれば満足な貴方が、洒落とは」

「洒落てるだろ？」

「流行の最先端ですね。逆方向に」

「先端をひた走る俺！　カッコいいな！」

「…………」

「なんだよ何か言えよ」

　親しみを込めた、冗談めかしたやりとり。

　そのさなか、南の空に、かっと光が満ちた。続いて、轟と地響き。

　ブラッドが口笛を一つ吹く。

「……ガス爺さんたちがうまくやったな」

「そのようですね」

　マリーが頷いた。

「こっちもとりあえず、この砦は落とせたわけだ。爺さんたちの撤退に憂いはねぇ」

「小なりとはいえ砦一つを単身で落とすんですから本当に無ですよね」

「褒めるなよ、照れるぜ」

「褒めてません。……ともあれ、簡易に葬儀を執り行って不死者化を阻止します」

　私が同行したのはそのためですから、とマリーは辺りの死者に向けて祈りを捧げる。

「地母神マーテルよ、流転の神グレイスフィールよ……」

　世界に満ちる不死神の加護を得て、死者の魂が彷徨わぬよう。

　酸鼻を極める場にあって、真っ直ぐに立ち、祈りを捧げるマリーの姿を、ブラッドは目を細めて見つめ――それから苦笑し、目を閉じた。

「……ふぅ。これで大丈夫です」

「おう、おつかれ」

「けれど――」

　マリーの表情は、浮かないものだった。

「大峡谷の橋を落としたところで、何日もちますか？」

「迂、大魔法による地形変動……あるいは《上王》のみ飛行生物に乗って移動しての、兵隊の現地生産」

　ま、いいとこ数日だな、とブラッドは肩をすくめた。

「…………」

「あの《上王》を討たない限りは、やっぱどうにもならねーわ」

「……ガスには、腹案があるようですが」

「まぁ、それでも片道だろうな。帰り道はねーだろ」

　憂いを帯びたマリーの問いに、ブラッドは頷き――

「で、お前は来んな」

「いきなりですね」

　腕組みをしてそう告げたブラッドに、マリーは呆れたようにそう言った。

「自分で言うのもなんですが、貴重な戦力ですよ、私」

「知ってるよ。それでも来んな、お前が死ぬのは気分が悪ぃや」

　その場面を想像したのか、しかめっ面の赤毛の大男。

「……付け加えて、愛してるから、くらいは言ってみたらどうですか？　喜びますよ、主に私が」

　金の髪の神官は、そんな彼の様子を慈しむように見つめると、からかうような口調でそう言った。

「そんな歯が浮くようなセリフ、言えるか」

「本当にしょうがない人ですね」

　翠緑の瞳を細め、マリーが苦笑する。

「それで、嫌だと言ったらどうするんです」

「気絶させてでも後送する」

　発されたブラッドの声は、硬く、冷たいものだった。

　断固たる決意が感じられる。

「……ガス爺さんの許可は取ってあるぜ」

「なるほど。抵抗は無駄でしょうね」

　それに対して、マリーは肩をすくめた。

「そりゃお前も悪くねぇ腕だが、天下のブラッド様には敵わんわな」

「ええ」

　お互い、付き合いは浅くない。

　その程度のことは、分かる。

「……なのでこうしましょう」

「？」

　マリーはゆっくりと、人差し指と中指を立てて……

「――置いて行かれたら、その場で自刃します」

　それを刃に見立てて自分の首に突きつけると、飛び切りの笑顔でブラッドに向けて笑いかけた。

　ブラッドの表情が、引きつる。

　冗談を言っている笑顔ではない。本気の笑顔だ。

「お、おま……」

「聞こえませんでしたか？　貴方と一緒に居られないなら、その場で自刃しますと言ったんです」

　笑顔のまま、マリーはブラッドに歩み寄り、その顔を見上げる。

「――連れて行って頂けますね？」

　笑顔で小首をかしげる、愛らしくも見えるその動作。

　それを見て、ブラッドは酷く顔を引きつらせる。

「ず、狡いだろ色々と……」

「女は狡いものですよ、ブラッド。……貴方は最強の男かもしれませんけれど、男は女に勝てないものなのです」

　その一言に、本当にひでぇな、とブラッドは天を仰いだ。

「この頑固者め。くそ。ったく、とんでもねぇ女ひっかけちまった」

「あら、まだ何もしていないのに自分の女扱いですか？」

「男ってのはそういうもんなんだよ」

　ため息を一つ。

「なぁ、マリー」

「なんでしょう」

　再び小首をかしげたマリーのたおやかな指先を、ブラッドの無骨な手が取る。

　強い視線でマリーの翠緑の瞳を見つめ、

「生きて戻れたら、どっか落ち着いた場所で結婚しようぜ」

「……ふふ、喜んで」

「見晴らしがいい丘とかでよ、落ち着いた家がいいな」

「ああ、それは良いですね。風が気持ちよさそうです……」

　菜園なんかも作ったりして、とマリーが笑う。

「それで子供が生まれたらよ、ガス爺さんに家庭教師とか頼むんだよ」

「ふふ、ガスお爺さんなら、なんだかんだ言って引き受けてくれそうですよね」

　二人とも、理解している。己の命を燃やし尽くす、その時が近いことを。

「そんで……もし子供が男だったら、俺は武術を仕込む！　ガス爺さんの魔法とあわせて、俺をも上回る超最強の男！　どうよ！」

「……とても強くて賢いダメ人間ができそうで超怖いです」

「ひでぇ！」

「なので私が、細かいことを教えてあげないといけませんね」

　生きて帰れる望みなどないことを、誰よりも理解している。誰よりも、彼ら自身が。

　――だから、これは夢だ。

「でも、きっと。可愛い子ですよ」

「……ああ」

　叶わぬことを知りながら。切なる願いを、ありえたかもしれない幸福を。キラキラしたものを、温かい何かを、心のなかに、密やかに重ねてゆく。

　幼い頃、無邪気に笑いあいながら、積み木を重ねて城を作ったような。

　――そんなたわいもない、小さな夢。

「そうだ。名前はどうしたいですか？」

「男なら決まってるぜ」

「……変な名前じゃないでしょうね」

「失礼な。大昔にガス爺さんに、名前の由来ってやつを講釈されたことがあってな」

「それで気に入った名前ですか」

「おう。俺たちの子だ、どうせ意志を曲げない奴になるからな」

　ブラッドはにかりと笑った。




「――だから、俺たちの子は、《意志の兜》だ」




　どうだ、と問いかけるブラッドに、マリーもふわりと笑い返す。

「いい名前ですね。……私も、気に入りました」

　ウィル、ウィリアム。私の坊や。

　口ずさむマリーの手を取ったまま、ブラッドが歩き出す。

　二人は、歩いてゆく。その死と、破滅に向かって。

　儚く甘い夢の積み木を、その場に置き去りにして。

　――まだ、誰も知らない。

　彼らの死と、破滅と、重ねる時の果てに。

　優しい夢のきらめきの残骸から、小さな産声があがることを。

　――この時は、まだ、誰も知らない。


〈了〉









あとがき




　はじめまして、柳かなたと申します。

　拙いところもあるかとは存じますが、力を尽くして描いた初めての作品です。

　楽しんで頂けたならば、幸いです。




　この『最果てのパラディン』の原案を思いついたのは、この本の出るちょうど一年ほど前、去年の四月の下旬のことでした。

　折しもその頃、私は暇と空疎感を持て余していました。

　本を読むにもゲームをするにもあまり熱が入らず、かといって、他に何かやりたいことがあるわけでもなく。

　なんだかひどく、ぼうっとしていたように思います。

　そんな無気力と倦の日々のなか、私には眩しく見える人がいました。

　彼はＴＲＰＧ仲間である友人の一人で、数ヶ月前にライトノベルの新人賞へ挑戦することを決意した、いわゆる小説家志望でした。

　ＴＲＰＧというのは、ルールに基づきキャラクターを作り、サイコロによる判定と、即興劇めいた演技を交えながら多人数でストーリーを紡ぐ卓上ゲームです。

　その性質上、創作にかなり近しい遊びですから、ＴＲＰＧの愛好者に、小説家志望はそれほど珍しいものではありません。

　過去に目指していた、という人も含めるなら、かなりの数がいるはずです。

　……けれど、だからこそ、私は知ってもいました。

　小説家になりたいと夢を語り、お話を書き始めた人たちの行く先を。

　書籍一冊分の字数を起承転結をつけて、きちんと書き上げられる人が、どれだけいたでしょう。

　書き上げたとしても、その中に商業作品並の面白さをもつ作品は、どれほどあったでしょう。

　かくいう私もずいぶん昔に、少しだけ小説を書いてみようかとキーボードを叩き、すぐに何も思い浮かばなくなり数日で投げ出したことがありました。

　だから正直に告白するならば、私は当時、その友人も同じ類なのだと思いました。

　ああ、この世界にいる人が一度は罹するはしか熱に、彼もかかったのだな、と私の中の意地悪な部分が呟きました。

　書き上げられないか。あるいはたとえ書き上げても、さして面白くもない作品か。オチはそんなところで。

　私は付き合いで一通り読んで、愛想笑いでほどほどに小説を褒めるのだと。

　長年の経験に毒された私は、そんな風に思っていました。

　……ですが、それは大間違いでした。

　ライトノベルの新人賞に挑戦すると決めてから、彼は毎日毎日、かなりの量を書き続けました。

　あっという間に文庫本一冊分の量を書き上げ、投稿すると、すぐに次のお話にかかってゆきます。

　その作品は文章は明で、内容は少々異風ながらテーマ性もあり面白く、素人の私でも「これは、違う」と唸らされるものがありました。

　彼には、ただ夢を見るだけではなく、叶えるだけの能力があったのです。

　私の判断は大間違いで、私の目はとんだ節穴でした。

　――それがどうしてか、とても嬉しかったのを覚えています。

　友人は新人賞の選考を、次々に駆け上がっていきました。

　ほとんど最終の選考近くまで迫る結果を得て、嬉しげに語る友人は、当時の空疎でひねた自分には、ひどく眩しく、尊いものに見えました。

　私もこんな風に夢に向かって努力がしてみたいと、そう思ってしまうだけの力がありました。

　……だから私も、小説を書いてみることにしました。

　描くお話は、ウェブ小説の「転生もの」と呼ばれるジャンルの作品群に着想を得て思いついた話。

　廃の町で不死者たちに育てられる、ひとりの少年の話です。

　それはなんだか、ずぶの素人が思いついたにしては良いお話に思えました。

　……けれど、分かりやすい問題もありました。

　なんといっても登場人物が、お化けと神さまと主人公の男の子だけなのです。

　今時、ライトノベルと言ったら魅力的なヒロインの一人や二人、必要とされるだろうことくらいは、私も知っていました。

　だから最初は練習。まずは安易に投げ出さずに十万文字を書くことを目標に、大好きな作品が載っている投稿サイト『小説家になろう』に投稿することに決めました。

　ほんの習作、第一歩のつもりでした。

　……そして今、このお話は本になっています。

　驚いたことに、『小説家になろう』のユーザーの方々は『最果てのパラディン』を気に入って下さいました。

　魅力的な女の子なんて出ない、古いファンタジーをごった煮にしたようなこの作品は驚くほどの勢いでランキングを駆け上がり、書籍化の打診を受けることになります。

　件の文才ある友人も、前後して作家としてのデビューが決まり――気づけば私は友人を追うようにして、思わぬ形で目指した世界に飛び込んでいました。

　人生、何が起こるか分からないのだな、と思いました。

　そして書籍化の打診を受けてしばらくして、担当氏から電話がありました。

「シェアワールド的な企画を進めています」

「？　それは素晴らしいですね」

「柳野さんも書いてみませんか」

「（新人枠的なもので末席に入れてもらえるとか、そんな感じかな？）なら折角ですし、是非。立ち位置的にはどんな感じになるんでしょう」

「メインで」

「は？」

「メインで」

「（絶句）」

　……人生、何が起こるか分からないのだな、と思いました。

　そんなわけで何故か『最果てのパラディン』に並び、『アルカディア＝ガーデン』というシェアワールドものを、同月同日に上することとなりました。

　十人の作家が協同して一つの世界を作り上げるという、壮大な企画です。是非、『パラディン』ともどもお手にとって頂ければ。




　ともあれそんな風に、多くの人たちに助けられて、私はここにいます。

　謝辞というものも、初めてなのですが――

　ウェブ版の読者の皆さまへ。温かい応援に背中を押され、ここまで来られました。

　たくさんのＴＲＰＧ仲間たちと、その愛すべきキャラクターたちへ。

　皆との冒険の思い出の一つ一つが、困難を乗り越える力になってくれました。

　あとがきの話題にさせて頂いたＫ先生はじめ創作仲間へ。

　いつも読んでは感想をくれ、ネタ出しまで手伝ってくれて、本当にありがとう。

　地元の図書館と、その棚に並んでいた多くの本と映像たちへ。

　色々なことを教えてくれて、ありがとう。ようやく少し恩返しができそうです。

　美麗なイラストをつけてくださった輪くすさが先生。感謝の言葉もありません。

　先生が表紙を描かれた『ソード・ワールド2.0』は、私の思い出のＴＲＰＧです。

　担当してくださった編集者さま、またオーバーラップ編集部の皆さま。

　また、この本の印刷、宣伝、販売等に関わる全ての皆さま。

　そして今、この本を手にとって下さったあなたへ。――心からの感謝を。





二〇一六年二月　柳野かなた
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